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ま
ぷ
の
命
が
閉
じ
ら
れ
る
最
後
の
5
日
間
、看
病
の
た
め
に
ス
ー
プ
を
鍋
ご
と
持
っ
て
来
て
く
れ
た
友
人
が
い
た
。
体
温
が
下
が
っ

て
ゆ
く
ま
ぷ
を
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
で
包
ん
だ
り
、
湯
た
ん
ぽ
で
温
め
て
く
れ
た
友
人
が
い
た
。
他
、
何
十
人
も
の
、
わ
た
し
の
友

人
で
あ
り
、
ま
ぷ
の
友
人
で
も
あ
る
人
た
ち
が
訪
れ
、
横
た
わ
る
ま
ぷ
を
囲
み
、
思
い
出
話
を
肴
に
お
酒
を
飲
み
、
ま
も
な
く
来

る
ま
ぷ
の
弔
い
を
ど
う
す
る
か
、
そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
弔
い
は
ど
う
あ
り
た
い
の
か
を
話
し
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
結
論
も
で

な
い
ま
ま
、
ま
ぷ
の
死
に
立
ち
会
っ
た
。
自
分
た
ち
の
未
来
の
死
に
も
立
ち
会
う
よ
う
な
、
生
活
の
中
の
無
意
識
を
、
覚
醒
さ
せ

ら
れ
た
5
日
間
だ
っ
た
。

わ
た
し
は
、
一
日
ま
ぷ
の
な
き
が
ら
と
過
ご
し
、
翌
早
朝
、
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
友
人
達
と
、
ま
ぷ
の
散
歩
道
の
桜
の

樹
の
下
に
、
お
見
舞
い
の
大
漁
の
鮪
と
い
っ
し
ょ
に
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
ご
と
埋
葬
し
た
。

最
近
、
友
人
が
、
長
年
つ
れ
そ
っ
た
猫
を
、
ひ
と
り
で
看
取
っ
た
と
聞
い
た
。
昨
今
、
ひ
と
り
き
り
の
看
取
り
は
、
人
間
の
世
界

で
は
珍
し
く
な
い
。
わ
た
し
は
、
た
く
さ
ん
の
友
人
た
ち
と
放
ち
合
っ
た
珠
玉
の
言
葉
た
ち
を
、
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

し
て
、
同
時
に
、R

est In Peace

「
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
言
葉
は
、
し
ば
し
ば
、
生
き
て
い
る
も
の
の
欺
瞞

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
も
。

桜
の
樹
が
多
い
江
古
田
の
街
。
そ
も
そ
も
東
京
が
桜
の
街
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
も
思
う
が
、
春
の
風
物
詩
と
し
て
、
思
い
出
す

の
は
、
桜
吹
雪
の
下
で
、
ま
ぷ
が
よ
く
昼
寝
を
し
て
い
た
こ
と
。

ま
ぷ
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
そ
の
桜
の
樹
は
、
今
は
も
う
な
く
、
江
古
田
の
景
色
が
ま
た
ひ
と
つ
消
え
ま
し
た
。
で
も
、
い
つ
で

も
案
内
し
ま
す
よ
、
朽
ち
て
は
芽
生
え
る
江
古
田
の
街
と
四
季
の
風
物
を
。

そ
し
て
、
あ
な
た
の
街
も
、
い
つ
か
、
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

羊
屋 

白
玉
　（
ひ
つ
じ
や 

し
ろ
た
ま
）　

シ
ア
タ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
「
指
輪
ホ
テ
ル
」
芸
術
監
督
・
演

出
家
・
劇
作
家
・
俳
優

劇
場
で
の
公
演
の
他
、
国
内
外
の
現
代
美
術
の
芸
術
祭
に

招
聘
さ
れ
、
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な
環
境
で
演
劇
作

品
を
発
表
し
て
い
る
。
人
や
物
や
街
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
現

象
の
看
取
り
や
喪
失
、
目
に
見
え
な
い
境
界
な
ど
に
関
す

る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
テ
ー
マ
の
取
り
組
み
を
演
劇
を
通
し
て

生
成
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
女
性
舞
台
芸
術
家
た
ち
と
の

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
を
目
指
す
亜
女
会
（
ア
ジ
ア
女
性
舞
台
芸

術
会
議
）
代
表
。
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
誌
で
「
世
界

が
認
め
た
日
本
人
女
性
１
０
０
人
」
に
選
ば
れ
て
い
る
。

猫
の
名
前
は
、「
ま
ぷ
」
で
あ
る
。
名
付
け
の
理
由
は
思
い
出
せ
な
い
。
そ
し
て
生
粋
の
江
古
田
生
ま
れ
の
猫
で
あ
る
。

手
の
ひ
ら
に
お
さ
ま
る
く
ら
い
の
子
猫
の
と
き
か
ら
、
ま
ぷ
は
、
半
野
良
の
道
を
選
ん
で
い
た
。

抱
き
か
か
え
て
外
に
出
る
と
、
後
ろ
足
を
ば
た
ば
た
さ
せ
て
、
地
上
に
降
り
立
ち
、
う
ろ
う
ろ
し
、
や
が
て
わ
た
し
の
膝
に
前
脚

を
置
く
の
が
、
帰
宅
の
合
図
だ
っ
た
。

わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
や
が
て
そ
の
う
ち
、
ま
ぷ
は
、
街
を
自
由
に
闊
歩
す
る
よ
う
に
な
り
、
縄
張

り
と
や
ら
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。

カ
ラ
ス
に
飛
び
か
か
っ
て
、
黒
い
羽
が
舞
い
散
る
早
朝
。

イ
ヌ
と
取
っ
組
み
合
い
を
し
て
、
陽
炎
の
中
、
砂
埃
が
立
ち
こ
め
る
昼
下
が
り
。

ネ
コ
を
半
殺
し
に
し
て
、
全
身
の
毛
を
逆
立
て
て
吠
え
て
い
る
月
夜
。

か
と
思
え
ば
、
数
少
な
い
友
人
の
ガ
マ
ガ
エ
ル
を
、
家
に
招
き
入
れ
、
夜
な
夜
な
の
語
ら
い
を
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
、
深
夜

の
ラ
ジ
オ
の
よ
う
で
あ
り
、
わ
た
し
は
、
拝
聴
し
な
が
ら
眠
り
に
つ
い
て
い
た
。

数
日
帰
ら
ぬ
日
々
が
続
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
猫
探
し
の
ポ
ス
タ
ー
を
近
所
に
貼
っ
て
い
る
と
、
朝
日
を
浴
び
な
が
ら
、
環
七
を

ゆ
う
ゆ
う
と
歩
い
て
く
る
姿
に
、
気
が
抜
け
て
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。
そ
の
時
か
ら
わ
た
し
は
、
わ
た
し
が
ま
ぷ
に
出
会
っ
た
だ
け
で

は
な
く
、
ま
ぷ
の
ほ
う
か
ら
わ
た
し
の
も
と
へ
や
っ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
い
始
め
た
。

「
人
、
花
を
み
る
。
花
、
人
を
み
る
。」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
ま
る
で
、
主
も
な
く
客
も
な
い
、
お
互
い
の
分
別
の
な
い
暮
し
が

22
年
間
続
い
た
。

朽
ち
て
は
、
芽
生
え
る
、
東
京
の
猫　
　
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

羊
屋 

白
玉

一
番
近
い
隣
人
で
あ
り
、
お
互
い
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
ほ
ど
に
、
過
ご
し
暮
ら
し
た
果
て
の
あ
こ
が
れ
の
猫
、
ま
ぷ
（
享
年
22
歳
）
の
な
き
が
ら
を
抱
え
て
、
東
京
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た 

わ
た
し
が
、
街
か
ら
聞
こ
え
る
他
愛
の
な
い
会
話
の
重
な
り
か
ら
、
そ
の
先
に
透
け
て
見
え
る
世
界
の
経
過
が
幾
つ
も
あ
る
こ
と
に
気
付
く
ま
で
の
、
血
液
が
10
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
血
管
を
一

巡
り
す
る
時
間
と
同
じ
、
わ
ず
か
3
分
の
旅
が
、
４
年
間
続
い
た
。
そ
れ
が
、「
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
」
だ
っ
た
。
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My cat’s name was Mapu. I can’t remember why I chose that name. He was born and bred in 
Ekoda.
Since he was a kitten, small enough to fit in the palm of my hand, Mapu had chosen a life of a 
half-stray.
When I carried him outside, he would flail his hind legs. I would put him on the ground and 
he would wander around. When he came and put his front paws on my lap, that would be the 
signal to go back home.
We repeated this routine, every day. Gradually, Mapu began to stroll through the city freely, 
broadening his territory.

One early morning, he attacked a crow and black feathers rained from the sky.
An early afternoon was thick with dust as he confronted a dog under the blazing sun.
On a moonlit night, he howled with all his fur standing on end after half killing another cat.
And then there was a night he invited his few toad friends into the house and enjoyed their 
conversation.
I listened to them like a late-night radio show as I dipped into slumber.

And then there was a stretch of days when he didn’t come home at all. I was putting up posters 
for a lost cat in the neighborhood when he came lumbering casually along the highway in the 
morning light. When I saw him, I was so overcome that tears spilled from my eyes. Since that 
episode, I began to think that it was not only I who met Mapu, but also Mapu who sought me 
out.

There’s a saying that goes, “People look at flowers. Flowers look at people.” There is no subject 
or object and that’s how we lived, without separation between us, for 22 years. 

Over the final five days of his life, one friend of mine brought a whole pot of soup for us. As 
Mapu’s body temperature began to drop, another friend wrapped him in blankets and warmed 
him with a hot water bottle. There were many others, my friends who were also Mapu’s friends, 
who came to visit and surrounded Mapu, with reminiscences as an accompaniment to drinking 
and we discussed how to handle Mapu’s imminent funeral as well as our wishes for our own 

My closest companion and beloved cat Mapu, who had lived with me for so long that there was no separation 
between us, died at the age of 22. I carried his body as I wandered through Tokyo, my journey was overlaid with 
scattered overheard conversations from the city and over time, I witnessed transposed worlds coming to life 
before me. In the same amount of time it takes for blood to travel 100,000 km through one’s veins, I repeated 
my three-minute journey for 4 years. This was my “Tokyo, Soup, Blanket and Travelogue.”

Decay and Flourish: Tokyo Cat　　　　Shirotama Hitsujiya

funerals. And, without ever having arrived at an agreement, we met with Mapu’s death. It was 
an eye-opening five days that made us face our own future deaths, and the unconsciousness 
embedded in our day-to-day lives.

I spent a day with Mapu’s body. Early the next morning, accompanied by several friends who 
had come with their spades, I buried Mapu wrapped in his blankets under a cherry blossom 
tree along his usual strolling route, together with a big catch of tuna he received as a get-well 
gift.

I recently heard how a friend took care of her long-time cat by herself until its death.  Nowadays 
it’s not unusual for people to be cared for by one person to their death in the human world. But 
I will never forget all of our friends who came to visit and the gems of their comforting words. 
And at the same time, I won’t forget how the words “rest in peace” are used to deceive by those 
who are among the living.

Ekoda is a city full of cherry blossom trees. Tokyo itself may be a city of cherry blossoms, but 
what I always think of as a symbol of spring is Mapu’s frequent naps under a shower of cherry 
blossoms.

Mapu’s favorite cherry blossom tree is no longer there. It is another one of the lost landscapes 
of Ekoda. But I will happily be your guide there, in the decaying yet flourishing city of Ekoda 
and the symbols of the four seasons.

And some day, please guide me through your town.

Shirotama Hitsujiya

Director, “Tokyo, Soup, Blanket and Travelogue”

Artistic Director of YUBIWA Hotel theater company, Hitsujiya is a director, playwright and performer. 
In addition to her works presented in theaters, she has been presented at national and international 
contemporary arts festivals and she has created site specific productions. Her theater pieces deal with 
dark themes and invisible boundaries, incorporating the perceptions and losses of people, places and 
things. She is a founding member of the Asian Women Performing Arts Collective (Ajokai) and was 
named one of the 100 Japanese Women Recognized by the World by Newsweek Japan.
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9月11日	 ニューヨークでの同時多発テロ、通称セプテンバーイレブンとか 911とか言われるそれ
が起きた時、わたしはマンハッタン島の東の端に住んでいた。

	 テレビをつけると、盛りすぎたソフトクリームがとろけ落ちるように、崩れ落ちる双子の
ビルが目に入った。そのビルには炎と煙と叫び声とともに、Attackという単語が張り付
いていた。攻撃という意味より、発作という意味が近いと思った。まるで、ニューヨー
クが発作を起こしているようだった。

	 外に出ると、近所のアフガニスタンレストランの窓ガラスが、砕け散り、銃声が聞こえ、
背中が凍った。

	 原因は、イスラムとカソリックの宗教戦争だとか、聖戦だとか、報じられることも多かっ
たけど、わたしには、なぜかそのようには思えなかった。

	 1970 年代のニューヨークは、芸術の都だったね。街は汚いし、死因の1位はエイズ、
2位はレイプだったけど。とよく耳にする。けど、わたしが乗ったのは、タイムマシンで
はなくエアプレインだったので、2001年の無印良品がある清潔なニューヨークだった。

	 今でも、ニューヨークは、アーティストの街だろう。でもその黄金期はあの不潔な時代
を指し、その後、ベトナム戦争を経て、ジュリアーニ市長が、マリファナ、エイズ、レイプ、
拳銃、そして、アーティストも、マンハッタン島から、追いやった。でも追いやっただけで、
アーティストは、ブルックリンで、クィーンズで生きていた。わたしはそのことに、ぼん
やりと、勇気づけられていた。サバイバルするアーティストに。

	 悲しみに暮れている街の中にいると、冷静に、この島の外のことを考えるのは難しく、
この街から、追い出されているのは、アーティスト以外にもいたということに気付かな
かった。

3月8日	 石原都知事のもと、東京都議会でオリンピック開催招致を決議。

4月1日	 東京都庁内に招致本部設置。

	 2008 年、わたしはふたたびニューヨークにいた。この時は、マンハッタン島のどまん
なかに住んでいた。あれからあの街がどうなったのか確かめたかった。その頃ニュー
ヨークは、単純に言うと、生き直そうとしていた。そして、11月４日、オバマが当選し
たその夜を徹しての、長い長いパレードが忘れられない。2001年最悪のニューヨーク、
2008 年最高のニューヨーク、その両方をわたしは見て歩いた。2008 年オバマ到来、
最高のニューヨークのその裏で、2001年にはひとっこひとりいなかったブルックリンの
倉庫街は、ハイファッションエリアになっていた。スラムにもスターバックスができて、
のぞき部屋はディズニーショップに。わたしはまだ、ジェントリフィケーションという言
葉を知らなかった。

4月16日	 国際オリンピック委員会（IOC）評価委員会による現地調査が始まり、招致委員会が立
候補開催計画書に関する説明と、「環境対策」「世界一コンパクトな大会」「1964 年東
京五輪の施設の再利用」などのアピールをおこなった。麻生太郎首相が政府として全面
的に支持すると訴え、「必要な資金は手当てする」と国の財政保証を約束するアピール
をおこなった。

4月19日	 IOC 評価委員会による現地調査4日目は、治安などに関する説明を行った。評価委員
会委員長らの記者会見では、東京について、「質の高い計画で、非常にコンパクトだと感
じた。すべての関係者にとって優しい計画だ」「東京のコンセプトに感銘した」「老若男
女の根強い支援を感じた」など、高く評価した。

6月17-18日	 IOC委員に対してプレゼンテーションを行い、世論の支持が高まったことや、治安の良さ、
財政の保証などをアピールし、シカゴと共に高評価を得た。

9月2日	 IOC 評価委員会が、投票時に参考となる評価報告書を作成し、東京は半径 8km 以内
にほとんどの競技会場を集約させたコンパクトな会場計画や、犯罪率の低い治安の良さ、
政府による確実な財政保証、環境面などで評価された。一方、世論の支持やメインス
タジアム周辺の輸送面、選手村の規模などに懸念があるとされた。

	

2001年

2006 年

2008 年

2009 年

	 オリンピック開催にむけての涙ぐましい努力のその裏で、歌舞伎町周辺においては、昼
夜働いている焼肉屋や韓流ショップ店の青年、彼らの多くは四世であるにもかかわらず、
しつこい職質を浴びせられていた。そして、日常に被災したとしか言いようのない路上
生活者たちは虫けらのように移動させられていた。歌舞伎町浄化が、公然と始まってい
た。

	 もちろんワーキングプア支援と言うレベルではなく、目障りなのでどこかへ行け、と、
あまりにもストレートに民族浄化をイメージさせながらも、平然と、犯罪率の低い治安
の良さを目指すと言ってはばからず、オリンピックは経済効果だからね、と、街の長達
が言っていたのを、わたしは忘れない。

10月2日	 デンマークの首都コペンハーゲンで行われた第121次 IOC 総会で、各都市の最終プレ
ゼンテーションが行われた。その後、ロゲ会長や立候補都市を抱える国の委員以外の
IOC 委員による投票が行われ、東京は 2 回目の投票で落選した。

3月11日	 太陽は核融合している。と書かれている本を読んだ頃、津波が、福島の原子力発電所
をも襲った。まるで、現代の人類は太陽に近づいて翼をやかれたイカロスのようだと思
いすぎたせいか、そんな悪夢を毎晩見ていた。神話の力はすごい。

5月17日	  わたしの猫、まぷ、大往生。(享年22 歳)

12月18日	  猪瀬直樹都知事就任

9月7日	 ブエノスアイレスで開かれた第125 次 IOC 総会において、開催地選定投票が行われた。
イスタンブールとマドリードと東京の決選投票であった。現地時間午後 5 時 20 分頃、
開催都市は東京、と発表された。

12月18日	 猪瀬直樹都知事退任

2月9日	  舛添要一都知事就任

7月17日　　安倍首相は、東京オリンピックメイン会場となる予定の、新国立競技場建設計画の白紙
化を発表する。

6月21日	  舛添要一都知事退任

7月31日	  小池百合子都知事就任

8月21日	  小池百合子都知事と安倍総理らがリオデジャネイロオリンピックの閉会式に出席した。

9月6日	 東京都豊島区は、池袋駅前の「池袋西口公園」を再開発し、クラシックのコンサートな
どができる野外劇場として整備する計画を発表した。2020 年東京五輪・パラリンピッ
ク前の2019 年秋の完成を目指す。

2001年に、ニューヨークがほぼ完全に無菌になったその瞬間に、空から何が突っ込んできたのかは、
言うまでもない。そしてその後遺症の発作はいまどうなっているのか。

東京もまた、歯止めのきかない、無菌状態への欲求。そのための殺菌と浄化。監視カメラも職務質
問もホームレスの追放もなくなってはいない。悪や不浄、異質なものや、役に立たないものが消えた時、
かつてのマルチエスニックでマルチセクシャルな東京が、911に向かうか逸れるか。

それを待ってはいられない。

2011年

2012 年

2013 年

2014 年

2015 年

2016 年

2017年

21世紀の初め、太平洋を挟んだ隣国の東端に位置する芸術の街に起きた悲劇から推測する、
アジア極東に位置する文化都市が迎える2020年。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羊屋 白玉
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Sept. 11	 During the simultaneous acts of terrorism in New York which have commonly come to be called 
“September 11” or “9-11,” I lived on the eastern edge of the island of Manhattan. 

	 I turned on the TV and saw the Twin Towers, crumbling like melting mounds of soft ice cream.  
The word “attack” was placed on those buildings, along with the flames and the smoke and the 
screams. I felt that “seizure” was the more fitting definition of the word “attack” than “assault.” 
It was as if New York was having a seizure.   

	 When I went outside, the glass windows of the neighborhood Afghan restaurant had been 
smashed and I heard gunshots, and my back froze. 

	 They reported that the reason for the attack was a religious war between Islam and Catholicism, 
or that it was a Holy War, but to me, it didn’t seem that way.

	 New York in the 1970s was a city of artists. The city was dirty, the number one cause of death 
was AIDS and the number two cause was rape, but it was a great time.  I’ve heard a lot of people 
say this. But I had boarded an airplane, not a time machine, and New York in 2001 was clean and 
had a Muji store. 

	 New York is still a city of artists. But that Golden Age was also a time of filth and after that, the 
Vietnam War, marijuana, AIDS, rape, guns, and artists were run out of the island of Manhattan. 
But they were only chased off the island, and the artists kept living in Brooklyn and Queens. I 
was faintly encouraged by this. By the survival of artists.

	 In the midst of the grieving city, it was difficult to think rationally beyond this island. I didn’t 
realize that the artists were not the only ones that had been forced out of the city. 

Mar. 8	 Under Tokyo Governor Ishihara, the Tokyo parliament announced its bid to host the Olympics. 

Apr. 1	 The headquarters for the Olympic bid is established in the Tokyo Metropolitan Government 
Office. 

	 In 2008 I was in New York again. This time I was living right smack in the middle of Manhattan. 
I wanted to find out what happened to the city since my last stay. To put it simply, the city was 
trying to start a new life. And I cannot forget the long parade of people on November 4, the night 
Obama was elected President. 2001 was the worst New York, 2008 was the best New York, and I 
walked, having seen both. By the time Obama was elected in 2008, the warehouses in Brooklyn 
that no one had ventured to in 2001 had been converted into a high fashion area. There was 
a Starbucks in the slum, a Disney Store where a peep show used to be. I didn’t know the word 
“gentrification” yet.  

Apr. 16　	 The International Olympic Committee (IOC) Evaluation Commission begins auditing hotels 
in Tokyo. The Olympic Bid Committee unveils its candidacy file and hosting plan as well as its 
“Environmental Measures,” “The most compact Olympics in the world,” “Reusing the facilities 
from the 1964 Tokyo Olympics” initiatives. Prime Minister Taro Aso proclaimed that the 
Japanese government would fully support the bid. “We will provide all necessary funds” he said 
and gave the nation’s financial guarantee to the project. 

Apr.19	 On the fourth day of the International Olympic Committee (IOC) Evaluation Commission’s 
audit, there was a presentation on security. In the evening, Nawal El Moutawakel, the president 
of the evaluation commission and others of the commission held a press conference. They gave 
positive assessments of Tokyo as an Olympic site candidate saying “this is an excellent plan, 
and we felt it was extremely compact. It is a hospitable plant for everyone involved,” “we were 
deeply impressed by Tokyo’s concept,” “we felt the deeply-rooted support for this plan by men 
and women of all age.”

June 17-18	 The Bid Committee gave a presentation to the IOC, citing rising favorable public opinion, high 
safety measures, and financial compensation, capturing high ratings along with Chicago. 

Sept.  2 	 An assessment report is created timed to the IOC Evaluation Committee’s selection meeting. 
The report is commended for its plans for a compact venue with event arenas located in a 
cluster within an 8km radius of Tokyo, high security measures with low crime rates, guaranteed 
financial support from the government, and environmentally friendly footprint. On the other 
hand there were concerns regarding public opinion, transportation around the main stadium 
area, and the size of the Olympic Village. 

	

2001

2006

2008

2009

	 While there were dedicated efforts to prepare the city to host the Olympics, behind the scenes, 
in the neighborhood of Kabuki-cho, young Koreans who worked day and night sleeplessly in the 
barbecue and other Korean shops were being relentlessly interrogated, never mind that many 
of them had already been in Japan for four generations. And the homeless population, who had 
fallen victim to daily life, were forced to move as if they were nothing but vermin. The clean-up 
of Kabuki-cho had officially begun.   

	 This was not at the level of supporting the working poor. I will not forget how the leaders of 
the city  used the Olympics and its boost to the economy to push for low crime rates and public 
safety which led to people being told to get out of sight because they were an eyesore. It was a 
blatant ethnic cleansing of the streets.

Oct. 2	 At the 121st IOC Session in Denmark’s capitol Copenhagen, each candidate city made its final 
presentation. Afterwards, IOC President Jacques Rogge and other IOC members except for 
those from the candidate countries voted. Tokyo was eliminated from selection in the second 
round of voting.

Mar. 11	 The sun creates energy through nuclear fusion. I was reading about it in a book when the 
tsunami rocked the nuclear power plant in Fukushima. I couldn’t help but think about how 
modern man had flown too close to the sun like Icarus and his burnt wings. I had nightmares 
about this every night. The power of mythology is immense. 

May 17 	 My cat Mapu died at the age of 22.

Dec. 18	 Naoki Inose is elected Governor of Tokyo.

Sept. 7	 At the 125th IOC session in Buenos Aires, there was a vote for the host city for the Olympics. 
The final three candidates were Istanbul, Madrid and Tokyo. At 5:20pm local time, the result 
was announced. The Olympics will take place in Tokyo.

Dec. 18	 Naoki Inose resigns as Governor of Tokyo.

Feb. 9	 Yoichi Masuzoe is elected Governor of Tokyo. 

July 17	 Prime Minister Abe announces the nullification of the plans for the New National Stadium, 
which was to serve as the main venue for the Tokyo Olympics. 

June 21	 Yoichi Masuzoe resigns as Governor of Tokyo.

July 31	  Yuriko Koike is elected Governor of Tokyo. 

Aug. 21	 Tokyo Governor Yuriko Koike and Prime Minister Abe attend the closing ceremonies of the 
Olympics in Rio De Janeiro. 

Sept. 6	 In Toshima city, Tokyo, the Ikebukuro West Exit park in front of the Ikebukuro station goes into 
redevelopment and plans are unveiled for it to be renovated into an outdoor stage for classical 
music concerts. The aim is to complete this project by autumn of 2019, in time for the 2020 
Tokyo Olympics / Paralympics. 

 	

In 2001, New York was almost completely sterilized. I don’t have to tell you what came crashing from the sky. 
And what are the aftereffects now, from that attack? 

In the city of Tokyo, too, there is an unstoppable desire for purity. Cleaning up and sterilizing the city to that 
end. Surveillance cameras, police questioning, and the displacement of the homeless have not disappeared. 
When all the bad and filthy and diverse and the useless have been eradicated, will the once multiethnic and 
multisexual city of Tokyo head towards 9-11, or swerve?

I can’t sit back and wait.

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017



12 13 

「東京スープとブランケット紀行」2014 年から2017年の活動の集積としての、声、視線、匂い、味覚、そして、
肌触りの記憶をもとに、記録集とドキュメンタリーフィルムを製作した。
そして、この 4 年間のささやかな出来事が始まる前に、本プロジェクトのディレクター、羊屋白玉を突き動かした
衝動と、そのすべてを閉じ込めた戯曲「Rest In Peace, Tokyo - 安らかに眠ってください。この言葉は、しばしば、
生きているものや、ペテン師の騙（かた）りである -」を、この世に一冊だけの本として作品化し、記録集巻末に、
原文を収録した。

東京スープとブランケット紀行　2014-2017
2014年より、東京のいくつかの場所で、失ってはよみがえる場所を訪ね、記憶を採取する助走のような3年間を経て、2017年にひと
つのテーマに辿りつく。それは「Rest In Peace, Tokyo」と、名付けられ、叙事詩のように上演された、4年間の活動の記録。

（本書）

Rest In Peace, Tokyo
　- 安らかに眠ってください。この言葉は、しばしば、生きているものや、ペテン師の騙(かた)りである -

文：羊屋 白玉　ブックアートへの昇華：太田 泰友

「東京スープとブランケット紀行」が、プロジェクトとして立ち上がる以前の、羊屋白玉の思索と衝動が言葉として書き起こされ、太田泰
友がブックアートへと昇華させている。

太田 泰友（おおた やすとも）
1988 年生まれ、山梨県出身。ブック・アーティスト。OTAブックアート代表。2017年、ブルグ・ギービヒェンシュタイン芸術大学（ドイツ、
ハレ）ザビーネ・ゴルデ教授のもと、日本人初のブックアートにおけるドイツの最高学位マイスターシューラー号を取得。これまでに、ドイ
ツをはじめとしたヨーロッパで作品の制作・発表を行い、ドイツ国立図書館などヨーロッパやアメリカを中心に多くの作品をパブリック・コ
レクションとして収蔵している。2016 年度、ポーラ美術振興財団在外研修員（ドイツ）。

とむらい
撮影：杉田 協士　字幕英訳：アヤ・オガワ

「とむらい」は、東京スープとブランケット紀行が提案する「失った人や時間などについて食事を
しながら語りあう場に置かれるもの」として作られた作品。これに対して賛同する四人の作家(狩
野哲郎、高橋つばさ、羊屋白玉、小林エリカ)により制作された。作品はそれぞれ「春分」「夏至」

「秋分」「冬至」という名前がつけられている。
これらの作品を食卓に置き、食事を囲みながら、なくなった物事について、そして、それらをと
むらった出来事についての会話を、映画監督の杉田協士が、撮影、編集したオーラルヒストリー
フィルム。

「友達のお父さんの死について」（約 12分）
　　２０１５年９月３０日　東京都・文京区　草梛家にて
　　語り手　草梛 亮・佐智子　　聞き手　羊屋 白玉

「娘さんの死について」（約 20 分）
　　２０１６年３月４日　茨城県・取手市　小林家にて
　　語り手　小林 えつ　　聞き手　羊屋 白玉

Rest In Peace, Tokyo 2017
監督・編集：須藤 崇規　撮影：三上 亮、冨田 了平　字幕英訳：アヤ・オガワ（約 105 分）

2017年5月17日、まぷの命日から始まった公開プログラム「Rest In Peace, Tokyo」( 全7 回 )。
毎月、江古田に集い、訪れた客人たちと、本プロジェクトの街巡りの象徴であるリヤカーと共に、
献立と調理を経て、四季のスープを囲んだ。それは、料理教室のようでもあり、町内の行事のよ
うでもあり、お葬式や葬列や直会のようなものでもあり、送別会のようでもあり、法事のようで
もあった。それらなにかしらの出会いと別れのなかで、ためらいながらも泉が湧くように生まれ
た人々の現象をドキュメントしたフィルムである。

戯曲

記録集

映像
すべての映像作品はこちらのリンクにてご覧いただけます。
https://www.artscouncil-tokyo.jp/ja/what-we-do/creation/hubs/tokyo-soup/18121/



東京スープとブランケット紀行
2014.5.17 〜 2017.3.8

江古田に誕生し、ゆるりと歩んだ3 年間の軌跡。

毎月集い、語り、食したスープと共に。

京都より美術家小山田徹さんを招き語り合い、内から

外に開いていった景色。

メンバーの記憶が織りなすエッセイを添えて。

2014.12　江古田市場
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2014 年5月17日羊屋邸にて初めて作ったスープの走り書きレシピ
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は
じ
め
て
「
ス
ー
プ
」
を
作
っ
た
の
は
２
０
１
４
年
５
月

17
日
。
羊
屋
さ
ん
の
愛
猫
ま
ぷ
さ
ん
の
命
日
。

　

私
は
ま
ぷ
さ
ん
に
お
会
い
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
集
っ
た

人
達
の
話
や
想
い
を
聞
き
な
が
ら
そ
の
日
に
相
応
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
台
所
に
立
っ
た
。

　

羊
屋
邸
の
台
所
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
3
つ
。
は
じ
め
て
の
キ
ッ

チ
ン
で
何
が
ど
こ
に
あ
る
の
や
ら
わ
か
ら
ず
あ
れ
や
こ
れ
や

探
し
な
が
ら
作
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
初
め
ま
し
て
の

面
々
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
「
お
い
し
い
」
と
感
想
を

も
ら
っ
た
。
台
所
に
立
つ
の
は
嫌
い
で
は
な
い
。
む
し
ろ
好

き
で
あ
る
。「
ス
ー
プ
を
作
る
」
そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
私
の
仕

事
だ
と
理
解
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
毎
月
ス
ー
プ
を
囲
む
こ
と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

大
き
な
要
と
な
っ
た
。
江
古
田
に
繰
り
出
し
、
町
並
み
を
確

認
し
つ
つ
店
を
巡
り
、
季
節
の
食
材
を
選
ぶ
。
少
し
ず
つ
馴

染
み
の
店
が
増
え
、
買
い
出
し
の
ル
ー
ト
が
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
町
と
出
会
い
、
そ
の
ま
ま

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
記
憶
と
な
っ
た
。

　

い
つ
し
か
江
古
田
と
羊
屋
邸
を
自
由
に
飛
び
回
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
、
私
は
江
古
田
に
引
っ
越
し
た
。「
引
っ
越
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
や
む
を
え
な
い
理
由
も
あ
っ
た

の
だ
が
、
九
州
出
身
の
身
の
上
で
東
京
23
区
の
エ
リ
ア
格
差

と
と
ほ
う
も
な
い
住
宅
情
報
量
に
心
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、

キ
ラ
リ
と
「
江
古
田
」
の
三
文
字
が
見
え
た
。
東
京
の
中
で

唯
一
「
勝
手
知
っ
た
る
他
人
の
台
所
」
に
な
り
え
た
の
だ
。

そ
し
て
江
古
田
は
本
当
の
ホ
ー
ム
に
な
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
。
今
ま
で
の
活
動
を
「Rest In Peace, 

Tokyo

」
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
「
う
ち
」

で
や
っ
て
い
た
こ
と
を
「
そ
と
」
に
も
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
も

あ
っ
た
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
４
年
目
の
５
月
17
日
。
江
古
田
に

あ
る
カ
フ
ェ
の
キ
ッ
チ
ン
を
お
借
り
し
て
「
旬
野
菜
の
ゴ
ロ

ゴ
ロ
ス
ー
プ
」
を
作
っ
た
。
い
つ
も
と
勝
手
が
違
う
、
面
子

も
違
う
、
作
る
量
も
倍
以
上
。
ス
ー
プ
が
食
卓
に
並
ぶ
タ
イ

ミ
ン
グ
も
考
え
リ
ハ
ー
サ
ル
も
や
っ
た
。
事
前
に
調
理
場
を

確
認
し
、
食
材
を
吟
味
し
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
お
く
。
自
由

に
調
理
し
て
い
た
羊
屋
邸
と
は
違
い
終
了
後
は
ど
っ
と
疲
れ

た
。
ま
た
振
る
舞
う
こ
と
に
注
目
す
る
ば
か
り
に
多
く
作
り

す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。「
少
し
足
り
な
い
く
ら
い
が

ち
ょ
う
ど
よ
い
。」
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
３
回
目

か
ら
。
何
で
も
そ
う
で
あ
る
。「
外
で
頑
張
り
す
ぎ
な
い
こ

と
。」
つ
ま
り
は
「
う
ち
」
も
「
そ
と
」
も
同
じ
状
態
で
あ
る

こ
と
。
そ
れ
を
体
現
す
る
う
ち
に
疲
れ
て
終
わ
る
と
い
う
こ

と
は
な
く
な
っ
た
。
ふ
と
「
社
会
の
中
で
こ
の
よ
う
に
居
る

こ
と
は
難
し
い
け
れ
ど
、
ス
ー
プ
を
囲
ん
で
い
る
瞬
間
だ
け

そ
の
よ
う
に
居
る
こ
と
が
出
来
た
ら
ど
ん
な
に
豊
か
な
時
間

に
な
る
だ
ろ
う
か
」
と
思
え
た
。
た
だ
集
ま
っ
て
ス
ー
プ
を

作
っ
て
食
べ
る
だ
け
で
あ
る
。
簡
単
で
良
い
。
だ
が
そ
の
時

間
を
ち
ゃ
ん
と
作
る
こ
と
の
難
し
さ
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

の
一
瞬
、
あ
る
い
は
毎
日
の
営
み
の
中
の
ほ
ん
の
短
い
時
間
、

時
を
同
じ
く
し
て
集
え
る
。
み
ん
な
で
食
べ
れ
る
。
そ
の
こ

と
が
ど
れ
だ
け
貴
重
な
時
間
で
あ
る
か
。
季
節
を
巡
っ
て
最

後
の
「Rest In Peace, Tokyo 

み
つ
け
る
」
は
２
０
１
７

年
11
月
17
日
「
冬
の
あ
っ
た
か
白
菜
ス
ー
プ
」
で
幕
を
閉
じ

た
。
温
か
い
ス
ー
プ
は
心
に
も
染
み
た
。

　

そ
し
て
今
日
も
ス
ー
プ
を
作
る
。
今
ま
た
新
し
い
季
節
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

宮
原 

清
美 （
み
や
は
ら 

き
よ
み
）  

俳
優
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー  

各
地
の
劇
場
や
市
民
の
方
々
を
演
劇
で
繋
ぐ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
運
営

を
始
め
、
若
手
俳
優
の
育
成
も
手
掛
け
る
。
お
い
し
い
も
の
を
作
り
、
振
る

舞
う
こ
と
が
好
き
。
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
で
は
毎
月
の
季
節

に
あ
わ
せ
た
ス
ー
プ
の
献
立
・
調
理
を
担
当
。
ま
た
青
ヶ
島
へ
の
繋
が
り
を

作
っ
た
実
績
か
ら
青
ヶ
島
も
担
当
し
て
い
る
。
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
紀
行
の
事
務
局
長
で
も
あ
る
。

ス
ー
プ
を
巡
る
話

東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行　

チ
ー
フ
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー　

宮
原 

清
美
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の
が
面
白
い
な
ぁ
と
思
う
ん
で
す
。

小
山
田
：
面
白
い
よ
ね
。
俺
が
い
な
い
時
は
一
番
上
の
お
兄

ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
る
の
。
今
、
彼
は
、
中
二
の
宇
宙
人
的
全

能
感
溢
れ
る
バ
カ
な
ん
だ
け
ど
さ
。
物
心
付
い
た
頃
、
誕
生

日
に
、
名
前
を
彫
っ
た
包
丁
を
あ
げ
て
み
た
。

羊
屋
：
お
料
理
の
修
行
み
た
い
な
？

小
山
田
：
そ
う
そ
う
。
う
ち
の
長
男
は
、
神
の
舌
を
持
っ
て

て
、
物
凄
く
繊
細
な
味
が
わ
か
る
タ
イ
プ
な
ん
よ
。
荒
っ
ぽ

い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
り
、
片
付
け
も
何
に
も
で
き
な
い
の
に
、

味
に
関
し
て
は
、
ち
ょ
っ
と
で
も
味
が
違
う
と
、「
違
う
」
と

言
え
る
舌
を
持
っ
て
る
の
。
こ
の
舌
は
育
て
た
方
が
良
い
な

と
思
っ
て
、
包
丁
を
与
え
た
ら
料
理
や
る
よ
う
に
な
っ
て
ね
。

宮
原
：
料
理
の
で
き
る
男
子
。

小
山
田
：
そ
う
そ
う
。
だ
け
ど
、
そ
の
良
さ
を
な
か
な
か
わ

か
っ
て
く
れ
る
同
級
生
の
女
子
が
い
な
く
て
さ
。

宮
原
：
そ
の
う
ち
現
れ
ま
す
よ
。

小
山
田
：
う
ん
。
だ
か
ら
、
も
う
ち
ょ
っ
と
し
た
ら
気
づ
く

や
つ
も
出
て
く
る
か
な
と
。

宮
原
：
出
て
き
ま
す
！

小
山
田
：
そ
う
だ
と
い
い
け
ど
ね
。
だ
か
ら
さ
、
う
ち
は
お

母
ち
ゃ
ん
が
ご
飯
を
作
る
っ
て
い
う
の
が
当
た
り
前
で
は
な

い
っ
て
い
う
状
態
を
意
識
的
に
作
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、

一
番
下
の
男
の
子
も
作
る
の
が
当
た
り
前
や
と
い
う
状
態
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
。

羊
屋
：
ご
ち
そ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

小
山
田
家
、
公
文
教
室
へ
の
道

小
山
田
：
そ
れ
と
、
今
、
我
が
家
で
は
、
レ
ジ
デ
ン
ス
っ
て

い
う
か
、
家
族
以
外
の
人
に
住
ん
で
も
ら
え
る
空
間
を
作
っ

て
て
、
ち
ょ
う
ど
今
は
、
育
児
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
で
ね
。
赤

ち
ゃ
ん
抱
え
た
お
母
さ
ん
が
住
ん
で
ん
の
よ
、
一
緒
に
。
旦

那
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
海
外
に
行
っ
て
ん
ね
ん
け
ど
。
奥
さ

ん
と
十
ヶ
月
の
子
供
を
、
旦
那
が
三
月
に
帰
っ
て
く
る
ま
で
、

う
ち
で
預
か
る
こ
と
に
な
っ
て
ね
。
そ
う
す
る
と
、
十
ヶ
月

の
子
が
う
ち
で
一
番
下
の
子
や
ん
。
全
員
一
個
ず
つ
繰
り
上

が
っ
て
、
一
番
下
の
幼
稚
園
の
息
子
が
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
お
兄

ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
る
。
だ
か
ら
、
誰
の
為
に
飯
を

作
る
か
っ
て
い
う
の
が
ぐ
る
ぐ
る
回
る
。
そ
の
お
母
ち
ゃ
ん

も
、
週
に
一
回
は
大
学
に
教
え
に
行
か
な
あ
か
ん
の
で
、
そ

の
間
は
僕
ら
が
赤
ち
ゃ
ん
を
見
る
。
今
、
僕
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
訓
練
中
な
ん
よ
。

伊
藤
：
小
山
田
さ
ん
の
家
だ
け
で
、
全
て
が
循
環
し
て
い
る

気
が
す
る
。

小
山
田
：
共
同
生
活
っ
て
面
白
い
ね
。

伊
藤
：
ご
自
宅
で
公
文
教
室
も
開
い
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
？

そ
の
や
り
方
は
、
ど
の
よ
う
に
？

小
山
田
：
個
人
や
っ
た
ら
で
き
る
や
ろ
。
そ
ん
な
に
広
い
エ

リ
ア
が
必
要
な
訳
で
も
な
い
し
、
狭
い
方
が
や
り
や
す
い
と

思
う
よ
。

羊
屋
：
対
談
紀
行
に
出
て
く
れ
た
ガ
ラ
ク
タ
や
ネ
バ
ー
ラ
ン

ド
の
安
藤
さ
ん
は
、
子
供
た
ち
も
遊
び
に
来
る
け
ど
、
売
り

物
の
雑
貨
も
増
え
過
ぎ
ち
ゃ
っ
て
狭
く
っ
て
。
っ
て
、
言
っ

て
た
け
ど
、
公
文
や
る
の
に
あ
そ
こ
は
と
っ
て
も
良
い
環
境

だ
と
思
う
な
あ
。

小
山
田
：
子
供
が
集
ま
る
ん
や
っ
た
ら
、
や
ら
ん
手
は
な
い

よ
ね
。

伊
藤
：
で
も
、
地
域
性
の
違
い
も
あ
る
の
か
な
と
思
っ
た
ん

で
す
。
京
都
だ
か
ら
で
き
る
の
？
江
古
田
だ
と
ど
う
な
の
か

な
あ
っ
て
。

小
山
田
：
京
都
や
か
ら
怖
い
部
分
も
確
か
に
あ
る
よ
。
う
ち

の
一
階
は
、
今
、
お
母
さ
ん
の
待
合
所
で
も
あ
っ
て
ね
。
お

母
さ
ん
た
ち
と
柔
ら
か
い
関
わ
り
を
し
て
お
く
と
、
公
文
に

小
山
田
家
の
お
弁
当

羊
屋
：
小
山
田
さ
ん
、
今
日
は
、R

est In Peace, Tokyo

最
終
回
ご
一
緒
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
夜
も
更
け
て
き
ま
し
た
け
ど
、
最
後
に
小
山

田
さ
ん
と
お
話
し
し
た
く
て
。

小
山
田
：
は
い
は
い
。

羊
屋
：
わ
た
し
、
小
山
田
家
の
お
弁
当
シ
リ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン

で
、
ま
ず
は
、
そ
の
お
話
を
聞
き
た
い
で
す
。

小
山
田
：
う
ん
、
あ
る
朝
、
幼
稚
園
の
息
子
の
弁
当
を
作
っ

て
た
ら
、
娘
に
「
今
日
は
何
を
作
る
の
？
」
っ
て
聞
か
れ
て
、

「
何
が
い
い
と
思
う
？
」
っ
て
聞
い
た
ら
「
顔
が
い
い
。」
っ

て
言
う
て
、
俺
の
似
顔
絵
書
い
て
く
れ
た
ん
よ
、
た
ま
ら
な

く
良
い
絵
や
っ
て
ん
な
。
で
、
試
し
に
そ
の
絵
の
通
り
に
お

弁
当
作
っ
て
み
て
、
息
子
に
持
た
せ
た
ら
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

喜
ん
で
、
完
食
で
帰
っ
て
き
て
さ
。
息
子
も
「
面
白
か
っ
た

わ
、
美
味
し
か
っ
た
わ
。」
っ
て
言
う
て
く
れ
て
、
娘
も
嬉
し

か
っ
た
ん
や
ろ
ね
。
二
人
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
や
っ
て
ん
。

羊
屋
：
娘
さ
ん
の
絵
を
も
と
に
、
息
子
さ
ん
の
お
弁
当
を
お

父
さ
ん
が
作
っ
て
、
美
味
し
く
っ
て
、
み
ん
な
ハ
ッ
ピ
ー
。

小
山
田
：
そ
う
。
次
の
弁
当
の
日
も
、
娘
が
「
今
日
は
何
す

る
？
」
っ
て
言
っ
て
、
そ
れ
で
、
毎
回
や
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
。「
明
日
、
弁
当
の
日
や
で
。」
っ
て
言
う
た
ら
、

も
ぞ
も
ぞ
何
か
考
え
て
た
り
と
か
。
で
、
そ
れ
か
ら
は
、
本

を
読
ん
だ
り
と
か
散
歩
し
て
る
と
、「
こ
れ
、
お
弁
当
に
使
え

る
な
！
」
っ
て
い
う
の
が
、
娘
と
の
間
で
続
い
て
る
。

羊
屋
：
お
弁
当
の
ネ
タ
探
し
？

小
山
田
：
そ
う
、
日
々
ネ
タ
探
し
を
し
て
る
感
じ
に
な
っ
て
、

終
わ
ら
な
い
日
々
が
。

羊
屋
：
食
べ
る
の
も
終
わ
ら
な
い
し
で
す
ね
。

宮
原
：
わ
た
し
も
と
て
も
興
味
が
あ
っ
て
、
小
山
田
さ
ん
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
お
弁
当
投
稿
、
毎
回
楽
し
み
に
し
て
ま

す
。
出
さ
れ
た
お
題
に
よ
っ
て
、
冷
蔵
庫
に
あ
る
も
の
で
作

る
ん
で
し
ょ
う
？
お
父
さ
ん
と
、
娘
さ
ん
と
、
息
子
さ
ん
で
、

三
人
で
、
お
弁
当
中
心
に
ぐ
る
ぐ
る
巡
っ
て
、
循
環
し
て
る

Rest In Paece, Tokyo 　

小
山
田
徹
さ
ん
と　
２
０
１
７
年
11
月
17
日
羊
屋
邸
に
て

語
り
手
：
小
山
田 

徹

聞
き
手
：
羊
屋 

白
玉
、
伊
藤 

馨
、
宮
原 

清
美
、

	

齋
藤 

優
衣
、
草
梛 

亮
、
前
田 

愛
実
、

	

西
田 

秀
己
、
阿
部 

健
一

２
０
１
７
年Rest In Peace, Tokyo

最
終
回
の
夜
、
小
山
田
徹
さ
ん
を
引
き
止
め
て
、
メ
ン
バ
ー
一
同
、
最
後
の
夜
噺
を

楽
し
み
ま
し
た
。
小
山
田
さ
ん
は「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ん
て
、早
く
な
く
な
れ
ば
い
い
！
」と
お
っ
し
ゃ
り
つ
つ
も
、「
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
な
く
な
る
時
、
そ
れ
は
自
分
の
役
目
が
終
わ
る
時
だ
。」
と
、
最
高
の
永
訣
の
辞
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
小
山
田
さ
ん
を
、
わ
た
し
た
ち
は
、
敬
意
と
友
情
を
も
っ
て
「
京
都
の
叔
父
貴
」
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
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の
社
交
場
で
も
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

小
山
田
：
そ
う
ね
。
う
ち
の
公
文
の
場
合
は
、
俺
を
介
し
て
、

愚
痴
も
含
め
て
皆
喋
る
っ
て
い
う
感
じ
も
あ
る
。
焚
火
を
囲

ん
で
い
る
っ
て
い
う
感
じ
だ
よ
ね
。
そ
れ
に
、
待
合
が
あ
る

と
、
他
人
の
子
供
に
も
目
を
配
る
よ
う
に
な
る
よ
ね
。
他
の

子
た
ち
に
本
読
ん
で
あ
げ
た
り
と
か
さ
、
そ
う
い
う
関
係
っ

て
い
い
よ
ね
。

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
わ
ざ
わ
ざ
や
る
こ
と
の
罠

羊
屋
：
小
山
田
さ
ん
ち
の
公
文
の
よ
う
に
、
時
間
を
か
け
て

自
然
に
作
ら
れ
て
い
っ
て
、
名
前
は
な
い
け
ど
確
か
に
あ
る

関
係
が
、
体
系
立
て
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
よ
ね
。
演
劇
の
方
で
す
と
ベ
ビ
ー
ド
ラ
マ
っ
て
の
が
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
も
ち
ろ
ん
西
洋
か
ら
来
た
も
の
で
す
け
ど
。

小
山
田
：
そ
れ
は
、
体
系
化
だ
っ
た
り
、
メ
ソ
ッ
ド
化
し
て

い
る
？

羊
屋
：
そ
う
思
い
ま
す
。
ベ
ビ
ー
ド
ラ
マ
の
特
集
が
あ
っ
て
、

海
外
の
グ
ル
ー
プ
も
た
く
さ
ん
来
て
た
ん
で
す
よ
。
わ
た
し

が
見
た
の
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
喜
ぶ
と
で
も
思
っ
て
ん
の
か

い
？
っ
て
い
う
よ
う
な
こ
と
が
舞
台
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
て
、
例
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
は
丸
い
も
の
が
好
き
な
よ
う
で
、

そ
う
い
う
オ
ブ
ジ
ェ
が
舞
台
上
に
あ
っ
て
、
ダ
ン
サ
ー
が
い
っ

し
ょ
に
踊
っ
た
り
し
て
い
る
。
や
が
て
客
席
に
い
る
赤
ち
ゃ

ん
が
、
そ
の
丸
い
も
の
に
向
か
っ
て
ハ
イ
ハ
イ
し
な
が
ら
、

舞
台
上
に
あ
が
っ
て
ゆ
く
。
赤
ち
ゃ
ん
が
参
加
す
る
現
象
は
、

な
ぜ
だ
か
知
ら
な
い
け
ど
、
良
い
こ
と
ら
し
い
ん
で
す
け
ど
。

お
母
さ
ん
も
心
配
し
て
「
す
い
ま
せ
ん
」
っ
て
感
じ
で
舞
台

に
上
が
っ
て
ゆ
く
。
ど
う
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
い
う
こ
と

す
る
ん
だ
ろ
う
。
西
洋
か
ら
入
っ
て
き
た
メ
ソ
ッ
ド
な
ん
か

し
な
く
て
も
、
ご
家
庭
で
。

小
山
田
：
家
で
や
れ
よ
。

羊
屋
：
は
い
。
そ
う
で
す
そ
う
で
す
。
家
で
や
っ
た
ら
い
い

の
に
。
と
、
思
い
ま
し
た
。

小
山
田
：
ま
あ
で
も
、
よ
く
あ
る
こ
と
だ
よ
ね
。
体
系
化
さ

れ
、
メ
ソ
ッ
ド
化
さ
れ
、
取
り
込
ま
れ
て
ゆ
く
。

羊
屋
：
ベ
ビ
ー
ド
ラ
マ
の
根
源
は
、
生
活
の
な
か
に
あ
る
シ

ン
プ
ル
な
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。
寝
る
前
に
赤
ち
ゃ
ん
に

話
し
か
け
な
が
ら
寝
か
し
つ
け
る
と
か
、
よ
し
よ
し
な
で
な

で
す
る
と
か
、
将
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
型
に
な

る
よ
う
な
も
の
。

伊
藤
：
あ
。

羊
屋
：
な
に
？

伊
藤
：
そ
う
い
え
ば
さ
、
最
近
江
古
田
に
変
な
塾
が
で
き
た

み
た
い
。
張
り
紙
を
見
た
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
書
い
て
あ
っ

て
、「
講
師
募
集
」
と
も
書
い
て
た
。

西
田
：
皆
で
応
募
し
ま
し
ょ
う
。

小
山
田
：
乗
っ
取
る
？

羊
屋
：
面
白
い
。

伊
藤
：
そ
れ
と
、
今
日
、
八
百
屋
の
フ
ク
ミ
さ
ん
が
、
子
供

で
溢
れ
て
い
た
の
は
面
白
か
っ
た
。
会
話
が
飛
び
交
っ
て
い

て
。

西
田
：
そ
こ
に
、
子
供
連
れ
の
お
母
さ
ん
も
混
ざ
っ
て
、
楽

し
そ
う
で
し
た
ね
。

小
山
田
：
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ね
ん
け

ど
、
例
え
ば
、
八
百
屋
さ
ん
は
、
お
野
菜
を
売
る
、
そ
し
て

買
う
人
が
い
る
っ
て
い
う
主
目
的
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
傍
ら

で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
が
起
こ
る
こ
と
で
、
関
係
性
が

広
が
っ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
。
そ
の
関
係
性
の
部
分
だ
け
を

主
目
的
に
し
て
、
作
り
込
む
と
、
何
か
が
歪
む
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。
そ
の
ベ
ビ
ー
ド
ラ
マ
も
、
そ
こ
の
関
係
性
だ
け
を
取

り
出
し
て
主
目
的
に
し
た
わ
け
や
ん
。
関
係
性
な
ん
て
、
ひ
ょ

い
っ
て
取
り
出
せ
る
も
の
で
も
な
い
の
に
さ
。
そ
の
塾
も
同

じ
匂
い
が
す
る
ね
。

羊
屋
：
例
え
ば
、
初
め
て
の
土
地
に
行
く
と
、
子
供
や
お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
っ
て
、
わ
た
し
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ン

ジ
ャ
ー
を
、
そ
の
土
地
に
馴
染
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
な
と
思
う
ん
で
す
。
許
し
て
く
れ
る
と
い
う
か
。

小
山
田
：
子
供
や
老
人
に
は
、
人
間
関
係
の
微
妙
な
違
和
感

や
歪
み
を
修
正
し
て
く
れ
る
作
用
が
あ
ん
の
か
も
し
れ
ん
な
。

た
だ
そ
れ
を
商
売
に
す
る
と
さ
ら
に
歪
む
。

西
田
：
そ
の
筋
の
歪
み
っ
て
、
な
ん
か
ち
ょ
っ
と
気
持
ち
悪

い
で
す
ね
。

対
し
て
の
ク
レ
ー
ム
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
り
す
る
。
で
も
ほ
っ
と

く
と
、
今
の
時
代
は
ク
レ
ー
ム
が
い
ろ
い
ろ
来
る
の
よ
。
や
っ

ぱ
り
、
利
用
者
と
提
供
す
る
側
っ
て
い
う
関
係
が
あ
る
か
ら

ね
。
例
え
ば
、
昔
、
食
堂
と
か
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
お
お
ら

か
に
客
と
店
主
の
関
係
が
あ
っ
た
と
思
う
け
ど
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
く
ら
い
か
ら
か
な
、
ギ
ス
ギ
ス
し
た
関
係
に

な
っ
て
き
た
気
が
す
る
。
客
は
消
費
者
の
権
利
を
振
り
か
ざ

す
し
、
経
営
者
は
そ
れ
に
対
し
て
の
防
御
と
い
う
形
で
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。
も
し
く
は
、
バ
サ
っ
と
切
っ
ち
ゃ
う

か
。

伊
藤
：
な
る
ほ
ど
。

小
山
田
：
う
ん
。
で
も
、
そ
れ
楽
し
く
な
い
よ
ね
。
だ
か
ら
、

公
文
を
や
る
に
当
た
っ
て
、
ク
レ
ー
ム
含
め
て
、
そ
う
な
る

の
は
わ
か
っ
て
い
た
ん
で
、
別
の
場
作
り
が
必
要
だ
と
思
っ

て
さ
、
お
母
さ
ん
ケ
ア
も
や
ろ
う
と
。

伊
藤
：
ど
う
い
う
ふ
う
に
？

小
山
田
：
例
え
ば
、
う
ち
の
奥
さ
ん
が
お
母
さ
ん
た
ち
の
相

手
を
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と
角
が
た
つ
。
女
性
同
士
っ
て
の
も

あ
る
か
ら
ね
。
で
も
、
異
性
で
、
ち
ょ
っ
と
年
が
上
の
俺
に

は
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
日
頃
の
鬱
憤
を
、
喋
り
は
る
ね
ん
。

で
、
俺
も
、
こ
れ
見
よ
が
し
に
目
の
前
で
ま
か
な
い
作
り
な

が
ら
「
す
い
ま
せ
ん
ね
、
匂
い
さ
せ
て
。」
と
か
言
う
て
る
と
、

お
母
さ
ん
た
ち
の
鬱
憤
話
が
な
ぜ
だ
か
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
。

そ
う
す
る
と
、
公
文
教
室
に
対
し
て
、
文
句
が
出
な
く
な
る
。

宮
原
：
そ
う
い
う
場
所
を
作
り
た
い
と
始
め
か
ら
思
っ
て
い

た
の
で
す
か
？

小
山
田
：
う
ん
う
ん
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
空
間
を
作
り
た

く
て
、
カ
フ
ェ
や
っ
た
り
飲
み
屋
や
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
や
っ

て
た
ん
や
け
ど
、
も
し
か
す
る
と
、
公
文
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
上
手
く
ゆ
く
ん
ち
ゃ
う
か
と
。

伊
藤
：
実
験
に
実
験
を
重
ね
て
た
ん
で
す
ね
。

小
山
田
：
カ
フ
ェ
や
飲
み
屋
の
頃
は
、
対
象
に
な
る
の
が
大

人
だ
っ
た
し
、
子
供
は
来
な
か
っ
た
の
よ
。
で
も
や
っ
ぱ
り
、

せ
っ
か
く
地
域
に
い
る
し
、
地
域
の
子
供
た
ち
が
出
入
り
す

る
場
所
に
し
た
い
。
と
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
結
果
、
公
文
っ

て
い
う
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
が
あ
る
と
、
う
ち
の
奥
さ
ん
が
持
っ

て
来
た
ん
よ
。

宮
原
：
奥
さ
ん
の
慧
眼
！

小
山
田
：
そ
う
。
公
文
を
始
め
た
の
は
、
公
文
公
（
く
も
ん

と
お
る
）
さ
ん
と
い
う
方
で
ね
。
別
に
進
学
を
目
指
す
訳
で

も
な
く
、
日
々
の
勉
強
の
習
慣
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
て

こ
と
を
、
息
子
さ
ん
と
の
や
り
取
り
か
ら
発
見
し
て
、
ス
タ
ー

ト
し
て
ん
ね
ん
ね
。

宮
原
：
小
山
田
家
の
お
弁
当
と
一
緒
で
す
ね
。

小
山
田
：
う
ん
。
公
文
さ
ん
の
や
り
方
は
、
息
子
さ
ん
の
為

に
宿
題
を
作
っ
て
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
と
い
た
ら
、
息
子
さ
ん

が
宿
題
を
解
い
て
い
た
。
そ
れ
が
続
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ

て
る
ん
や
っ
て
。
そ
れ
で
ま
あ
、
悪
く
な
い
か
な
と
思
っ
て

や
り
始
め
た
ら
、
子
供
が
わ
し
ゃ
ー
っ
と
来
る
や
ん
。
今
、

60
人
く
ら
い
来
て
ん
ね
ん
け
ど
。

宮
原
：
す
ご
い
！

小
山
田
：
そ
う
す
る
と
、
も
れ
な
く
ご
両
親
が
来
る
や
ん
。

月
に
一
回
く
ら
い
は
親
御
さ
ん
面
接
も
す
る
し
、
低
学
年
の

子
は
お
迎
え
で
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い

が
始
ま
り
、
一
挙
に
知
り
合
い
が
増
え
て
い
っ
た
。
面
白
い

よ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
事
情
っ
て
い
う
の
が
、
多
岐
に
渡
っ

て
い
て
ね
。

伊
藤
：
近
所
の
小
学
校
の
近
く
に
老
舗
の
駄
菓
子
屋
さ
ん
が

あ
る
ん
だ
け
ど
、
僕
は
、
駄
菓
子
屋
さ
ん
っ
て
子
供
が
集
ま

る
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
こ
な
い
だ
、
駄
菓

子
屋
の
前
に
お
母
さ
ん
10
人
く
ら
い
井
戸
端
会
議
を
し
て
た

ん
で
す
。
店
の
中
で
は
、
子
供
が
大
暴
れ
し
な
が
ら
駄
菓
子

買
っ
た
り
、
10
円
ゲ
ー
ム
を
し
て
る
け
ど
、
お
母
さ
ん
た
ち
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レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、
他
の
団
体
は
と
て
も
わ
か

り
や
す
く
て
、
な
る
ほ
ど
こ
う
い
う
の
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
だ
な
。
っ
て
思
っ
て
聞
い
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、

わ
た
し
た
ち
の
は
、
羊
屋
さ
ん
が
、
猫
の
話
を
し
て
、
し
か

も
ラ
ス
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
で
。
だ
か
ら
も
う
、
混
乱
し
ま
し
た
。

羊
屋
：
猫
の
死
の
話
を
７
分
で
語
る
。
と
い
う
、
ポ
エ
ト
リ
ー

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
し
た
。

伊
藤
：
た
し
か
当
時
の
企
画
書
に
は
、
メ
ン
バ
ー
探
し
が
２

年
連
続
で
書
か
れ
て
た
り
と
か
し
て
た
。

羊
屋
：
そ
う
そ
う
。
１
年
じ
ゃ
決
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
な
っ

て
、
思
い
ま
し
た
。
演
劇
の
現
場
で
も
、
わ
た
し
は
、
チ
ー

ム
作
り
か
ら
始
ま
る
ん
で
す
。
戯
曲
と
か
や
り
た
い
こ
と
よ

り
も
、
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
人
の
集
ま
り
、
と
い
う
か
巣
作

り
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
手
が
け
る
ん
で
す
。

伊
藤
：
み
ん
な
初
顔
合
わ
せ
で
ね
。

羊
屋
：
え
え
と
、
宮
原
清
美
、
伊
藤
馨
、
草
梛
亮
、
齋
藤
優

衣
の
順
番
で
、
一
本
釣
り
で
し
た
か
ね
。

草
梛
：
世
の
中
の
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な
経
済
活
動
っ
て
、
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
い
う
か
、
目
的
を
主
と
す
る
じ
ゃ
な
い
？
で
も

こ
こ
は
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
僕
は
、
普
段
の
仕
事
は
そ
う

し
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
全
く
真
逆
の
目
的
の
見
え
な
い

も
の
を
や
ろ
う
と
し
て
る
と
い
う
感
覚
が
す
ご
く
あ
っ
て
、

そ
の
こ
と
が
、
最
初
は
自
分
に
付
い
て
い
る
物
の
見
方
と
か
、

物
差
し
の
癖
と
葛
藤
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
こ
う
い
う
別
次

元
の
話
も
あ
っ
て
い
い
ん
だ
。
っ
て
、
置
き
換
わ
っ
て
ゆ
き

ま
し
た
。

宮
原
：
忘
れ
も
し
な
い
、
初
回
の
2
0
1
4
年
5
月
17
日
、

と
に
か
く
、
ス
ー
プ
を
作
っ
た
の
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
メ

モ
帳
に
書
い
た
レ
シ
ピ
、
今
で
も
持
っ
て
ま
す
。

草
梛
：
も
し
か
し
た
ら
、
何
を
し
た
ら
良
い
の
か
を
考
え
る

こ
と
自
体
が
間
違
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

伊
藤
：
あ
な
た
は
江
古
田
生
ま
れ
で
江
古
田
育
ち
だ
か
ら
、

江
古
田
を
担
当
し
た
ら
良
い
よ
ね
。
っ
て
、
羊
屋
が
に
や
に

や
し
な
が
ら
言
っ
て
い
て
、
え
？
江
古
田
担
当
っ
て
何
す
れ

ば
い
い
ん
だ
？
っ
て
感
じ
で
し
た
よ
。

草
梛
：
目
的
は
こ
れ
で
す
。
っ
て
言
わ
れ
る
と
、
わ
か
り
や

す
い
と
い
う
か
、
や
り
や
す
い
。
で
も
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ

な
い
の
に
目
的
を
探
し
て
、
そ
の
為
に
一
生
懸
命
行
動
し
よ

う
と
し
て
た
っ
て
い
う
の
が
、
前
半
戦
だ
っ
た
か
な
。
目
的

が
見
え
て
な
い
こ
と
に
対
し
て
結
果
を
出
そ
う
み
た
い
な
、

自
分
の
今
ま
で
の
経
験
上
の
思
い
込
み
が
そ
う
さ
せ
て
た
ん

だ
な
。
と
、
今
は
思
い
ま
す
。
目
的
が
見
え
て
な
い
ん
だ
か

ら
、
な
す
が
ま
ま
に
し
と
け
ば
良
い
の
に
、
何
か
し
ら
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
た
か
な
。
で
も
何
も
無
い
ん
だ
か

ら
、
た
だ
そ
こ
に
居
れ
ば
良
い
は
ず
な
の
に
、
目
的
を
探
し

て
そ
の
こ
と
に
向
け
て
進
も
う
と
し
て
た
感
覚
が
あ
る
ん
で

す
よ
。

西
田
：
目
的
が
無
い
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
、
目
的
が
で
き

て
し
ま
っ
た
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
大
き
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

草
梛
：
そ
う
な
ん
だ
よ
ね
。

伊
藤
：
で
も
、
何
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ん
な
い
ん
だ
よ
ね
。

た
だ
集
ま
っ
て
る
だ
け
。

草
梛
：
そ
う
、
た
だ
た
だ
そ
の
状
態
。

羊
屋
：
初
期
、
わ
た
し
の
家
で
、
猫
は
不
在
の
ス
ー
プ
会
を
、

月
一
回
や
っ
て
た
時
は
、
た
だ
た
だ
ひ
た
す
ら
で
し
た
。
そ

し
て
、
話
題
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
江
古
田
と
い
う

街
の
こ
と
、
東
京
の
こ
と
と
か
。
そ
れ
ら
の
こ
と
と
、
看
取

り
、
死
、
喪
失
、
弔
い
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
混
ざ
り
合
っ
て
来

て
た
ん
で
す
。
途
中
、
東
京
の
南
の
果
て
の
青
ヶ
島
、
西
の

奥
多
摩
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

宮
原
：
夏
合
宿
に
行
っ
た
と
き
は
、
齋
藤
さ
ん
の
誕
生
日
で
、

彼
女
の
好
物
を
食
べ
に
ゆ
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
う

し
た
ら
、
猫
と
同
じ
マ
グ
ロ
で
し
た
ね
。
今
上
天
皇
の
お
言

葉
を
、
車
中
で
聞
い
て
、
し
ー
ん
と
な
り
ま
し
た
ね
。

羊
屋
：
は
い
。
こ
の
、
記
録
集
に
も
載
ら
な
い
よ
う
な
、
誰

と
も
な
く
、
何
と
も
な
く
、
勝
手
に
流
れ
て
ゆ
く
と
い
う
こ

と
が
起
き
た
時
、
わ
た
し
の
中
で
は
、「
し
め
し
め
。」
と
、

思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
生
成
と
発
酵
の
時

期
で
し
た
。

小
山
田
：
だ
か
ら
、
ア
ー
ト
は
ま
さ
に
そ
の
話
だ
よ
ね
。
歪

み
ま
く
っ
て
る
よ
ね
。
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
企
画
と
か
も

さ
、
何
が
目
的
か
も
う
わ
か
ん
な
い
や
ん
。

羊
屋
：
で
も
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
も
の
を
や
る
ん
だ
ぞ
っ
て

い
う
の
は
一
貫
し
て
ま
す
よ
ね
。

小
山
田
：
ま
あ
、
必
死
に
頑
張
っ
て
る
ん
だ
け
ど
ね
。
本
当

は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ん
て
、
早
く
な
く
な
れ
ば
良

い
。
と
は
い
っ
て
も
さ
、
次
々
に
課
題
は
見
つ
か
る
か
ら
や

ら
ざ
る
を
得
な
い
ん
だ
と
思
う
ん
や
け
ど
。

羊
屋
：
わ
た
し
も
、
ど
う
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
や
る
ん
だ
ろ

う
。
っ
て
、
こ
れ
実
は
、
今
夜
の
お
は
な
し
の
テ
ー
マ
で
す
。

小
山
田
：
ふ
ん
ふ
ん
。

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
わ
ざ
わ
ざ
し
な
か
っ
た
3
年
間

羊
屋
：「
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
」
の
最
初
の
3

年
間
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
わ
た

し
の
猫
が
倒
れ
た
時
に
、
友
人
が
届
け
て
く
れ
た
鍋
ご
と
の

ス
ー
プ
、
そ
し
て
や
が
て
迎
え
る
猫
の
死
の
前
後
に
起
き
た
、

お
見
舞
い
と
看
取
り
と
弔
い
の
時
間
を
復
元
す
る
か
の
よ
う

に
、
月
命
日
ご
と
に
、
ス
ー
プ
を
作
っ
て
、
囲
ん
で
食
べ
て
、

対
話
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
だ
け
は
、
歪
み

な
く
や
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

小
山
田
：
こ
の
企
画
は
、
い
い
よ
。

羊
屋
：
そ
う
で
す
か
？
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
も
、

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
の
森
司
（
も
り
つ
か
さ
）
さ
ん
に

言
わ
れ
る
ま
で
わ
か
ん
な
か
っ
た
。
森
さ
ん
は
、
い
き
な
り

「
よ
く
続
け
た
ね
。」
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
何

の
こ
と
だ
ろ
う
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

伊
藤
：
僕
た
ち
に
と
っ
て
、
月
命
日
の
ス
ー
プ
が
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
過
ぎ
た
の
か
な
。

小
山
田
：
う
ん
。「
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
」
の

ス
ー
プ
の
由
来
は
わ
か
っ
た
け
ど
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
っ
て
ど

こ
か
ら
来
た
の
？

羊
屋
：
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
言
葉
を
、
皮
肉
に
使
っ
て
み
ま
し

た
。

伊
藤
：
最
初
は
ね
。

羊
屋
：
そ
う
だ
ね
。
実
際
、
猫
が
弱
っ
て
ゆ
く
な
か
で
、
体

温
が
下
が
っ
て
ゆ
く
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
で
包
ん
だ
り
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
お
湯
を
入
れ
た
湯
た
ん
ぽ
を
包
ん
だ
り
し

て
、
か
ら
だ
を
温
め
る
の
に
い
つ
も
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
猫
の
な
き
が
ら
を
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
で
包
ん

だ
ま
ま
、
猫
の
散
歩
道
の
桜
の
樹
の
下
に
埋
め
ま
し
た
。
お

見
舞
い
で
も
ら
っ
た
好
物
の
マ
グ
ロ
も
一
緒
に
。

小
山
田
：
こ
の
タ
イ
ト
ル
見
た
と
き
に
、
以
前
、
エ
イ
ズ
に

関
す
る
い
ろ
ん
な
活
動
し
て
る
中
で
「
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
ブ

ラ
ン
ケ
ッ
ト
」
っ
て
い
う
名
前
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
し
て
い

て
ね
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
さ
。
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
っ
て

い
う
だ
け
で
、
も
う
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
か
な
。

羊
屋
：
ラ
ッ
キ
ー
。
電
気
毛
布
。

小
山
田
：
で
も
ま
あ
、
何
か
を
包
み
込
む
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
。

そ
れ
で
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
審
査
を

し
な
き
ゃ
い
け
な
い
立
場
に
あ
っ
た
時
に
、
僕
は
、「
東
京

ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
」
の
企
画
書
の
よ
う
な
も
の

に
出
会
う
ん
だ
け
ど
。
こ
の
企
画
だ
け
は
、
あ
っ
て
も
い
い

な
と
。

全
員
：
お
お
！
（
心
の
声
）

小
山
田
：
ま
あ
で
も
、
こ
の
企
画
は
、
最
初
見
た
時
に
、
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
無
か
っ
た
ん
よ
。

全
員
：
あ
ぁ
。。。（
心
の
声
）

羊
屋
：
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
っ
て
、
な
ん
だ
ろ
？

草
梛
：
趣
旨
と
目
的
み
た
い
な
こ
と
ね
。

宮
原
：
2
0
1
4
年
に
始
動
す
る
頃
、
キ
ッ
ク
オ
フ
的
な
プ
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小
山
田
：
う
ん
。
う
ち
の
大
学
生
た
ち
は
ね
、
課
題
を
与
え

れ
ば
こ
な
し
て
く
る
。
で
も
、「
今
日
か
ら
自
由
制
作
で
す
」

と
い
う
と
フ
リ
ー
ズ
す
る
。
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、
自
分
の
中

で
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
考
え
よ
う
と
す
る
ね
ん
け
ど
、

内
的
に
そ
ん
な
溢
れ
る
よ
う
に
ア
イ
デ
ア
出
て
く
る
人
な
ん

て
、
あ
り
え
へ
ん
や
ん
。
絶
対
何
か
と
の
接
触
に
よ
っ
て
し

か
発
想
っ
て
出
て
こ
な
い
よ
。

伊
藤
：
僕
も
、
大
人
た
ち
に
機
会
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
た
ん

小
山
田
：
う
ん
。
だ
か
ら
、
仕
方
な
し
な
ん
だ
け
ど
、
そ
れ

に
対
し
て
、
き
っ
か
け
を
作
っ
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
、
勝
手
に

自
然
に
、
走
り
始
め
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。
で
も
、

そ
れ
は
、
寸
止
め
的
に
や
ら
な
ア
カ
ン
な
、
っ
て
、
ち
ょ
っ

と
確
信
的
に
思
っ
て
や
っ
て
る
。

羊
屋
：
寸
止
め
と
い
う
の
は
、
や
り
過
ぎ
な
い
っ
て
こ
と
？

小
山
田
：
そ
う
。
や
り
過
ぎ
な
い
、
用
意
し
過
ぎ
な
い
。
彼

ら
が
、
入
り
口
を
発
見
で
き
た
ら
充
分
。

羊
屋
：
観
客
に
と
っ
て
、
そ
う
い
う
他
人
と
し
て
、「
東
京

ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
」
が
、
あ
っ
た
の
な
ら
嬉
し

い
な
。
啓
蒙
的
で
は
な
く
。

小
山
田
：
特
に
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
何
か
新
し
い
面
白

い
こ
と
に
触
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
他
人
と
の
出
会
い
が
、

途
切
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
な
と
思
う
。
そ
し

て
、
人
類
が
初
め
て
遭
遇
し
て
い
る
瞬
間
だ
と
も
思
う
の
よ
。

今
ま
で
の
人
類
は
何
と
か
そ
れ
を
繋
い
で
き
た
け
ど
、
焚
き

火
に
し
て
も
そ
う
だ
け
ど
、
途
切
れ
る
っ
て
い
う
と
こ
ろ
に

き
て
る
よ
う
な
気
が
し
て
て
。
途
切
れ
そ
う
な
ん
や
っ
た
ら
、

ち
ょ
っ
と
手
を
加
え
て
で
も
引
き
伸
ば
し
を
し
た
い
な
と
か

い
う
の
が
あ
る
か
な
。

草
梛
：
今
、
小
山
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
最
後
の
タ

イ
ミ
ン
グ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
け

ど
、
僕
も
そ
う
い
う
こ
と
を
思
っ
て
ま
し
た
。
時
代
の
転
換

期
と
い
う
の
か
な
。
そ
し
て
、
自
分
と
し
て
は
、
ど
こ
か
ら

か
、
何
か
を
も
ら
っ
て
、
そ
し
て
次
に
何
か
を
伝
え
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
す
ご
く
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と

が
自
分
を
定
義
し
て
い
る
み
た
い
な
感
覚
を
欲
し
が
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
ん
で
す
。

だ
な
っ
て
い
う
の
は
、
感
覚
的
に
あ
り
ま
す
。
自
分
は
ま
だ

う
ま
く
使
え
て
な
い
け
ど
。
う
ち
の
親
の
世
代
は
、
友
達
同

士
で
集
ま
っ
て
こ
う
や
っ
て
ご
飯
を
食
べ
る
っ
て
い
う
の
が
、

い
ま
だ
に
定
期
的
に
あ
る
し
、
子
供
が
寝
始
め
た
か
ら
そ
ろ

そ
ろ
解
散
し
ま
し
ょ
う
、
み
た
い
な
感
じ
で
、
大
人
は
大
人

で
勝
手
に
喋
っ
て
、
子
供
は
子
供
同
士
で
適
当
に
遊
ん
で
い

た
な
あ
。

小
山
田
：
昔
の
方
が
人
権
的
に
は
問
題
の
あ
る
状
態
は
い
く

ら
で
も
あ
っ
て
、
特
に
女
性
と
か
ね
。
田
舎
の
女
の
人
は
大

変
や
っ
て
ん
。
け
ど
、
そ
う
い
う
様
々
な
過
酷
な
状
況
が
あ

る
と
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
方
法
を
、
長
い
間
か
け
て

確
立
し
て
き
て
て
さ
。
女
の
人
は
女
の
人
で
漬
物
を
持
ち
寄
っ

て
喋
る
時
間
が
あ
る
と
か
さ
。
旦
那
の
悪
口
も
言
え
る
機
会

を
自
分
た
ち
で
作
っ
て
た
り
と
か
。
お
っ
さ
ん
た
ち
は
お
っ

さ
ん
た
ち
で
、
く
だ
を
巻
く
必
要
が
あ
っ
た
り
す
る
よ
う
な

社
会
的
抑
圧
っ
て
い
う
の
が
、
多
か
っ
た
と
思
う
ん
よ
ね
。

羊
屋
：
い
ま
は
直
接
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
S
N
S
は
そ
う
い
う

場
な
の
か
な
。

小
山
田
：
そ
う
。
い
ろ
ん
な
制
度
と
か
シ
ス
テ
ム
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
で
き
て
る
か
ら
、
個
人
の
抑
圧
の
解
消
を
、
外
に

求
め
て
ゆ
く
状
況
に
な
り
が
ち
な
ん
よ
ね
。
情
報
に
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
か
ら
、
知
識
と
か
他
者
の
経
験
も
瞬
間
瞬
間
で

入
っ
て
く
る
、
知
っ
た
か
ぶ
り
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
し

ま
う
。
だ
か
ら
、
自
分
が
知
り
得
た
も
の
が
、
長
い
先
輩
た

ち
の
蓄
積
で
あ
る
こ
と
な
ん
て
絶
対
に
思
え
な
い
ん
だ
よ
ね
。

羊
屋
：
自
分
の
足
で
歩
い
て
、
目
で
見
て
確
か
め
る
と
い
う

こ
と
は
、
途
方
も
な
い
け
ど
、
楽
し
い
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な
。

小
山
田
：
そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
。
で
も
、
う
ち
の
芸
大
で
も
、

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
罠
に
ま
ん
ま
と
は
ま
っ
て
み
る
と

宮
原
：
そ
し
て
、
4
年
目
の
2
0
1
7
年
に
、
ド
ラ
マ
ト
ゥ

ル
ク
と
し
て
、
西
田
秀
己
さ
ん
、
前
田
愛
実
さ
ん
、
阿
部
健

一
さ
ん
を
釣
っ
た
と
い
う
か
。

伊
藤
：
羊
屋
の
自
宅
で
行
っ
て
い
た
ス
ー
プ
を
、
江
古
田
の

街
で
観
客
も
招
い
て
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
迎
え
た
2
0
1
7

年
5
月
17
日
は
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
疲
れ
た
。

宮
原
：R

est In Peace, Tokyo
、
全
7
回
公
演
が
ス
タ
ー

ト
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
羊
屋
さ
ん
の
猫
の
ま
ぷ
さ
ん
の
命
日

に
。

羊
屋
：
そ
う
。
観
客
の
視
点
も
含
め
、
オ
ー
プ
ン
に
し
て
ゆ

く
こ
と
が
、
今
ま
で
、
自
宅
で
こ
っ
そ
り
し
て
き
た
ス
ー
プ

の
会
と
こ
ん
な
に
も
違
う
も
の
な
ん
だ
！
っ
て
、
ど
う
し
て

良
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。
翼
が
折
れ
た
と
い
う
感
じ

で
し
た
。

伊
藤
：
終
わ
っ
て
帰
っ
て
来
た
ら
さ
、
み
ん
な
、
何
か
に
負

け
た
状
態
だ
っ
た
よ
ね
。

羊
屋
：
だ
か
ら
、
こ
れ
が
、「
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
紀
行
」
が
、「
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
し
ま
っ
た
。」
っ
て
い
う

ク
ラ
イ
シ
ス
の
段
階
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
と

思
っ
た
ん
で
す
。
い
ま
ま
で
の
、
自
然
に
勝
手
に
流
れ
て
い
っ

た
み
ち
ゆ
き
と
は
違
う
こ
と
に
突
入
し
た
ん
だ
と
思
っ
た
ん

で
す
。

伊
藤
：
オ
ー
プ
ン
に
す
る
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
の
ア
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
の
打
ち
合
わ
せ
か
ら
、
必
須
の
こ
と
で
も

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
、
い
よ
い
よ
4
年
目
に
持
っ
て
き

た
。

羊
屋
：
そ
れ
で
、
あ
る
意
味
、
壊
れ
た
ん
で
す
ね
。
前
に
話

し
た
よ
う
な
、「
関
係
性
だ
け
を
体
系
化
す
る
、
メ
ソ
ッ
ド
化

す
る
。」
と
い
う
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
は
し
て
し
ま
っ
た
ん

で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
：
そ
こ
か
ら
の
、
軌
道
修
正
を
意
識
に
し
て
い
た
か

は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
最
終
回
の
今
日
のR

est In Peace, 

Tokyo

は
、
青
ヶ
島
か
ら
来
て
く
れ
た
荒
井
智
史
さ
ん
が
、

「
青
ヶ
島
の
法
事
み
た
い
だ
ね
」
っ
て
話
し
て
く
れ
て
、
よ
う

や
く
、
救
わ
れ
た
よ
ね
。

羊
屋
：
そ
う
な
の
。
荒
井
さ
ん
が
、「
親
戚
が
集
ま
っ
て
法
事

を
し
て
い
る
感
じ
だ
ね
。
法
事
は
、
親
戚
が
集
ま
る
け
ど
、

こ
の
会
に
は
血
の
繋
が
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
、

他
人
同
士
。
別
に
、
法
事
の
よ
う
な
関
係
に
、
わ
ざ
と
し
て

い
る
訳
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
疑
似
体
験
み
た
い
な
こ
と
に
な
っ

て
る
ね
。
不
思
議
だ
ね
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

宮
原
：
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
鼎
談
の
ペ
ー
ジ
に
も
、
初
回
の
大

打
撃
か
ら
の
み
ち
ゆ
き
が
、
語
ら
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
わ
た

し
、
ま
だ
理
論
化
で
き
な
い
け
ど
。

羊
屋
：
そ
う
な
ん
で
す
。
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
で
も
、
わ
ざ

わ
ざ
や
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
関
係
性
だ
け
を
体
系
化
す
る
、

メ
ソ
ッ
ド
化
す
る
。
と
い
う
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
罠

に
一
度
は
ま
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
ま
す
。
身
に
染

み
ま
し
た
。

小
山
田
：
う
ん
。
そ
う
だ
な
あ
。
多
分
、
僕
ら
は
ギ
リ
ギ
リ

の
世
代
で
さ
。
子
供
の
頃
に
、
全
て
の
作
業
は
複
数
の
人
間

で
や
る
も
の
だ
と
目
に
し
た
世
代
の
最
後
の
人
々
な
の
か
も

し
れ
な
い
な
と
思
っ
て
る
。
だ
か
ら
、
勉
強
は
一
人
で
や
る

も
ん
だ
、
と
か
い
う
の
は
後
付
け
で
、
き
っ
か
け
は
、
絶
対
、

誰
か
他
人
と
の
出
会
い
で
始
ま
っ
て
い
る
は
ず
な
ん
よ
。

羊
屋
：
そ
う
で
す
ね
。
わ
た
し
も
、
ピ
ア
ノ
と
の
出
会
い
は
、

幼
稚
園
の
頃
、
隣
に
住
ん
で
る
お
姉
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
し
た
。

小
山
田
：
そ
う
。
従
兄
弟
の
兄
ち
ゃ
ん
が
貸
し
て
く
れ
た
本

を
読
ん
で
、
背
伸
び
し
つ
つ
も
そ
の
世
界
に
は
ま
る
と
か
さ
。

レ
コ
ー
ド
も
そ
う
。
い
き
な
り
レ
コ
ー
ド
と
出
会
う
人
な
ん

て
い
な
い
や
ん
。
誰
か
か
ら
勧
め
ら
れ
て
と
か
。
同
じ
よ
う

に
、
食
べ
物
も
、
う
ち
の
田
舎
で
は
必
ず
複
数
で
作
っ
て
た
。

羊
屋
：
そ
れ
は
ご
実
家
の
九
州
の
こ
と
？

小
山
田
：
そ
う
。
行
事
の
準
備
は
複
数
で
や
る
も
ん
や
と
。

そ
れ
を
、
こ
っ
ち
で
も
言
う
ん
か
な
「
こ
し
ら
え
る
。」
何
か

を
こ
し
ら
え
る
時
は
、
誰
か
と
一
緒
に
や
る
っ
て
い
う
の
が

基
本
形
や
っ
た
ん
や
け
ど
、
こ
ん
だ
け
核
家
族
が
進
ん
で
、

子
供
は
勉
強
が
仕
事
に
な
り
、
家
の
手
伝
い
を
し
な
く
て
も

よ
く
な
る
。
こ
の
流
れ
を
眺
め
て
い
る
と
、
ど
う
も
む
く
む

く
と
、
そ
れ
や
っ
ぱ
り
ア
カ
ン
の
ち
ゃ
う
か
と
思
っ
ち
ゃ
う

ん
よ
ね
。

羊
屋
：
勉
強
が
仕
事
に
な
っ
て
る
子
供
っ
て
い
う
の
は
、
公

文
の
子
供
た
ち
？
小
山
田
さ
ん
の
教
え
子
さ
ん
？

小
山
田
：
大
学
の
教
え
子
を
眺
め
て
い
て
も
そ
う
思
う
し
、

人
様
の
子
供
の
世
界
を
覗
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
も
そ
う

だ
ね
。
彼
ら
、
淡
々
と
一
人
で
勉
強
し
て
る
の
よ
。
そ
れ
っ

て
、
到
達
地
点
が
常
に
設
定
さ
れ
て
て
、
そ
こ
に
向
か
う
為

の
作
業
は
、
一
人
で
も
で
き
る
と
い
う
便
利
な
も
の
が
与
え

ら
れ
て
、
そ
う
な
っ
て
る
の
か
な
と
思
う
と
き
が
あ
る
。
上

手
に
脱
線
し
な
が
ら
広
が
っ
て
ゆ
く
っ
て
、
他
者
が
介
入
し

な
い
と
な
か
な
か
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

羊
屋
：
お
せ
っ
か
い
と
か
言
っ
て
ら
れ
な
い
よ
う
な
危
機
を

感
じ
て
い
る
の
で
す
か
？
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つ
や
ね
。

羊
屋
：
え
、
じ
ゃ
あ
モ
ノ
派
は
？
Ⅲ
？

小
山
田
：
モ
ノ
派
も
現
代
美
術
史
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
、

そ
れ
を
安
定
さ
せ
た
人
々
の
集
ま
り
や
な
。
モ
ノ
派
を
経
由

し
た
人
々
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
経
由
の
も
の
を
日

本
に
咀
嚼
し
て
、
土
着
的
な
も
の
か
ら
含
め
て
や
り
始
め

た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
ア
ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ
（
イ
タ
リ
ア
語
：

A
rte Povera

、
和
訳
『
貧
し
い
芸
術
』）
と
い
う
。
こ
れ
は
、

土
属
性
と
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
が
組
み
合
わ
さ
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
作
る
っ
て
い
う
定
義
。
た
だ
、
そ
れ
を

最
初
に
発
表
さ
れ
た
時
は
、
国
民
の
多
く
は
何
と
呼
ん
で
い

い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
美
術
評
論
の
方
が
研
究

し
て
ゆ
く
う
ち
に
、
現
代
美
術
っ
て
い
う
言
葉
が
定
着
し
た
。

で
も
ま
あ
、
時
代
の
反
発
力
と
い
う
か
瞬
発
力
が
働
い
て
、

新
し
い
言
葉
が
で
き
る
と
そ
れ
を
目
指
す
人
々
が
一
挙
に
出

て
く
る
時
代
が
訪
れ
て
、
理
由
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
現
代

美
術
と
い
う
の
を
目
指
す
。

羊
屋
：
や
っ
ぱ
り
わ
か
ん
な
い
ん
だ
。

西
田
：
今
は
そ
の
時
代
で
す
よ
ね
。

小
山
田
：
そ
う
そ
う
。
わ
か
ら
な
い
、
が
、
ず
っ
と
続
い
て

ん
の
よ
。

伊
藤
：
今
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
現
代
美
術
と
言
う
も

の
を
目
指
し
て
る
人
々
。

西
田
：
だ
か
ら
、
初
期
の
現
代
美
術
の
人
た
ち
は
、
い
ろ
い

ろ
な
文
脈
の
中
で
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
と
か
反
体
制
と
か
反
主

流
と
か
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
今
の
世
代
の
現
代
美
術
は
、

あ
る
意
味
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て

い
っ
て
文
脈
が
必
要
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
な
。

小
山
田
：
そ
れ
よ
り
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
逆
に
支
配
し
て
る
ね
。

羊
屋
：
近
代
に
入
っ
て
、
外
来
語
が
や
っ
て
き
て
、
夏
目
漱

石
が
、
L
O
V
E
を
日
本
語
訳
す
る
の
に
苦
心
し
て
い
た
み

た
い
に
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
を
ど
う
訳
す
の
か
も

大
変
だ
っ
た
の
か
な
。

小
山
田
：
そ
う
。
そ
れ
で
、
多
く
の
人
が
、
日
本
の
美
術
と

い
う
土
俵
に
、
そ
れ
を
翻
訳
す
る
と
い
う
の
が
疲
れ
て
き
た

ん
よ
ね
。

羊
屋
：
翻
訳
は
疲
れ
ま
す
よ
。
日
本
人
同
士
で
も
、
翻
訳
が

必
要
な
こ
と
あ
り
ま
す
も
ん
。

ア
ー
ト
を
暮
ら
し
へ
と
翻
訳
す
る
？　

暮
ら
し
を
ア
ー
ト
へ

と
翻
訳
す
る
？

小
山
田
：
う
ん
。
一
方
ね
、
子
供
が
わ
か
る
よ
う
に
翻
訳
で

き
る
か
ど
う
か
、
っ
て
い
う
と
こ
ろ
が
問
わ
れ
始
め
て
き
た

と
い
う
の
が
最
近
か
な
と
は
思
う
。
そ
れ
と
、
同
じ
よ
う
に
、

市
民
に
わ
か
る
よ
う
に
翻
訳
し
て
る
の
が
、
越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
か
。
そ
し
て
、
今
、
僕
自
身
が
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
、
言
語
が
通
じ
な
い
子
供
に
可
能
か
、
を
、

試
し
て
い
る
感
じ
で
は
あ
る
よ
ね
。
価
値
観
に
異
議
を
唱
え

て
、
違
う
価
値
観
を
示
す
っ
て
い
う
の
を
実
は
楽
し
い
か
ら

や
っ
て
る
訳
や
ん
。

西
田
：
今
の
と
こ
ろ
そ
の
可
能
性
は
見
え
て
き
て
い
る
ん
で

す
か
？

小
山
田
：
う
ん
、
美
術
と
呼
ば
な
け
れ
ば
、
可
能
性
が
あ
る

よ
う
な
気
が
し
て
き
た
。
今
、
美
術
は
邪
魔
ね
。
多
分
、
い

ろ
ん
な
ポ
イ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
で
、
も
ぞ
も
ぞ
し
た
人
々
っ
て

い
う
の
は
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
と
思
う
。
で
も
そ
れ
は
正
史

に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
も
ぞ
も
ぞ
は
、
歴
史
に
は
書
か
れ
な

い
。

西
田
：
今
日
の
こ
と
で
す
け
ど
、
ち
ょ
う
ど
、
気
仙
沼
の
公

衆
電
話
の
話
を
し
た
ん
で
す
よ
。
誰
と
も
繋
が
っ
て
い
な
い

ん
だ
け
ど
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
行
っ
て
、
死
者
へ
向
け
て
、
心

の
内
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
っ
て
い
う
場
所
を
、
美
術
家
で

も
何
で
も
な
い
お
じ
さ
ん
が
整
備
し
て
い
る
と
い
う
話
で
す
。

こ
れ
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
で
き
な
い
よ
ね
っ
て
。

小
山
田
：
で
も
、
ア
ー
ト
が
、
本
当
は
、
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
よ
ね
。

草
梛
：
な
ん
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
そ
れ
が
で
き
な
い
の
？

西
田
：
い
や
ー
、
そ
れ
的
な
も
の
を
目
指
す
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

は
い
る
ん
で
す
け
ど
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
は
、
他
者
が
目
指

す
、
仮
の
当
事
者
な
ん
で
す
よ
ね
。
な
ん
て
言
う
の
か
な
。

羊
屋
：
当
事
者
性
が
問
わ
れ
る
よ
ね
、
３
１
１
以
降
特
に
。

西
田
：
当
事
者
じ
ゃ
な
い
人
が
当
事
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
浅
は
か
さ
が
、
絶
対
出
て
き
て
し
ま
う
。
そ
の
当
事
者
で

あ
る
お
じ
さ
ん
が
、
天
命
を
受
け
て
や
っ
て
い
る
よ
う
に
は

到
達
し
得
な
い
。
や
っ
ぱ
り
、
美
術
と
い
う
も
の
の
外
側
に
、

本
物
の
表
出
が
あ
る
。

小
山
田
：
自
分
の
中
で
も
、
美
術
作
品
へ
翻
訳
し
よ
う
と
す

る
時
に
は
、
今
ま
で
培
っ
た
美
術
の
ス
キ
ル
を
使
っ
ち
ゃ
う

や
ん
。
で
も
、
美
術
じ
ゃ
な
い
。
そ
の
辺
は
個
人
的
な
悩
み

が
ず
ー
っ
と
続
い
て
る
。

羊
屋
：
わ
た
し
も
邪
魔
な
演
劇
を
抱
え
な
が
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
て
き
ま
し
た
け
ど
、
一
番
の
当
事
者
は
わ
た
し

な
ん
で
す
ね
。
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が
こ
の
件
に
関
し

先
輩
た
ち
の
仕
事
を
そ
ん
な
に
知
ら
な
い
ま
ま
、
調
べ
な
い

ま
ま
、
表
現
に
飛
び
込
ん
で
る
か
ら
、
知
ら
な
い
う
ち
に
、

無
自
覚
に
剽ひ

ょ
う
せ
つ窃

し
て
る
。

真
夜
中
の
現
代
美
術
史
Ⅳ

羊
屋
：
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
の
西
田
く
ん
と
の
会
話
の
な
か
で

印
象
深
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
彼
は
美
術
家
で
す
。
だ

か
ら
、
美
術
家
と
名
乗
っ
て
る
。
で
も
、
彼
と
同
じ
世
代
の

人
で
、
現
代
美
術
家
と
名
乗
る
人
も
い
る
。
彼
の
世
代
は
、

現
代
美
術
っ
て
い
う
言
葉
が
、
物
心
付
い
た
頃
に
は
も
う
既

に
あ
っ
た
世
代
だ
か
ら
、
も
う
、
疑
わ
な
い
の
か
な
。
元
々

あ
る
言
葉
を
疑
う
人
と
、
疑
わ
な
い
人
の
差
な
の
か
な
。
現

代
美
術
っ
て
不
思
議
な
言
葉
で
す
よ
ね
。

小
山
田
：
現
代
美
術
は
、
日
本
で
は
80
年
に
入
っ
て
か
ら
の

言
葉
だ
し
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
か
さ
、
ホ
ワ
イ
ト

キ
ュ
ー
ブ
と
か
さ
。
た
っ
た
そ
ん
だ
け
の
歴
史
の
中
で
、
そ

の
根
元
が
気
に
な
ら
ず
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
る
っ
て
こ

と
だ
よ
ね
。
ま
だ
生
き
て
る
よ
。
そ
の
辺
の
人
た
ち
。

羊
屋
：
小
山
田
さ
ん
て
、
赤
瀬
川
原
平
さ
ん
と
か
面
識
あ
っ

た
り
す
る
ん
で
す
か
？

小
山
田
：
面
識
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
る
頃
に
は
、
体
調
を

崩
さ
れ
て
た
。
小
学
生
の
頃
か
ら
、
真
似
し
て
た
。
完
璧
に

コ
ピ
ー
で
き
る
よ
。

羊
屋
：
本
当
で
す
か
！
わ
た
し
、
再
読
し
て
る
ん
で
す
よ
。

「
東
京
ミ
キ
サ
ー
計
画
」
を
。

小
山
田
：
あ
の
辺
の
諸
先
輩
方
っ
て
い
う
の
も
、
真
似
た
諸

先
輩
が
ま
た
海
外
に
い
は
る
の
で
、
い
ろ
ん
な
系
譜
が
あ
る

ん
だ
ろ
う
な
と
思
う
ん
だ
け
ど
。
ほ
ん
ま
に
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
っ
て
い
う
の
を
誤
解
し
て
欲
し
く
な
い
よ
ね
。
現
代
美

術
っ
て
固
定
さ
れ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
は
ず
。

西
田
：
そ
う
で
す
ね
。
現
代
美
術
を
始
め
た
先
輩
方
、
始
め

た
っ
て
言
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど
。

小
山
田
：
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
い
た
人
た
ち
ね
。

西
田
：
現
代
美
術
と
い
う
よ
り
、
も
っ
と
過
去
を
遡
っ
て
い

ろ
ん
な
文
脈
が
あ
っ
て
、
物
凄
い
葛
藤
の
中
で
で
き
た
も
の

が
た
ま
た
ま
…

小
山
田
：
う
ん
。
質
問
の
芸
術
や
っ
た
と
思
う
ん
よ
ね
。
だ

か
ら
、
答
え
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
て
、
前
の
価
値
観
に
対

し
て
の
疑
問
を
表
明
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
の
表
現
を
選

ん
だ
人
々
が
い
た
。
そ
の
塊
に
、
い
つ
の
間
に
か
現
代
美
術
っ

て
い
う
言
葉
が
名
付
け
ら
れ
た
。

羊
屋
：
そ
う
思
い
ま
す
。
西
洋
や
欧
米
は
時
間
が
経
っ
て
る

か
ら
、
定
義
っ
て
い
う
の
が
固
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
の
輸
入
さ
れ
た
現
代
美
術
っ
て

い
う
の
は
、
全
然
違
う
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
思
い
ま
す
し
。

伊
藤
：
日
本
で
の
現
代
美
術
と
言
っ
た
時
の
定
義
っ
て
、
ど

こ
か
ら
現
代
？

羊
屋
：
じ
ゃ
あ
、
美
術
家
の
方
た
ち
、
お
答
え
を
。

小
山
田
：
多
分
、
50
年
代
後
半
か
ら
60
年
代
に
か
け
て
マ
ル

セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
を
読
み
込
ん
だ
人
々
。

伊
藤
：
前
衛
の
人
た
ち
。
武
満
徹
さ
ん
と
か
。

小
山
田
：
か
ら
が
、
総
じ
て
、
現
代
美
術
っ
て
い
う
言
葉
で

括
れ
る
世
代
な
の
か
も
し
れ
ん
。
フ
ル
ク
サ
ス
と
か
ね
。

羊
屋
：
そ
の
時
に
、
美
術
家
だ
け
で
は
な
く
て
音
楽
の
人
と

か
だ
っ
た
ら
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
が
い
た
り
だ
と
か
。

小
山
田
：
そ
れ
と
、
前
衛
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
結
構
前
か
ら

日
本
で
も
走
り
始
め
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の
頃
は
そ
れ
ま

で
権
威
だ
っ
た
団
体
展
か
ら
分
離
し
て
、
分
離
派
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
人
々
な
ん
だ
け
ど
。

伊
藤
：
小
山
田
さ
ん
が
先
生
に
見
え
て
き
た
と
思
っ
た
ら
、

美
術
の
先
生
だ
っ
た
。

小
山
田
：
ち
な
み
に
、
こ
れ
、「
現
代
美
術
史
Ⅳ
」
と
い
う
や
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羊
屋
：
そ
れ
も
こ
れ
も
、
あ
あ
美
術
家
っ
て
思
わ
れ
ち
ゃ
う
。

小
山
田
：
ま
あ
そ
れ
を
逆
手
に
取
る
し
か
な
い
の
か
な
と
か

は
思
っ
た
り
は
す
る
け
ど
。

羊
屋
：
も
う
戻
れ
ま
せ
ん
も
ん
ね
。

小
山
田
：
で
も
、
子
供
に
対
し
て
だ
け
は
ま
だ
そ
れ
が
可
能

で
さ
。
子
供
た
ち
は
俺
が
何
者
か
わ
か
ら
な
い
。
特
に
公
文

に
来
て
い
る
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
い
つ
も
厨
房
に
立
っ

て
い
る
変
な
お
じ
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
物
知
り
。
そ
こ
の
関
係

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
は
面
白
い
で
し
ょ
？

羊
屋
：
面
白
い
。
わ
た
し
の
親
戚
に
も
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
お
じ
さ
ん
が
い
る
。

小
山
田
：
い
た
。

羊
屋
：
で
も
、
わ
た
し
、
そ
の
お
じ
さ
ん
が
一
番
大
好
き
な

の
。
な
ぜ
だ
ろ
。
大
人
た
ち
か
ら
は
、
困
っ
た
人
だ
な
っ
て

思
わ
れ
て
い
る
け
ど
、
子
供
か
ら
は
愛
さ
れ
て
る
。
ジ
ャ
ッ

ク
・
タ
チ
の
映
画
の
「
僕
の
伯
父
さ
ん
」
み
た
い
に
。
あ

と
、
わ
た
し
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
た
ち
に
、
哲
学
を
感
じ

た
り
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
テ
リ
ー
・
ギ
リ
ア
ム
の

「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
キ
ン
グ
」
み
た
い
な
。
な
ん
か
映
画
の
例

え
話
ば
っ
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
山
田
：
最
近
の
子
供
は
、
知
ら
な
い
人
の
家
に
遊
び
に
行

か
せ
て
も
ら
え
な
い
や
ん
。
だ
か
ら
ね
、
本
当
に
昔
は
、
エ

ロ
本
に
し
て
も
洋
楽
に
し
て
も
、
何
か
近
し
い
他
者
の
と
こ

ろ
に
い
っ
て
ゲ
ッ
ト
し
て
く
る
も
の
や
っ
た
や
ん
。

羊
屋
：
貪
り
読
ん
で
ま
し
た
ね
。
あ
れ
？
暗
い
。
夜
だ
ー
。
っ

て
時
間
も
忘
れ
て
。

小
山
田
：
最
近
の
風
潮
で
は
出
入
り
し
な
い
よ
う
に
仕
向
け

ら
れ
て
い
る
の
で
。
だ
か
ら
、
公
文
で
も
ぞ
も
ぞ
や
っ
て
る

の
も
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
俺
が
大
学
の
先
生
だ
か
ら
安
心

し
て
預
け
て
く
れ
る
ん
よ
。
そ
れ
は
そ
れ
で
使
わ
せ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
い
ろ
い
ろ
仕
込
み
を
し
た
り
は
し
て

る
。
だ
か
ら
、
子
供
た
ち
は
多
分
、
そ
れ
ぞ
れ
は
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
持
っ
た
ま
ま
な
ん
だ
と
思
う
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
環
境
が

狭
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
広
げ
る
必
要
が
今
は
あ
る
か
な
と

思
っ
て
る
。
美
術
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
も
し
一

般
的
な
感
覚
に
な
っ
た
ら
、
役
目
が
終
わ
る
も
ん
だ
と
思
っ

て
い
る
の
よ
ね
。

羊
屋
：
そ
う
で
す
ね
。
わ
た
し
も
役
目
を
果
た
し
た
い
で
す
。

誰
も
何
も
わ
ざ
わ
ざ
し
な
く
て
も
い
い
状
態
を
、
風
景
と
し

て
見
た
い
で
す
。

小
山
田 

徹
（
こ
や
ま
だ 

と
お
る
）

美
術
家
。
１
９
６
１
年
に
鹿
児
島
に
生
ま
れ
る
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本

画
科
卒
業
。
１
９
９
８
年
ま
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
「
ダ
ム
タ
イ
プ
」

で
舞
台
美
術
と
舞
台
監
督
を
担
当
。
平
行
し
て 

「
風
景
収
集
狂
舎
」
の
名
で

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
共
有
空
間
の
開
発
を
行
い
現
在
に
至
る
。

２
０
０
９
年
よ
り
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
で
彫
刻
の
教
員
を
務
め
る
。
現
在
、

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
。
東
日
本
大
震
災
以
降
の
女
川
で
の
活

動
を
元
に
出
来
た
「
対
話
工
房
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

て
は
当
事
者
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
絶
対
に
当
て
は
ま
る
、
普
遍

だ
け
ど
特
別
な
、
そ
こ
へ
翻
訳
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
き

ま
し
た
。

小
山
田
：
で
も
、
良
き
例
え
話
だ
と
思
う
。
翻
訳
っ
て
、
例

え
話
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。

羊
屋
：
そ
う
で
す
ね
。

小
山
田
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
も
そ
う
や
ん
。
男
言
語
と
女
言
語

も
違
う
よ
う
な
気
が
す
る
し
、
そ
こ
が
お
互
い
に
翻
訳
し
合

う
時
は
、
絶
対
例
え
話
を
使
う
ん
よ
ね
。
演
劇
と
か
文
学
は
、

例
え
話
の
集
ま
り
な
訳
や
ん
。
そ
の
こ
と
だ
け
を
伝
え
た
い

訳
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
の
例
え
話
に
乗
っ
け
て
伝
え
た
い
こ
と

が
あ
る
は
ず
な
ん
よ
。
多
分
、
美
術
も
そ
う
な
ん
や
と
思
う

の
よ
。

羊
屋
：
そ
う
で
す
ね
。
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
み
た
い
な

悲
恋
と
い
う
の
は
、
全
て
の
国
に
あ
る
。
例
え
話
が
違
う
だ

け
。

小
山
田
：
夜
寝
る
時
に
、
子
供
に
、
本
を
読
ん
で
い
た
ん
や

け
ど
「
今
日
か
ら
お
話
に
し
ま
す
」
っ
て
言
っ
て
。
最
近
の
、

家
族
や
子
供
た
ち
と
一
緒
に
や
っ
た
こ
と
を
お
話
に
し
て
、

再
確
認
を
す
る
っ
て
い
う
の
を
儀
式
に
し
て
ん
の
よ
。
こ
の

儀
式
に
自
分
も
鍛
え
ら
れ
て
さ
。
例
え
ば
、
言
葉
の
使
い
方

と
か
、
こ
こ
に
ユ
ー
モ
ア
を
ど
う
や
っ
て
盛
り
込
む
か
と
か

ね
。
子
供
も
参
加
し
て
来
る
の
よ
。
あ
の
時
あ
ー
や
っ
た
と

か
、
赤
い
実
を
見
つ
け
た
よ
ね
と
か
。
面
白
可
笑
し
く
ち
ょ
っ

と
し
た
間
を
作
っ
た
り
、
ま
る
で
演
劇
な
ん
や
け
ど
、
ほ
ん

ま
の
自
分
た
ち
の
物
語
を
、
例
え
話
の
上
に
も
う
一
回
乗
っ

け
て
、
客
観
的
に
追
体
験
を
す
る
っ
て
い
う
の
が
、
最
近
の

趣
味
で
。
子
供
と
毎
日
、
創
作
劇
場
。

羊
屋
：
い
い
で
す
ね
。
な
ん
に
も
い
ら
な
い
で
す
も
ん
ね
。

小
山
田
：
散
歩
し
に
行
っ
た
の
を
、
家
を
出
る
と
こ
ろ
か
ら

帰
る
時
ま
で
全
て
の
物
語
に
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
、
実

は
美
術
も
や
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
る
ん
よ
。

で
も
、
美
術
が
主
目
的
に
な
る
と
な
ん
か
ズ
レ
て
く
る
や
ん
。

西
田
：
そ
う
、
美
術
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
美
術
や
っ
て
る
と
、

そ
こ
ま
で
は
到
達
し
得
な
い
で
す
よ
ね
。

小
山
田
：
だ
か
ら
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
目
的
の
た
め
に
美
術
を

使
う
ん
だ
っ
た
ら
、
美
術
の
技
術
は
ど
ん
ど
ん
磨
く
べ
き
だ

よ
。

羊
屋
：
生
活
の
中
の
ク
ラ
イ
シ
ス
を
乗
り
越
え
る
時
、
自
分

が
演
劇
を
や
っ
て
た
ん
だ
か
ら
、
そ
の
技
術
に
よ
っ
て
、
立

ち
直
れ
る
よ
う
な
、
上
手
な
翻
訳
が
で
き
て
、
生
き
延
び
ら

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。

小
山
田
：
生
活
の
中
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
声
掛
け
の
間
合
い

と
か
、
す
ご
い
演
劇
的
じ
ゃ
ん
。
で
も
、
そ
れ
が
必
要
で
、

上
手
く
行
っ
た
ら
、
技
術
な
ん
や
ろ
う
ね
、
き
っ
と
。
そ
し

て
、
日
常
の
全
て
に
満
ち
満
ち
て
い
て
さ
。
料
理
を
一
緒
に

す
る
と
か
も
そ
う
だ
よ
。
一
人
で
や
っ
て
る
よ
り
、
他
者
と

一
緒
じ
ゃ
な
い
と
、
声
を
か
け
る
相
手
も
い
な
い
し
、
な
に

も
起
こ
ら
な
い
。

羊
屋
：
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
日
常
と
か
生
活
と
か
っ
て
い
う

言
葉
を
、
い
っ
ぱ
い
使
い
な
が
ら
続
け
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ん
で
す
け
ど
、
さ
っ
き
青
ヶ
島
の
荒
井
さ
ん
と
話
し
を

し
た
時
に
荒
井
さ
ん
が
「
暮
ら
し
」
っ
て
、
言
わ
れ
て
、
す

ご
い
新
鮮
で
し
た
。
同
じ
こ
と
言
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、「
暮
ら

し
」、
も
う
、
別
格
の
響
き
で
し
た
。

小
山
田
：
心
の
メ
モ
に
書
い
て
お
か
な
。

羊
屋
：
わ
た
し
も
。

小
山
田
：
最
近
読
ん
で
る
本
で
、
石
牟
礼
道
子
さ
ん
の
エ
ッ

セ
イ
集
な
ん
や
け
ど
『
食
べ
ご
し
ら
え
お
ま
ま
ご
と
』
あ
れ

良
い
よ
ね
。
も
う
一
回
読
み
返
し
て
み
た
ら
、
こ
こ
に
辿
り

着
き
た
か
っ
た
か
も
っ
て
思
う
。
食
を
語
る
の
が
目
的
で
は

な
い
ん
だ
よ
。

羊
屋
：
わ
た
し
も
持
っ
て
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
お

父
さ
ん
の
こ
と
を
書
か
れ
て
い
る
。

小
山
田
：
あ
ん
な
お
父
さ
ん
に
な
り
た
い
よ
ね
。
娘
か
ら
そ

う
思
わ
れ
る
お
父
さ
ん
に
。

羊
屋
：
そ
う
そ
う
。
食
べ
物
が
描
か
れ
て
い
る
け
ど
、
そ
れ

を
作
っ
て
い
る
の
は
お
父
さ
ん
な
ん
で
す
。

小
山
田
：
そ
う
。
食
べ
物
の
こ
と
書
い
て
い
る
け
ど
、
そ
こ

に
は
そ
れ
を
こ
し
ら
え
る
人
々
の
作
業
が
あ
っ
て
、
協
働
の

会
話
が
あ
っ
て
っ
て
い
う
と
こ
ろ
を
書
い
て
る
か
ら
さ
。

羊
屋
：
お
父
さ
ん
と
、
お
料
理
、
両
方
か
ら
グ
ッ
と
く
る
。

小
山
田
：
美
術
に
し
て
も
演
劇
に
し
て
も
文
学
に
し
て
も
、

多
分
科
学
に
し
て
も
、
全
部
、
本
当
は
そ
れ
ぞ
れ
の
そ
れ
が

主
目
的
で
は
な
い
ん
だ
よ
ね
。

羊
屋
：
小
山
田
さ
ん
も
、
世
間
か
ら
、
美
術
家
っ
て
ラ
ベ
リ

ン
グ
さ
れ
た
か
ら
、
こ
う
な
っ
ち
ゃ
ん
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

か
っ
て
、
思
っ
た
り
し
な
い
？

小
山
田
：
す
る
。
何
や
っ
て
も
、
美
術
家
が
や
っ
て
る
っ
て
、

周
り
が
見
ち
ゃ
う
や
ん
。

羊
屋
：
自
分
か
ら
言
っ
た
覚
え
が
な
く
て
も
ね
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
イ
メ
ー
ジ
。

小
山
田
：
俺
、
大
工
し
て
た
し
、
バ
ー
テ
ン
し
て
た
し
、
金

が
な
い
か
ら
皆
と
住
ん
で
た
し
。
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平
成
28
年
8
月
8
日
、
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀

行
の
一
行
は
、
寝
食
を
共
に
す
る
時
間
を
作
っ
て
み
よ
う
と

「
夏
の
ス
ー
プ
強
化
合
宿
」
を
計
画
し
た
。「
東
京
を
外
か
ら

眺
め
る
」
と
い
う
こ
と
で
何
を
強
化
す
る
の
か
は
わ
か
ら
な

い
ま
ま
、
土
地
勘
の
あ
る
馨
さ
ん
を
頼
り
に
神
奈
川
県
城
ヶ

島
へ
と
向
か
っ
た
。

　

そ
の
日
は
、
雲
ひ
と
つ
無
い
青
空
だ
っ
た
の
を
今
で
も
覚

え
て
い
る
。
ま
ず
は
ス
ー
プ
を
飲
ま
ね
ば
始
ま
ら
ぬ
と
、
横

浜
中
華
街
へ
寄
り
道
し
、
暑
気
払
い
に
ふ
さ
わ
し
い
酸
辣
湯

を
い
た
だ
い
た
。
満
腹
の
お
な
か
を
抱
え
て
中
華
街
で
車
に

乗
り
込
ん
だ
午
後
3
時
、
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
が
車
中
に
流

れ
、
車
を
日
陰
に
止
め
て
、
静
か
に
耳
を
傾
け
た
。

　
「
戦
後
70
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
過
ぎ
、
2
年
後
に
は
、

平
成
30
年
を
迎
え
ま
す
。
私
も
80
を
越
え
、
体
力
の
面
な
ど

か
ら
様
々
な
制
約
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
、
天

皇
と
し
て
の
自
ら
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ
の
先

の
自
分
の
在
り
方
や
務
め
に
つ
き
、
思
い
を
致
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
・
・
・
」

　

つ
い
一
月
ま
え
の
7
月
に
、
生
前
退
位
の
報
道
が
な
さ
れ

た
後
の
お
言
葉
だ
っ
た
。
暫
く
一
行
は
沈
黙
し
、
湘
南
の
海

を
眺
め
た
。

　

途
中
、
海
岸
な
ど
を
寄
り
道
し
つ
つ
漸
く
三
崎
港
に
つ
き
、

辺
り
を
見
渡
す
と
鮪
の
文
字
が
。
先
ほ
ど
の
沈
黙
は
破
ら
れ
、

「
ま
ぷ
さ
ん
の
好
物
は
鮪
だ
っ
た
」
と
い
う
話
題
で
盛
り
上

が
っ
た
。
鰹
に
も
目
も
く
れ
ず
、
鮪
を
好
ん
で
食
し
た
そ
う

だ
。
た
ま
た
ま
、
私
の
誕
生
日
が
8
月
1
日
で
好
物
が
鮪
の

赤
身
だ
っ
た
こ
と
も
重
な
り
、
夕
食
は
お
寿
司
屋
さ
ん
で
鮪

三
昧
。
羊
屋
さ
ん
、
ア
リ
ク
イ
な
ら
ぬ
マ
グ
ロ
く
い
の
ま
ぷ

さ
ん
も
そ
の
場
に
い
た
ら
、
シ
ャ
リ
だ
け
残
し
て
ぺ
ろ
り
と

食
べ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
言
っ
た
。

　

8
月
9
日
、
快
晴
無
風
。
三
浦
半
島
を
北
上
し
、
海
岸
線

を
辿
り
な
が
ら
、
漫
画
家
の
江
口
寿
史
さ
ん
が
逃
避
し
に
き

て
い
た
葉
山
の
デ
ニ
ー
ズ
へ
。
午
前
11
時
、
長
崎
市
長
の
ス

ピ
ー
チ
を
店
内
で
反
芻
し
た
。
清
美
さ
ん
の
故
郷
で
も
あ
る
、

長
崎
の
お
話
も
聴
き
な
が
ら
言
葉
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
噛
み
し

め
た
。
そ
し
て
ま
た
、
沈
黙
。
暫
く
静
か
な
ま
ま
、
店
を
出

て
、
駐
車
場
か
ら
一
人
海
を
眺
め
て
い
た
羊
屋
さ
ん
に
声
を

か
け
る
と
、
そ
こ
か
ら
の
眺
め
が
気
に
入
っ
た
よ
う
で
、
次

は
椅
子
を
持
っ
て
こ
こ
に
来
る
と
心
に
誓
っ
て
い
た
。

　

東
京
へ
戻
る
道
す
が
ら
、
大
和
市
の
ベ
ト
ナ
ム
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
訪
ね
た
。「T

H
A

N
H

-H
A

（
タ
ン
ハ
ー
）」
と
い

う
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
食
材
店
が
あ
り
、
そ
こ
で
昼
食
を
取
る

こ
と
に
。
勿
論
、
ス
ー
プ
も
い
た
だ
き
、
エ
ビ
と
パ
ク
チ
ー

の
異
国
の
香
り
が
抜
け
た
。
草
梛
さ
ん
が
、
隣
に
い
た
ベ
ト

ナ
ム
人
留
学
生
た
ち
に
声
を
か
け
、
食
べ
方
を
教
わ
っ
た
り

し
て
い
く
う
ち
に
、
一
緒
に
食
卓
を
囲
ん
だ
。
お
母
さ
ん
と

も
仲
良
く
な
り
、
最
後
に
オ
ス
ス
メ
の
ナ
ン
プ
ラ
ー
を
買
っ

て
帰
っ
た
。
タ
ン
ハ
ー
は
清
い
川
と
い
う
意
味
だ
そ
う
。
お

母
さ
ん
が
サ
イ
ゴ
ン
出
身
だ
っ
た
の
で
、
も
し
か
す
る
と
、

メ
コ
ン
川
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
さ
て
、
こ
の
旅
で
一

体
何
が
強
化
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ど
こ
へ
行
っ

て
も
、
食
卓
を
囲
み
、
終
わ
り
の
側
で
静
か
に
耳
を
傾
け
る

の
が
私
た
ち
の
振
る
舞
い
方
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ

か
っ
た
。

　

ぐ
る
り
と
回
り
、
江
古
田
に
帰
っ
て
来
る
。
そ
し
て
一
年

後
の
平
成
29
年
7
月
17
日
「R

est In Peace, Tokyo 

み
と

れ
る
」
で
香
り
立
つ
エ
ビ
の
ス
ー
プ
を
み
ん
な
で
食
べ
た
。

奇
し
く
も
、
開
催
か
ら
少
し
経
っ
た
、
8
月
8
日
快
晴
の
正

午
、
7
月
の
会
場
で
も
あ
り
、
私
が
働
い
て
い
た
江
古
田
市

場
の
カ
フ
ェ
、norari:kurari

が
閉
店
し
、
再
び
沈
黙
し
た
。

な
ん
と
い
う
巡
り
合
わ
せ
な
の
だ
ろ
う
。
季
節
の
終
わ
り
も

巡
り
巡
っ
て
来
る
よ
う
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
、
江
古
田
の
乃

が
た
で
鮪
の
刺
身
を
食
べ
て
い
た
ら
思
い
出
し
た
。
平
成
30

年
の
8
月
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

齋
藤 

優
衣 （
さ
い
と
う 

ゆ
い
）  

制
作
・
俳
優  

練
馬
区
・
江
古
田
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
演
劇
活
性
化
団
体
ｕ
ｎ
ｉ
」
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
当
。
幼
少
時
に
祖
母
か
ら
教
わ
っ
た
編
み
物
を
続
け
て
ゆ

く
な
か
で
、
暮
ら
し
の
所
作
と
し
て
、
手
し
ご
と
に
関
心
を
も
ち
、「
あ
む
‐

か
い
」
を
江
古
田
の
片
隅
で
開
い
て
い
る
。
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

紀
行
で
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
て
江
古
田
の
フ
ィ
ー
ル
ド
担
当
。

東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー　

齋
藤 
優
衣

８
月
８
日 

、
快
晴
。

葉山デニーズ駐車場より



Rest In Peace, Tokyo
2017.5.17〜2017.11.17
その1

羊屋白玉が、毎月書き溜めた宛てのない手紙のような

スクリプト「Rest In Peace, Tokyo」、暑くても寒くて

も訪れてくれた参加者の姿、毎月みんなでつくり食べ

たスープにレシピを添えて。

遠くマレーシアからの参加者、劇作家リャオ・プェイティ

ンから寄稿されたエッセイ。

そして、遥か青ヶ島で出会った、青ヶ島郷土芸能、還

住太鼓奏者、荒井智史氏からの便り。

2017.10.14　江古田駅南口
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She created a myth through her own life about how an unfortunate, destitute young girl could 

prove to accomplish great things. Most people, including myself, in our lives only knew her as 

greedy and plunging straight towards her goals, but she was actually kind and shy and delicate 

and afraid to be disliked. Her flourishing ideal of the world was bred in her since childhood 

and it was by no means an empty dream. Multitudes of people came from all over the world to 

meet her. Anyone and everyone who met her would fall in love with her and imitate her. She 

rose to stardom in an instant, but that led to the shortening of her life. You don’t have to fight 

so hard anymore, Tokyo. Little girl. I called her Tokyo.

彼
女
は
、
自
分
の
人
生
を
通
し
て
、
恵
ま
れ
な
い
貧
し
い
少
女

が
い
か
に
大
き
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
神
話

を
つ
く
り
あ
げ
た
。
わ
た
し
も
ふ
く
め
て
多
く
の
人
た
ち
は
、

優
し
く
て
、
シ
ャ
イ
で
、
繊
細
で
、
嫌
わ
れ
る
こ
と
を
怖
が
り
、

で
も
人
生
に
は
貪
欲
で
達
成
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
彼
女
し
か

知
ら
な
い
だ
ろ
う
。
彼
女
の
抱
い
た
世
界
へ
羽
ば
た
く
理
想
は
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
育
ま
れ
た
も
の
で
、
決
し
て
、
は
か
な
い
夢

物
語
で
は
な
か
っ
た
。
世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
彼

女
に
会
い
に
訪
れ
た
。
誰
も
彼
も
が
彼
女
に
憧
れ
、
真
似
を
し

た
。
一
気
に
、
ス
タ
ー
ダ
ム
を
駆
け
上
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
、

彼
女
の
命
を
縮
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
、
も
う

が
ん
ば
ら
な
く
っ
た
っ
て
い
い
よ
、
東
京
。
小
さ
な
少
女
。
わ

た
し
は
彼
女
を
東
京
と
呼
ん
で
い
た
。

Rest In Peace, Tokyo  Chapter 0  はじまる

Vieill Bakerycafe & Gallery
May 17th , 2017
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□	材料（24人前）※野菜の量はお好みで
・新玉ねぎ　6個　・ベーコン　1000ｇ　・しいたけ　12個　・しめじ　3房　・たけのこ　小ぶり2個（下処理してあるもの）
・ブロッコリー　1房（下茹でし茎部分と葉部分をて分け使う）　・そら豆　10 ～ 12本　・野菜ブイヨン　6個
・水　4.8ℓ　・塩　適量　・コショウ　適量

① 新玉ねぎ、ベーコンは角切り（ゴロゴロ感がでるように）、しいたけは5ｍｍの千切り、しめじは細かく裂いておく。

② たけのこは節を意識して食べ応えあるくらいの大きさにカットする。茹でたブロッコリーは茎部分と葉部分を分け、 
それぞれゴロゴロ感が残るようにカットする。そら豆は下茹でしておく。

③ 鍋にオリーブオイルを大さじ2くらい温め、そこにカットした新玉ねぎ、ベーコンを入れて炒める。

④ 新玉ねぎがきつね色になったら、水を入れる。そこにカットしたしめじ、しいたけ、たけのこ、ブロッコリーの茎部分を入れ、 
野菜ブイヨンを入れて煮込む。

⑤ スープが煮立ってきたら、そら豆、ブロッコリーの葉部分を入れる。

⑥ 基本的にはベーコンと野菜ブイヨンで味が出ますが、塩・コショウなどでスープの味を調えてください。

⑦ 野菜に味が染みたら完成です。

大き目のスープカップに入れてゴロゴロとした食感を楽しんでください。

2017.5.17のスープ

立夏の候　「旬野菜のゴロゴロスープ」
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I found a dead bird. Its feathers were glossy like velvet, and when I placed it in my palm, it 
was soft. I wandered around town, looking for a place to bury it. There’s a lot of ground, but 
no dirt. I dug up a flower garden in a park and buried it there. There was a scratching sound 
and when I turned around I found a kitten scratching the ground. It was trying to kick dirt 
onto its waste. It’s tearing up the pavement. It tries to shake off the waste that has stuck to its 
paws. When I went near, the cat looked so embarrassed, so embarrassed that I felt sorry for it, 
and it closed its eyes and returned into the park. All the cats and dogs and birds and insects 
barked as they ran through the playground and greenery, cutting through concrete, digging up 
the dirt and chirping as they flew up into the sky. The dirt on the ground took deep breaths 
that reached the bottom of the ocean.

鳥
の
な
き
が
ら
を
見
つ
け
た
。
羽
は
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
に
つ
や

つ
や
で
、
手
の
ひ
ら
に
の
せ
る
と
柔
ら
か
か
っ
た
。
ど
こ
か
に

埋
め
よ
う
と
街
を
う
ろ
つ
く
。
地
面
は
あ
る
け
ど
、
土
は
な
い
。

公
園
の
花
壇
の
植
え
込
み
を
掘
っ
て
埋
め
た
。
カ
リ
カ
リ
と
音

が
し
て
振
り
向
く
と
、
猫
の
子
が
地
面
を
掻
い
て
い
た
。
排
泄

物
に
土
を
か
け
た
い
の
だ
ろ
う
。
舗
装
道
路
を
か
き
む
し
っ
て

い
る
。
手
の
先
に
つ
い
た
排
泄
物
を
、
ふ
る
ふ
る
と
、
振
り
落

と
そ
う
と
し
て
い
る
。
近
づ
く
と
、
猫
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
、

見
る
の
が
気
の
毒
な
く
ら
い
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
の
で
、
目

を
つ
む
っ
て
、
公
園
に
戻
っ
た
。
作
ら
れ
た
遊
具
と
緑
の
中
を
、

か
つ
て
の
猫
や
犬
や
鳥
や
虫
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
突
き
抜
け

て
、
土
ぼ
こ
り
を
上
げ
て
、
吠
え
な
が
ら
走
り
ぬ
け
、
さ
え
ず

り
な
が
ら
空
を
舞
っ
た
。
地
面
の
土
は
、
海
の
底
ま
で
届
く
深

呼
吸
を
し
て
い
た
。

Rest In Peace, Tokyo  Chapter 1 はなまる

小竹町会館
June 19th , 2017
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□ 材料（18人前）※野菜の量はお好みで

・玉ねぎ　5個　 ・ズッキーニ　6 本　・鳥手羽元　18 本（一人1本）　・しめじ　2 房　・トマト　8 個
・オリーブオイル　適量　・野菜ブイヨン　4個　・水　3.6ℓ　・塩　適量　・コショウ　適量

① 玉ねぎは皮をむいて3ｍｍ程度の薄切りにする。しめじは細かく手で裂いておく。

② トマトは湯船して皮をむき、角切りにする。（汁が出るので、ボウルに入れておく。）

③ ズッキーニは、縦半分に切り、1cmほどの扇型にカットする。

④ 手羽元に切れ目を入れておく。

⑤ 鍋にオリーブオイルをおおさじ2くらい温め、そこにカットした玉ねぎ、ズッキーニを入れて炒める。

⑥ 玉ねぎがしんなりしてきたら、手羽元を入れ、塩・コショウを入れてさらに炒める。

⑦ トマトと水を入れ、野菜ブイヨンを入れて煮込む。

⑧ スープが煮立ってきたら、しめじを入れ、弱火でさらに煮込む。

⑨ 塩・コショウで味を調え、オリーブオイルをひと回しして完成。

トマトとチキンとズッキーニの相性抜群のスープができました。
温かいうちにお召し上がりください。

2017.6.19のスープ

夏至の候「トマトとチキンとズッキーニのスープ」



48 49 

Because I had written about her in such a way, I received a complaint from her. “I’m sorry, 

may I interject? I am not Tokyo. I’m something much bigger and better than Tokyo. Shall 

I tell you what she’s like? She’s a lazy know-it-all. She’s a jealous narcissist. A greedy pig. 

Stubborn and hot-tempered. What do you think? Totally different, right? Look, the way we 

walk. The way we talk. The way we turn around. The way we put our hands on our cheeks. I 

am something much lovelier than Tokyo. Why? If I were Tokyo, I wouldn’t allow the northern 

inlet or the southern peninsula to this island to become such destitute wastelands. Ah! What 

loneliness. Well. Take care.” She hadn’t changed a bit.

わ
た
し
が
彼
女
を
あ
ん
な
ふ
う
に
書
い
た
も
の
だ
か
ら
、
本
人

か
ら
繰
り
言
が
届
い
た
。「
な
に
と
ぞ
あ
し
か
ら
ず
。
ち
ょ
っ

と
い
い
か
し
ら
。
わ
た
し
東
京
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
わ
。
わ
た
し

東
京
よ
り
も
っ
と
大
き
く
て
も
っ
と
よ
い
な
に
か
よ
。
だ
っ
た

ら
あ
い
つ
の
性
格
を
言
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
か
。
知
っ
た
か
ぶ

り
の
怠
け
も
の
。
焼
き
も
ち
や
き
の
自
惚
れ
屋
。
ご
う
つ
く
ば

り
の
大
喰
ら
い
。
意
地
っ
張
り
の
癇
癪
持
ち
。
ど
う
。
全
然
違

う
で
し
ょ
。
ほ
ら
、
こ
の
歩
き
方
も
。
こ
の
喋
り
方
も
。
こ
の

振
り
向
き
方
も
。
こ
の
頬
づ
え
の
つ
き
方
も
。
わ
た
し
っ
た
ら

東
京
な
ん
か
よ
り
も
っ
と
素
敵
な
な
に
か
な
の
。
な
ぜ
っ
て
も

し
こ
の
わ
た
し
が
東
京
な
ら
、
こ
の
島
の
北
の
入
り
江
や
南
の

半
島
を
、
こ
ん
な
に
も
痩
せ
た
荒
野
に
は
さ
せ
な
い
も
の
。
嗚

呼
。
な
ん
た
る
寂
し
さ
か
し
ら
。
じ
ゃ
。
ご
き
げ
ん
よ
う
。」

彼
女
は
、
な
ん
ら
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

Rest In Peace, Tokyo  Chapter 2  みとれる

norari : kurari cafe & galette
July 17th , 2017
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□ 材料（30人前）※野菜の量はお好みで

・玉ねぎ　8個　・じゃがいも　8個　・海老　30尾（一人1尾）　・トマト缶　4缶　・しめじ　4房
・絹さや　80個　・にんにく　1個　・野菜ブイヨン　８個　・水　6ℓ　・塩　適量　・コショウ　適量
・石　30個（この時は、遠赤外線陶磁器の石を一人ひとつ）

① 玉ねぎは皮をむいて角切りにする。ニンニクは細かく刻んでおく。しめじは石づきををとり、ひとつひとつ手で裂いておく。

② じゃがいもは皮ごと茹で、茹で終わったら、皮をむきマッシュしてボウルに入れておく。

③ 海老はシッポについている殻だけ残して殻をむき、背ワタをとる。臭みとりのため片栗粉を混ぜた水で、海老、殻、それぞれを軽く洗う。 
ペーパータオルで水けを切り、海老、殻をそれぞれ分けておいておく。

④ 絹さやは筋をとり、軽く下処理（塩茹で）しておく。粗熱がさめたら半分くらいの大きさにカットしておく。

⑤ スープ鍋にオリーブオイルとニンニクを入れ火をつけ、海老の殻を入れて炒める。 
海老の香りがついたら、殻を取り出し、玉ねぎを入れて炒める。

⑥ 玉ねぎが炒まったら、トマト缶と水を入れて煮込む。

⑦ マッシュしていたじゃがいもとしめじ、野菜ブイヨンを入れて煮込む。

⑧ スープが煮立ってきたら絹さやを入れる。塩・コショウで味を調え、オリーブオイルをひと回しして完成。

石をもった旅人をイメージしてスープを作りました。 
食べ終わった後に石が残る不思議なスープができました。

2017.7.17のスープ

大暑の候「海老の香り立つ石のスープ」
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こ
と
だ
っ
て
で
き
る
け
れ
ど
、
私
た
ち
は
時
間
を
か
け
て
一

軒
一
軒
を
皆
で
回
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
会
が
あ
る
種
の
儀
礼

的
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
リ
ヤ
カ
ー
を
引

く
人
の
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
、
そ
の
後
ろ
を
歩
い
て
ゆ
く
と

い
う
純
粋
な
行
為
の
繰
り
返
し
の
な
か
、
私
た
ち
は
ひ
と
つ

の
身
体
と
呼
吸
を
共
有
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ

の
後
の
食
卓
で
も
、
皆
が
ひ
と
つ
の
呼
吸
の
中
で
、
パ
ン
や
、

ス
ー
プ
を
手
か
ら
手
へ
と
渡
し
て
ゆ
く
。
食
事
が
終
わ
る
と
、

ま
た
手
か
ら
手
へ
と
空
い
た
器
や
残
っ
た
食
べ
物
が
テ
ー
ブ

ル
の
中
央
に
集
め
ら
れ
、
洗
い
場
へ
と
戻
さ
れ
た
。

　

会
場
に
到
着
し
た
我
々
は
、
ゆ
で
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
つ
ぶ

し
た
り
、
野
菜
を
切
っ
た
り
、
簡
単
な
調
理
の
手
伝
い
を
す

る
。
そ
の
後
、
二
階
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
戻
り
我
々
が
細
長
い

テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
で
座
る
と
、
皆
で
調
理
し
た
食
事
が
配
膳

さ
れ
た
。
そ
の
食
事
を
頂
き
な
が
ら
、
参
加
者
の
間
で
は
様
々

な
会
話
が
は
ず
ん
で
い
る
。
そ
の
頃
に
は
特
別
な
共
同
体
意

識
が
我
々
の
間
に
流
れ
て
い
た
。
そ
の
親
密
な
空
気
の
中
に

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
に
よ
っ
て
興
味
深
い
問

い
が
投
げ
入
れ
ら
れ
る
。

「
は
た
し
て
こ
の
活
動
は
演
劇
か
、
そ
う
で
は
な
い
か
？
」

こ
れ
は
非
常
に
興
味
深
い
議
論
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

見
る
か
ら
に
演
劇
性
の
高
い
こ
の
活
動
は
、
実
は
「
演
劇
を

し
な
い
」
と
い
う
約
束
の
下
に
始
ま
っ
た
の
だ
。
け
れ
ど
も

街
の
中
を
集
団
で
練
り
歩
く
様
子
は
人
目
を
引
く
し
、
演
劇

的
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
議
論
は
結
論
の

出
ぬ
ま
ま
終
わ
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容

か
ら
私
は
こ
う
考
え
る
。
羊
屋
は
意
識
的
に
あ
る
い
は
無
意

識
に
、
こ
の
「R

est In Peace, Tokyo

」
を
通
し
て
、
日

常
の
営
み
と
演
劇
、
あ
る
い
は
個
人
と
公
共
を
き
れ
い
に
区

分
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
混
合
し
て
浸
透
さ
せ
て
ゆ

く
よ
う
な
、
ま
だ
だ
れ
も
定
義
で
き
て
い
な
い
小
さ
く
残
さ

れ
た
領
域
に
触
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
今
回
の
会
で
は
ひ
と
つ
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

街
歩
き
が
は
じ
ま
る
直
前
、
リ
ヤ
カ
ー
の
中
に
手
書
き
で
文

字
が
書
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
見
つ
け
た
の
だ
。
こ
う
書

い
て
あ
る
。

「
あ
る
時
の
ト
ン
キ
ョ
に
（
な
ぜ
東
京
で
は
な
い
ん
だ
ろ

う
？
）、
お
な
か
を
す
か
せ
た
旅
人
が
い
ま
し
た
。
旅
人
は
石

を
ひ
と
つ
拾
い
ま
し
た
。」

そ
し
て
、
参
加
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
小
さ
な
ま
る
い
石
を

手
渡
さ
れ
る
。
ど
う
も
私
た
ち
は
架
空
の
街
「
ト
ン
キ
ョ
」

を
舞
台
に
「
お
な
か
を
す
か
せ
た
旅
人
」
の
役
を
与
え
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
到
着
し
た
時
、
こ
の
石
は

回
収
さ
れ
た
。
そ
し
て
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ー
プ
の
中

に
石
を
見
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
羊
屋
か

ら
、
良
か
っ
た
ら
そ
の
石
を
持
ち
帰
っ
て
、
ま
た
誰
か
と
ス
ー

プ
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
、
会

は
解
散
と
な
る
。

　

こ
の
時
、
私
は
西
洋
に
民
話
と
し
て
伝
わ
る
「
石
の
ス
ー

プ
」
の
話
を
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
も
し
私
が
こ
の
民

話
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
死
ん
で
し
ま
っ

た
猫
や
東
京
の
古
い
街
の
変
化
と
い
う
実
際
的
な
ス
ト
ー

リ
ー
か
ら
は
や
や
飛
躍
し
た
比
喩
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

私
に
と
っ
て
は
、
石
の
存
在
や
物
語
が
な
く
と
も
、
こ
の
活

動
で
起
き
た
全
て
の
こ
と
が
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
に
新
鮮
で

意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
は
、
と
て
も
多
く

の
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
し
、
羊
屋
の
言
う
「
恊
働
者
」
の

ひ
と
り
と
し
て
見
知
ら
ぬ
人
々
と
共
に
過
ご
し
た
時
間
は
楽

し
く
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

石
に
つ
い
て
最
後
に
ひ
と
こ
と
。
と
な
り
の
参
加
者
が
ス
ー

プ
に
入
っ
て
い
た
石
の
匂
い
を
か
い
で
い
た
の
で
、
私
も
「
自

分
の
」
石
を
か
い
で
み
て
お
ど
ろ
い
た
。
石
に
は
ス
ー
プ
に

入
っ
て
い
た
エ
ビ
の
香
り
が
と
て
も
強
く
残
っ
て
い
た
の
だ
。

こ
の
予
期
せ
ぬ
発
見
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。
そ
し
て
皆
に
食

べ
ら
れ
た
エ
ビ
に
対
し
て
特
別
な
思
い
が
沸
い
て
き
た
。
ス
ー

プ
に
入
っ
て
い
た
エ
ビ
は
と
て
も
小
さ
か
っ
た
し
、
量
も
多

く
は
な
か
っ
た
。
鍋
は
大
き
く
、
た
く
さ
ん
の
野
菜
が
入
っ

て
い
た
。
そ
れ
で
も
石
に
は
強
く
エ
ビ
の
香
り
が
残
っ
て
い

る
。
こ
ん
な
に
小
さ
な
エ
ビ
が
こ
れ
ほ
ど
の
不
屈
さ
と
大
き

な
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
感
動
的
な
発
見

だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
小
さ
な
エ
ビ
た
ち
に
安
ら
か
な
眠
り
を
。

レ
ス
ト
・
イ
ン
・
ピ
ー
ス
。

Leow
 Puay T

in （
リ
ャ
オ
・
プ
ェ
イ
テ
ィ
ン
）

脚
本
家
、
文
筆
家
。
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ン
ウ
ェ
イ
大
学
芸
術
学
部
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
・
メ
デ
ィ
ア
学
科
長
。
２
０
１
７
年
、
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン

タ
ー
の
特
別
研
究
員
と
し
て
半
年
間
日
本
に
滞
在
し
、
非
劇
場
空
間
に
お
い

て
展
開
さ
れ
る
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
で
場
所
性
の
強
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
関
し
て
リ
サ
ー
チ
と
執
筆
を
行
っ
た
。日

本
語
訳
、
編
集
：
西
田
秀
己

　

一
連
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
活
動 

「R
est In Peace, 

Tokyo

」 

は
５
年
前
に
22
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
、
あ
る
猫

へ
の
弔
い
か
ら
始
ま
っ
た
。
猫
は
こ
の
活
動
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

で
、
劇
団
指
輪
ホ
テ
ル
を
舵
取
る
羊
屋
白
玉
に
飼
わ
れ
て
い

た
。
数
年
の
間
、
猫
の
命
日
で
あ
る
5
月
17
日
に
は
、
彼
女

の
自
宅
に
友
人
た
ち
を
招
い
て
ス
ー
プ
を
ふ
る
ま
う
と
い
う

行
事
が
続
く
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
「
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ

ン
ケ
ッ
ト
紀
行
」
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
発
展
し
て

ゆ
く
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
タ
イ
ト
ル
に
は
、
羊
屋
が
死
に

ゆ
く
猫
を
包
ん
で
い
た
「
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
」、
猫
の
看
病
に
付

き
っ
き
り
だ
っ
た
彼
女
の
た
め
に
、
友
人
が
作
っ
て
く
れ
た

「
ス
ー
プ
」、
そ
し
て
こ
の
茫
漠
と
し
た
大
都
市
東
京
に
お
い

て
、
人
と
芸
術
、
場
所
を
つ
な
ぐ
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
の
「
東
京
」、「
紀
行
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

　

7
月
17
日
、「
東
京
ス
ー
プ
〜
」
の
一
環
で
あ
る
「R

est 
In Peace,  Tokyo

」
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、

数
年
来
の
活
動
を
経
て
幾
つ
か
の
こ
と
が
変
化
し
た
こ
と
を

知
る
。
こ
の
活
動
は
そ
も
そ
も
羊
屋
の
自
宅
で
行
わ
れ
て
い

た
の
だ
が
、
そ
の
舞
台
は
い
つ
し
か
江
古
田
の
商
店
街
へ
と

と
び
だ
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
は
そ
れ
ぞ
れ
の
回
に
ド
ラ
マ

ト
ゥ
ル
ク
を
起
用
す
る
。
６
月
と
７
月
を
担
当
す
る
前
田
愛

実
は
舞
台
評
論
家
。
８
月
と
11
月
を
担
当
す
る
西
田
秀
己
は

美
術
家
。
そ
し
て
10
月
を
担
当
す
る
阿
部
健
一
は
演
出
家
で

あ
り
地
域
社
会
と
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
者
で
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
ひ
と
つ
の
疑
問
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
の

私
的
な
行
事
だ
っ
た
弔
い
の
日
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
江
古

田
と
い
う
街
に
結
び
つ
く
の
だ
ろ
う
か
。
会
の
中
で
羊
屋
が

語
る
言
葉
か
ら
そ
の
答
え
を
知
る
。
猫
と
共
に
暮
ら
し
た
こ

の
江
古
田
の
街
に
は
、
彼
女
の
失
わ
れ
た
猫
へ
の
思
い
が
、

あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
街
は
徐
々
に

そ
の
様
相
を
変
え
て
い
る
。
古
く
か
ら
あ
っ
た
大
事
な
店
が

閉
店
し
、
老
舗
の
市
場
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
長
く
店

を
営
ん
で
き
た
人
た
ち
も
少
し
ず
つ
街
を
出
て
ゆ
き
、
亡
く

な
っ
た
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
新
し
い
人
々
、
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
が
参
入
す
る
。「R

est In Peace, Tokyo

」
で

は
、
毎
回
20
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
こ
の
江
古
田
の
街
を
行
列

を
成
し
て
練
り
歩
き
、
そ
の
道
々
の
店
で
ス
ー
プ
を
作
る
た

め
の
食
材
を
買
い
集
め
る
。
こ
れ
は
免
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
街
の
変
化
へ
の
彼
女
な
り
の
応
答
な
の
で
あ
る
。

　

私
の
目
か
ら
み
て
、
こ
の
練
り
歩
き
は
あ
る
種
の
儀
式
で

あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
た
。
日
本
の
地
域
ご
と
に
行
わ
れ

る
、
音
楽
や
踊
り
、
そ
し
て
神
輿
を
担
い
で
通
り
を
練
り
歩

く
「
祭
り
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
の
だ
。
し
か
し
羊
屋
の
練

り
歩
き
は
も
っ
と
厳
粛
な
も
の
で
あ
っ
た
。
音
楽
も
無
け
れ

ば
踊
り
も
無
い
。
派
手
に
装
飾
さ
れ
た
神
輿
の
代
わ
り
に
行

商
人
が
品
物
を
運
ぶ
リ
ヤ
カ
ー
を
、
参
加
者
の
誰
か
が
手
で

引
い
て
歩
く
の
だ
。
そ
れ
は
一
見
、
奇
妙
な
労
働
の
よ
う
に

見
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
江
古
田
の
狭
い
通
り
を
リ
ヤ
カ
ー

の
後
ろ
に
列
を
成
し
て
歩
い
て
い
る
と
、
葬
列
に
加
わ
っ
て

い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
た
。
道
の
途
中
で
は
パ
ン
屋
や

八
百
屋
に
立
ち
寄
っ
て
食
材
を
購
入
す
る
。
最
後
に
立
ち
寄
っ

た
の
は
古
い
店
の
跡
地
に
新
し
く
建
て
ら
れ
た
、
明
る
く
に

ぎ
や
か
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
。
そ
し
て
食
材
を

リ
ヤ
カ
ー
に
積
ん
で
静
か
な
通
り
の
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
に

た
ど
り
着
く
。

　

実
は
こ
の
活
動
に
参
加
す
る
前
年
、
短
い
期
間
だ
が
江
古

田
に
滞
在
し
、
街
を
歩
い
た
り
、
羊
屋
白
玉
と
22
年
間
暮
ら

し
た
猫
に
つ
い
て
知
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
今
回

の
街
歩
き
は
私
に
と
っ
て
よ
り
親
密
で
、
内
側
か
ら
街
を
の

ぞ
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
非
常
に
新
鮮
だ
っ
た
。
買

い
物
の
リ
ス
ト
を
手
分
け
し
て
、
効
率
よ
く
食
材
を
集
め
る

Tikam
-Tikam

 Japan: R.I.P. Tokyo　
　
　
　
　

Leow
 Puay Tin

マ
レ
ー
シ
ア
の
劇
作
家
、
リ
ャ
オ
・
プ
ェ
イ
テ
ィ
ン
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
。
彼
女
が
参
加
し
た
２
０
１
７
年
7
月
17
日
開
催
のRest In Peace, Tokyo

で
の
出
来
事
を
「
ま
だ
だ
れ
も
定
義
で

き
て
い
な
い
小
さ
く
残
さ
れ
た
領
域
」
と
記
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
当
時
、
彼
女
は
、
羊
屋
白
玉
を
は
じ
め
、
日
本
に
お
け
る
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
リ
サ
ー

チ
の
為
に
滞
在
し
て
い
た
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ア
ー
ト
系
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
「
ア
ー
ツ
・
イ
ク
ウ
ェ
イ
タ
」
に
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。

Tikam-Tikam Japan: R.I.P. Tokyo　By Leow Puay Tin　August 17, 2017　https://artsequator.com/japan-rip-tokyo/ 
Originally published in ARTS EQUATOR　ARTSEQUATOR.COM © 2016. All Rights Reserved
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Later, she went on a trip. “The distance in travel is distance in thought. I’m home,” she said, 
and gave me a souvenir. It was an insect pendant and a bouquet of primeval vegetation.  “This 
insect… Oh, do you know it? They named a moon rover that’s going to explore the north pole 
of the moon Scarab after it.” She hung the pendant around my neck. Where in the world had 
she traveled to? And then her time spent traveling grew longer and longer. She’d leave at the 
beginning of spring and return at the height of summer. While I waited for her in Tokyo, it 
was like practicing a long farewell that would someday come. Late at night, the cat would 
visit me, silently opening the screen door and secretly chewing on the bouquet of primeval 
vegetation placed in a flower vase. Then he let out a small gagging sound, threw up, and 
sharpened his claws all with the same melancholy air. The rainbow came out and time passed 
until it disappeared. “Well, I’m going to get going,” she said and put her hands on the east-
facing door.  The morning sunlight poured in and she disappeared into the light. Was she 
heading to the sun for her next journey?

そ
の
後
、
旅
に
出
か
け
た
彼
女
は
、「
移
動
の
距
離
は
思
考
の

距
離
。
た
だ
い
ま
。」
と
言
っ
て
、
お
土
産
を
く
れ
た
。
甲
虫

の
ペ
ン
ダ
ン
ト
と
太
古
の
植
物
の
ブ
ー
ケ
。「
こ
の
甲
虫
は
…

あ
。
知
っ
て
る
？
月
の
北
極
を
探
査
す
る
月
面
車
の
名
前
、
ス

カ
ラ
ベ
っ
て
言
う
の
よ
ね
。」
彼
女
は
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
わ
た

し
の
首
に
か
け
て
く
れ
た
。
い
っ
た
い
ど
こ
を
旅
し
て
来
た
ん

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、旅
に
出
か
け
る
期
間
が
ど
ん
ど
ん
長
く
な
っ

て
い
る
。
春
の
最
初
に
出
か
け
て
夏
の
盛
り
に
帰
京
し
た
彼
女

と
、
東
京
で
待
つ
わ
た
し
は
、
い
つ
か
訪
れ
る
長
い
長
い
お
別

れ
の
為
の
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
夜
も
更
け
て

音
も
な
く
網
戸
を
開
け
て
訪
れ
た
猫
は
、
花
瓶
に
生
け
ら
れ
た

太
古
の
植
物
を
秘
か
に
噛
ん
だ
。
そ
し
て
、
く
っ
く
っ
と
小
さ

く
嗚
咽
し
、
戻
し
、
そ
の
憂
愁
を
伴
っ
た
ま
ま
、
爪
を
研
い

で
い
た
。
虹
が
出
て
消
え
る
ま
で
の
時
間
が
過
ぎ
て
、「
じ
ゃ
、

お
い
と
ま
す
る
わ
。」
と
、彼
女
は
東
向
き
の
扉
に
手
を
か
け
た
。

朝
日
が
入
り
込
み
、
光
の
中
に
彼
女
は
消
え
た
。
次
の
旅
は
、

太
陽
へ
向
か
う
の
だ
ろ
う
か
。

Rest In Peace, Tokyo  Chapter 2.7 はぐれる　　

青ヶ島
July 26th , 2017
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材料（20人前）※野菜の量はお好みで

・玉ねぎ　5個　・にんじん　4本　・じゃがいも　6個　・ウインナー　40本（一人２本）　・にんにく　１個　
・オクラ　20本（一人１本）　・ホールトマト缶　3缶　・カレー粉（固形タイプ）　2箱　・野菜ブイヨン　5個
・水　4ℓ　・塩　適量　・コショウ　適量

① 青ヶ島の「ひんぎゃの」窯を使って調理。玉ねぎは皮つきのまま、じゃがいもは皮をきれいに洗い、 
皮つきのまま大き目にカット（１個から4カットになるくらいに）、にんじんは皮をむいて大き目の乱切りに。

② 玉ねぎ、じゃがいも、にんじん、ウインナー、オクラをひんぎゃの窯に入れる（30分程度）。 
（カレーの具材をひんぎゃの窯に入れている間に、ベースとなるトマトカレーを作る。）

③ スープ鍋にオリーブオイル、ニンニクを入れて炒め、そこにホールトマト缶、水を入れ、野菜ブイヨンを入れて煮込む。

④ 野菜、ウインナーをひんぎゃの窯から出す。玉ねぎの皮をむき、大き目にカットして③のスープベースに入れる。じゃがいも、にんじん、
ウインナー、オクラは皿に盛っておく。

⑤ 煮立ったら火を止め、カレー粉、塩・コショウで味付けする。

⑥ じゃがいも、にんじん、ウインナー、オクラは好きな量を取り分けてスープ皿に盛り、カレースープをかけて食べる。

ひんぎゃの窯で調理する青ヶ島ならではのスープ。
青ヶ島の子供たちに大人気でした。

2017.7.26のスープ

土用の候「青ヶ島・ひんぎゃのカレースープ」



58 59 

　
「
還
住
太
鼓
」
と
い
う
青
ヶ
島
の
郷
土
芸
能
の
太
鼓
を
通
し

て
、
僕
は
こ
の
祖
先
が
歩
ん
だ
「
還
住
」
の
歴
史
と
向
き
合
っ

て
き
た
。
そ
の
中
で
い
つ
も
想
い
を
巡
ら
す
の
は
、
故
郷
を

取
り
戻
す
歩
み
の
中
で
「
い
っ
た
い
何
が
こ
の
島
に
還
っ
て

き
た
の
か
」
と
い
う
問
い
だ
っ
た
。

　

羊
屋
白
玉
さ
ん
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
２
０
１
４
年

秋
。「
青
ヶ
島
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
」
と
題
し
て
、
な
ん
と
よ
り
に

よ
っ
て
台
風
の
最
中
で
の
来
島
だ
っ
た
。
海
岸
の
崖
崩
れ
の

砂
利
が
、
台
風
の
暴
風
で
巻
上
が
っ
て
集
落
に
降
り
積
も
り
、

多
く
の
家
屋
で
窓
ガ
ラ
ス
が
打
ち
抜
か
れ
る
な
ど
10
年
に
1

度
の
被
害
が
で
た
時
だ
っ
た
。
災
害
復
旧
に
明
け
暮
れ
、
こ

の
時
は
約
束
し
て
い
た
島
内
案
内
も
で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど
お

話
し
す
る
間
も
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
荒
ぶ
る
自

然
の
猛
威
の
す
さ
ま
じ
さ
と
、
台
風
か
ら
す
ぐ
さ
ま
に
暮
ら

し
を
元
に
戻
し
て
い
こ
う
と
す
る
島
の
人
々
の
姿
は
、
き
っ

と
印
象
に
残
っ
た
こ
と
と
思
う
。

　

２
０
１
５
年
の
お
正
月
は
新
春
対
談
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

島
の
弔
い
に
ま
つ
わ
る
話
に
始
ま
り
、
噴
火
の
こ
と
、
太
鼓

の
こ
と
、
江
古
田
の
こ
と
、
還
住
の
こ
と
、
ぜ
ひ
2
0
1
4

年
度
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
青
ヶ
島
』
を
お
読
み
頂
き
た
い
が
、

そ
の
後
の
交
流
に
繋
が
る
色
々
な
話
が
で
き
た
。
２
０
１
６

年
秋
に
は
対
談
紀
行
に
呼
ん
で
頂
き
、
変
わ
り
ゆ
く
江
古
田

の
街
を
歩
き
、
僕
自
身
も
人
の
住
む
場
所
の
姿
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
2
0
1
7
年
の
夏
に
は
、
羊
屋
さ

ん
2
度
目
の
青
ヶ
島
来
島
。
こ
の
時
は
じ
っ
く
り
島
を
案
内

で
き
、
や
っ
と
約
束
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
い
つ
も
島

に
暮
ら
す
人
達
と
そ
の
日
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
旅
人
も
交
え

て
、「
ひ
ん
ぎ
ゃ
」
を
使
っ
た
自
然
の
恵
み
た
っ
ぷ
り
の
特
製

ス
ー
プ
を
囲
み
、
太
鼓
を
叩
い
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

島
に
伝
わ
る
芸
能
の
在
り
方
、
太
鼓
が
ど
う
暮
ら
し
に
息
づ

い
て
い
る
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
な
か
な
か
伝
え
ら
れ
な
い
部

分
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
た
か
な
と
お
も
う
。

　

人
口
1
7
0
人
程
の
小
さ
な
島
の
暮
ら
し
は
さ
ぞ
の
ん
び

り
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
島
の
地
域
生
活
を
支
え

る
た
め
何
役
も
仕
事
を
こ
な
す
日
々
は
、
毎
日
や
る
こ
と
一

杯
で
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
行
く
。
し
か
し
こ
の
4

年
間
、
折
に
触
れ
て
羊
屋
さ
ん
の
「
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
紀
行
」
に
合
流
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
自
分
に
と
っ
て

は
至
極
当
た
り
前
だ
っ
た
〝
島
の
暮
ら
し
〟
の
な
か
に
あ
る
、

物
事
の
「
終
わ
り
」
と
「
始
ま
り
」
を
意
識
的
に
見
つ
め
る

機
会
に
な
っ
た
。

　

誰
か
の
人
生
と
共
に
途
切
れ
終
わ
る
も
の
、
島
の
弔
い
の

風
習
の
な
か
で
生
ま
れ
繋
が
り
始
め
る
も
の
、
そ
う
い
っ
た

終
わ
り
の
中
に
あ
る
始
ま
り
を
感
じ
た
と
き
、
受
け
継
ぐ
べ

き
も
の
に
あ
り
あ
り
と
気
づ
い
た
り
し
た
。
過
疎
に
少
子
化
、

移
住
も
さ
っ
ぱ
り
、
展
望
の
な
い
こ
の
日
本
一
小
さ
な
村
で
、

僕
自
身
な
ぜ
か
開
き
直
っ
て
焦
り
な
く
暮
ら
せ
て
い
る
の
は
、

沈
ん
だ
日
が
ま
た
昇
る
よ
う
に
、
繋
が
り
行
く
終
わ
り
と
始

ま
り
を
物
事
の
端
々
に
感
じ
取
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
想
う
。

　

ほ
と
ん
ど
東
京
と
変
わ
ら
な
い
暮
ら
し
ぶ
り
に
な
っ
た
今

で
も
、
年
配
の
方
々
の
表
情
の
中
に
時
折
、
自
然
と
対
峙
し

て
生
き
る
人
々
に
特
有
の
覚
悟
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
考

え
て
み
れ
ば
僕
ら
は
、
火
山
島
が
負
う
自
然
の
宿
命
の
中
で
、

壮
大
な
仮
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
覚
悟
は
、
こ
の

島
を
故
郷
と
す
る
者
の
当
然
の
わ
き
ま
え
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　

故
郷
に
生
か
さ
れ
、
故
郷
に
生
き
な
が
ら
、
僕
は
こ
れ
か

ら
も
太
鼓
を
叩
い
て
、
青
ヶ
島
に
生
き
る
人
々
に
宿
る
〝
想

い
〟
を
紡
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
い
つ
か
ま
た
、

故
郷
を
追
わ
れ
る
日
に
、
何
を
も
っ
て
旅
立
ち
ど
こ
へ
還
り

住
む
の
か
、
そ
の
道
標
と
な
る
よ
う
に
。

荒
井 

智
史
（
あ
ら
い 

さ
と
し
）

伊
豆
諸
島
の
最
南
端
、
絶
海
孤
島
の
日
本
一
小
さ
な
村
・
青
ヶ
島
出
身
。
青
ヶ

島
の
郷
土
芸
能
「
還
住
太
鼓
」
の
代
表
を
務
め
、
叩
き
手
ま
た
島
唄
の
唄
い
手

と
し
て
、
島
の
お
祭
り
・
行
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
島
外
の
島
嶼
関
連
イ

ベ
ン
ト
へ
の
出
演
や
各
所
で
の
ラ
イ
ブ
演
奏
、
海
外
で
の
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
郷
土
芸
能
の
裾
野
を
ひ
ろ
げ
る
べ
く
精
力
的
に
活
動
中
。
ま
た
青
ヶ

島
の
特
色
あ
る
自
然
と
風
土
文
化
の
研
究
も
続
け
て
お
り
、
記
録
映
像
の
保

存
、
歴
史
・
民
俗
系
の
資
料
執
筆
、
自
然
鑑
賞
会
の
開
催
な
ど
、
還
住
太
鼓

の
活
動
を
通
し
て
多
面
的
に
青
ヶ
島
の
魅
力
を
追
求
し
て
い
る
。
普
段
は（
有
）

青
ヶ
島
整
備
工
場
に
勤
務
、
自
動
車
分
解
整
備
、
青
ヶ
島
レ
ン
タ
カ
ー
、
浄
化

槽
維
持
管
理
な
ど
島
の
暮
ら
し
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
青
ヶ
島
で
は
数
少
な
い
島
内
ガ
イ
ド
と
し
て
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
メ
デ
ィ

ア
取
材
等
の
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
。
島
の
な

ん
で
も
屋
さ
ん
と
し
て
青
ヶ
島
の
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

は
じ
め
に
、
僕
の
故
郷
・
青
ヶ
島
の
こ
と
を
お
話
し
た
い
。

青
ヶ
島
は
東
京
か
ら
南
へ
約
3
6
0
k
m
、
9
つ
あ
る
伊
豆

諸
島
の
有
人
島
の
中
で
最
も
南
に
位
置
し
、
太
平
洋
を
流
れ

る
黒
潮
の
激
流
の
中
に
浮
か
ん
で
い
る
。
数
あ
る
日
本
の
離

島
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
厳
し
い
自
然
環
境
に
さ
ら
さ
れ
た

絶
海
の
孤
島
だ
。

　

荒
磯
と
海
か
ら
そ
び
え
る
断
崖
絶
壁
、
そ
の
島
の
姿
は
ま

る
で
上
陸
す
る
者
を
拒
む
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、

切
り
立
っ
た
絶
壁
を
越
え
る
と
、
内
側
に
は
深
い
森
に
包
ま

れ
た
世
に
も
稀
な
カ
ル
デ
ラ
の
絶
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ

の
カ
ル
デ
ラ
の
中
央
に
は
、
丸
山
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
山
が

あ
り
、
斜
面
か
ら
は
絶
え
ず
噴
気
が
立
ち
昇
っ
て
い
る
。
こ

の
噴
気
は
99
％
が
水
蒸
気
で
有
毒
ガ
ス
を
含
ま
な
い
。
そ
の

た
め
、
芋
を
蒸
か
し
た
り
生
活
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
噴
気

孔
は
島
言
葉
で
「
ひ
ん
ぎ
ゃ
」
と
呼
ば
れ
、
青
ヶ
島
が
今
な

お
生
き
た
火
山
の
島
で
あ
る
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
ら
れ

る
場
所
だ
。

　

池
之
沢
と
呼
ば
れ
る
カ
ル
デ
ラ
の
森
は
、
か
つ
て
二
つ
の

湖
が
溢
れ
る
ほ
ど
の
水
を
湛
え
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
終
わ

り
頃
ま
で
は
、
こ
の
二
つ
の
湖
が
人
々
や
田
畑
を
潤
し
、
四

方
を
取
り
巻
く
絶
壁
が
天
然
の
防
壁
と
な
っ
て
台
風
さ
え
凌

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
青
ヶ
島
は
、
作
物
の
実
り
の
絶
え
な
い

楽
園
の
よ
う
な
島
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
豊
か
な
暮
ら
し
も
、
江
戸
時
代
末
期
に

見
舞
わ
れ
た
度
重
な
る
噴
火
に
よ
っ
て
一
変
し
た
。
噴
出
す

る
火
気
や
噴
石
、
火
山
灰
は
池
之
沢
の
耕
作
地
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
天
明
３
年
（
１
７
８
３
）
の
噴
火
で
は
命

の
水
瓶
で
あ
っ
た
二
つ
の
カ
ル
デ
ラ
湖
が
消
失
。
そ
れ
で
も

青
ヶ
島
の
人
々
は
天
露
で
命
を
つ
な
ぎ
、
天
変
地
異
の
収

ま
る
こ
と
を
ひ
た
す
ら
願
い
、
耕
作
地
や
集
落
の
復
旧
を

続
け
た
。
し
か
し
人
々
の
願
い
も
む
な
し
く
、
天
明
５
年

（
１
７
８
５
）
と
ど
め
と
な
る
大
噴
火
に
見
舞
わ
れ
た
。
立
ち

昇
っ
た
噴
煙
は
海
岸
ま
で
押
し
寄
せ
、
集
落
は
す
べ
て
火
山

灰
の
下
に
埋
ま
っ
た
。
田
畑
は
す
べ
て
溶
岩
に
飲
み
込
ま
れ
、

池
之
沢
に
は
火
砕
丘
（
丸
山
）
が
現
れ
た
。
島
か
ら
す
べ
て

の
緑
が
消
え
失
せ
た
。
青
ヶ
島
の
人
々
は
つ
い
に
故
郷
を
離

れ
、
八
丈
島
ま
で
逃
げ
延
び
る
苦
渋
の
決
断
を
し
た
。
し
か

し
、
黒
潮
の
荒
波
は
渡
海
を
阻
み
、
八
丈
島
か
ら
の
助
け
船

に
よ
っ
て
焼
け
落
ち
る
島
か
ら
人
々
が
脱
出
で
き
た
の
は
、

大
噴
火
か
ら
約
ひ
と
月
半
後
の
こ
と
だ
っ
た
。 

　

命
か
ら
が
ら
八
丈
島
へ
逃
げ
延
び
た
青
ヶ
島
の
人
々
だ
っ

た
が
、
こ
こ
か
ら
が
以
後
半
世
紀
に
も
及
ぶ
本
当
の
苦
難
の

は
じ
ま
り
だ
っ
た
。
こ
の
時
代
、 

長
引
く
天
候
不
良
と
岩
木

山
や
浅
間
山
の
大
噴
火
に
よ
っ
て
日
本
各
地
で
大
飢
饉
が
発

生
し
て
い
た
。
遠
く
八
丈
島
に
も
そ
の
影
響
は
及
ん
で
い
た
。

多
く
の
流
罪
人
を
受
け
入
れ
、
情
け
島
と
い
わ
れ
た
八
丈
島

の
人
々
の
中
に
は
、
青
ヶ
島
の
窮
状
に
想
い
を
寄
せ
て
く
れ

る
者
も
あ
っ
た
が
、
安
住
の
地
と
な
り
得
る
は
ず
が
な
か
っ

た
。
苦
し
い
避
難
生
活
の
中
、
青
ヶ
島
の
人
々
の
胸
に
宿
っ

た
「
な
ん
と
し
て
も
故
郷
へ
戻
り
た
い
」
と
い
う
切
実
な
想

い
は
、
人
々
を
故
郷
再
興
へ
向
け
た
挑
戦
へ
と
駆
り
立
て
た
。

し
か
し
、
希
望
を
抱
き
一
心
に
青
ヶ
島
へ
と
向
け
る
舟
は
黒

潮
の
荒
海
に
こ
と
ご
と
く
遭
難
し
、
人
々
の
想
い
は
何
度
と

な
く
打
ち
砕
か
れ
た
。

　

八
丈
島
で
の
避
難
生
活
も
三
十
数
年
を
超
え
、
噴
火
・
避

難
を
経
験
し
た
者
は
次
第
に
少
な
く
な
り
、
故
郷
を
知
ら
ぬ

若
い
世
代
も
多
く
な
っ
た
。
青
ヶ
島
復
興
へ
の
機
運
は
も
う

途
絶
え
た
か
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
長
い
苦
難
の
時
は
、

稀
代
の
名
主
を
誕
生
さ
せ
た
。
こ
の
名
主
は
綿
密
な
復
興
計

画
を
ま
と
め
、
長
い
避
難
生
活
で
す
さ
ん
だ
人
々
の
心
情
を

思
い
や
り
、
世
代
間
の
不
和
を
乗
り
越
え
た
。
再
興
成
る
日

ま
で
「
一
同
相
睦
ま
じ
く
」
と
固
く
誓
い
結
束
し
た
青
ヶ
島

の
人
々
は
、
故
郷
へ
向
け
再
び
舟
を
漕
ぎ
出
し
た
。
青
ヶ
島

の
人
々
の
弛
ま
ぬ
努
力
と
、
大
噴
火
か
ら
時
を
経
て
再
生
し

始
め
た
島
の
自
然
の
後
押
し
も
あ
り
、
十
数
年
の
歳
月
を
懸

け
た
復
興
開
拓
は
実
を
結
ぶ
。
天
保
６
年
（
１
８
３
５
）
大

噴
火
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年
後
、
世
代
を
超
え
て
半
世
紀
に
及

ん
だ
悲
願
、
故
郷
へ
の
「
還
住
」
が
つ
い
に
成
し
遂
げ
ら
れ

た
。

還
住
の
島
に
生
き
て	

荒
井 

智
史

「
青
ヶ
島
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
弾
は
、
台
風
と
一
緒
に
青
ヶ
島
に
上
陸
し
て
し
ま
っ
た
２
０
１
４
年
９
月
。
島
の
復
旧
に
つ
と
め
る
荒
井
さ
ん
は
じ
め
島
の
人
々
と
、
台
風

一
過
の
真
っ
青
な
空
が
、
最
初
の
青
ヶ
島
の
印
象
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
荒
井
さ
ん
と
東
京
で
何
度
も
時
間
を
過
ご
し
、
わ
た
し
た
ち
も
二
度
目
の
青
ヶ
島
上
陸
を
果
た
し
、
荒
井
さ
ん
を
独
り

占
め
し
て
一
緒
に
青
ヶ
島
を
歩
き
ス
ー
プ
も
と
も
に
し
た
。
次
は
、
ど
こ
で
会
う
だ
ろ
う
。
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“She’s in a coma.” Some of my friends were surprised by the news, but others weren’t, so 
the people who gathered by her bed seemed to be calm. Her four limbs were outstretched to 
the South as she slept, like a fawn. There were many voices around her, suggesting that we 
give her some castor oil, that her ears should be warmed, that we wished for her to stand up 
again.  Among them, one deranged friend who had said, “If something were to happen to her, 
I couldn’t bear it. No, I don’t want to see her. But she might recover, right？ ” suddenly stood 
tall and gave his last farewell, “Allow me to whisper my last goodbye. There were times I 
wanted to strangle you to death. Goodbye. My love.” Then he boiled some water, poured it into 
an empty plastic bottle, and placed this home-made hot water bottle at her side. Afterwards, 
the conversation as everyone surrounded her was full of words that could have composed a 
love song. She remained in a coma.

「
彼
女
が
、
昏
睡
状
態
だ
っ
て
。」
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
驚
い
た
友

人
も
い
た
け
ど
、
驚
か
な
か
っ
た
友
人
も
い
た
の
で
、
彼
女
の

枕
元
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
秩
序
は
保
た
れ
た
。
四
肢
を
南
に

の
ば
し
て
子
鹿
の
よ
う
に
眠
る
彼
女
へ
、
ひ
ま
し
油
を
飲
ま
せ

た
ら
い
い
と
か
、
耳
を
温
め
た
ら
い
い
と
か
、
い
つ
か
立
ち
上

が
る
こ
と
を
願
う
声
が
続
い
た
。
そ
の
中
で
、「
彼
女
に
何
か

あ
っ
た
ら
耐
え
ら
れ
な
い
。
い
や
だ
彼
女
に
会
い
た
く
な
い
。

で
も
回
復
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。」
と
、
錯
乱
気
味
の

友
人
は
、
急
に
背
筋
を
正
し
て
「
最
後
の
お
別
れ
を
囁
か
せ
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
を
絞
め
殺
し
た
い
時
も
あ
っ
た
け
ど
。
さ

よ
う
な
ら
。
僕
の
貴
方
」
と
、
諦
め
た
挨
拶
を
告
げ
た
。
そ
れ

か
ら
お
湯
を
沸
か
し
、
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
注
ぎ
、
そ
の
お

手
製
の
湯
た
ん
ぽ
を
彼
女
の
脇
の
下
に
置
い
た
。
そ
の
後
も
、

彼
女
を
囲
ん
だ
、
彼
ら
の
会
話
は
、
ま
る
で
ラ
ブ
ソ
ン
グ
が
一

曲
で
き
あ
が
る
よ
う
な
言
葉
に
溢
れ
て
い
た
。
昏
睡
状
態
は
続

い
た
。

Rest In Peace, Tokyo  Chapter 3 きこえる

小竹町会館
August 11th , 2017
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□ 材料（26人前）※野菜の量はお好みで

・玉ねぎ 　8個　・ミニトマト　80個（一人2 〜 3個）　・ナス　9本　・トマト缶　5缶　
・じゃがいも　10個　・オクラ　30本　・にんにく　1個　・バジル　適量（お好みで）　
・カレー粉（固形タイプ）　1箱　・スープカレーの素　4箱　・水　4ℓ
・野菜ブイヨン　4個　・塩　適量　・コショウ　適量

① 玉ねぎは皮をむいてくし切りにする。にんにくは細かく刻んでおく。ナスは大き目のくし切りにして水にさらしておく。じゃがいもは大き目
の角切りにしておく。オクラは下処理し、半分くらいの大きさにカットしておく。

② スープ鍋にオリーブオイルとにんにくを入れ火にかけ、玉ねぎ、ナス、じゃがいもを入れて炒める。

③ 野菜が軽く炒まったら、トマト缶と水を入れる。

④ オクラとミニトマトを入れ、野菜ブイヨンを入れて煮込む。

⑤ 野菜に火が通ったら、火を止め、スープカレーの素を入れる。カレー粉、塩・コショウを入れ、味を調える。

⑥ もう一度火にかけ、野菜に味が染みたら完成。お好みでバジルをちぎってスープカレーに香りをプラスして。

青ヶ島で人気だったカレースープに対抗すべく、江古田でもカレースープを作
りました。この日は弥兵衛の畑でとれた夏野菜をふんだんにいただきました。

2017.8.11のスープ

立秋の候「夏野菜いっぱいのカレースープ」
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On the dawn of the fifth day of her coma, she died as she lived. Her paper-thin body that was 

like a weakened skin bag, she vomited blood with such violent strength we didn’t know she 

still had. Her mouth was a volcanic eruption. She spouted out blinding magma and expired. 

Drenched in her blood, I muttered, “I thought that one’s journey to death would be more like a 

quiet, gentle disappearance.” She replied, “that is something only I and Death could know.” “Is 

it? ” I shouted back but by then, she was a mere corpse. I wanted to know what lay between 

her and death. And I wanted to let you know. That reminds me, she had a habit of saying, “I’d 

like to ask you something.” To which I always replied, “Go ahead.”

昏
睡
状
態
五
日
目
の
明
け
方
、
彼
女
は
生
き
る
よ
う
に
死
ん
だ
。

衰
弱
し
た
皮
袋
の
よ
う
な
薄
っ
ぺ
ら
い
体
か
ら
、
そ
ん
な
力
が

ま
だ
残
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
激
し
さ
で
、
彼
女
は
吐
血
し
た
。

そ
の
口
は
、
活
火
山
の
噴
火
口
。
ま
ぶ
し
い
マ
グ
マ
を
噴
き
出

し
絶
命
し
た
。
わ
た
し
は
、
彼
女
の
血
を
浴
び
な
が
ら
、「
も
っ

と
静
か
に
優
し
く
消
え
入
る
よ
う
に
死
へ
向
か
っ
て
ゆ
く
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
。」
と
、
呟
い
た
。
彼
女
は
「
そ
ん
な

こ
と
は
《
わ
た
し
》
と
《
死
》
に
し
か
、わ
か
ら
な
い
こ
と
よ
。」

と
答
え
た
。「
そ
う
だ
ろ
う
か
？
」
と
、
叫
ん
だ
時
に
は
、
彼

女
は
も
う
亡
骸
だ
っ
た
。
彼
女
と
死
の
あ
い
だ
に
横
た
わ
っ
て

い
る
、
そ
れ
が
何
か
を
知
り
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

あ
な
た
に
も
知
ら
せ
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
、

彼
女
の
口
癖
は
、「
君
に
問
い
た
い
。」
だ
っ
た
。
わ
た
し
は
い

つ
も
「
ど
う
ぞ
。」
と
答
え
て
い
た
。

Rest In Peace, Tokyo  Chapter 4 くすぐる

江古田斎場
October 14th , 2017
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□ 材料（38人前）※材料はお好みで

・油揚げ　9枚　・しじみ　真空パック9袋（一人4 ～ 5個）　・小葱　1束
・和風だし　10個　・味噌　適量　・水　7ℓ

① 油揚げは熱湯で油抜きをし、短冊切りにしておく。

② しじみは真空パックから出し水洗いしておく。

③ 小葱は小口切りにする。

④ スープ鍋に水・和風だし・しじみ・油揚げを入れて火にかける。

⑤ 煮立ったら、火を止め、味噌で味を調える。

⑥ 味が付いたら、もう一度火にかけ、小葱を入れる。沸騰する前に火を止める。

この日はみなさんに自分のお椀を持ってきてもらいました。
しじみのお出汁が出て心もほっこりする味噌スープでした。

2017.10.14のスープ

寒露の候「貝の味噌スープ」
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Tragic events followed her death. The sea grew angry, lots of birds took to the sky, and people 

continued to weep. Because it was such a significant event, even though there were many 

things that disappeared from this world, most people didn’t even notice, and the funerals for 

those were neglected. Her own funeral was held 10 years later, and I too received an invitation 

to it. What I learned then was that she who had been called Tokyo had not been born in 

Tokyo. She was a daughter of people who weren’t from Tokyo, but the cat she lived with for a 

long time had been born in Tokyo. Among all the condolences that fluttered about, I heard, “In 

nature, anything that moves fast has sin.” The man who said that looked like her cat. As I ran 

after him who had a brisk walk himself, I heard a voice coming from somewhere. “The next 

time you come, we won’t be here anymore. Still, do come back again.” It was the same voice 

as hers, so I turned around.  

彼
女
が
死
ん
だ
後
、
痛
ま
し
い
こ
と
が
続
い
た
。
海
が
怒
り
だ

し
、
た
く
さ
ん
の
鳥
が
空
を
彷
徨
い
、
人
々
が
泣
き
続
け
た
。

そ
れ
ほ
ど
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
世
か
ら
い
な
く
な
っ
た

も
の
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
そ
れ
に
気

付
か
ず
、
そ
の
た
め
の
儀
式
も
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
。
彼
女
の

葬
儀
は
、
10
年
経
っ
て
か
ら
行
わ
れ
、
わ
た
し
に
も
案
内
状
が

届
い
た
。
そ
こ
で
知
っ
た
の
は
、
東
京
と
呼
ば
れ
て
い
た
彼
女

は
東
京
で
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
移
民
の
娘
で
、
長
く
暮

ら
し
た
猫
は
東
京
生
ま
れ
だ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
お
悔
や
み
が

飛
び
交
う
中
、「
自
然
の
中
で
は
、
早
く
動
く
も
の
に
は
す
べ

て
罪
が
あ
る
。」
そ
う
述
べ
た
方
は
、
彼
女
の
猫
に
似
て
い
た
。

足
速
に
帰
る
そ
の
方
の
背
中
を
追
っ
て
い
る
と
、
ま
た
ど
こ
か

ら
か
「
今
度
お
い
で
る
時
は
、
わ
た
し
ど
も
は
も
う
お
ら
ん
ば

い
。
そ
れ
で
も
ま
た
お
い
で
な
あ
。」
彼
女
と
同
じ
そ
の
声
に
、

わ
た
し
は
振
り
向
い
た
。

Rest In Peace, Tokyo  Chapter 5 みつける

珈琲店ぶな
November 17th , 2017
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□ 材料（28人前）※野菜の量はお好みで

・にんじん　3本　・白菜　1/2株　・しめじ　3房　・ベーコン　1200ｇ　・しょうが　1個　・牛乳　1ℓ

・ホワイトソースの素　2箱　・野菜ブイヨン　5個　・水　4.2ℓ　・塩　適量　・コショウ　適量

① にんじんは皮をむき、半月切りにする。カットしたにんじんは一度軽く茹でておく。

② 白菜は白い部分はそぎ切りに、緑の葉の部分はざく切りにする。

③ ベーコンはサイコロ状にカットする。しめじは石づきを取って小さ目にカットする。 
しょうがは細かくみじん切りにしておく。

④ スープ鍋にオリーブオイルを入れ火にかけ、ベーコン、しめじを入れて軽く炒める。

⑤ 鍋に白菜の白い部分を入れ、野菜がかぶるくらいの水と野菜ブイヨンを入れて煮込む。

⑥ 煮立ったら弱火にし、茹でておいたにんじん、白菜の緑の葉の部分、しょうがを入れてさらに煮込む。

⑦ 白菜の緑の葉の部分がしんなりしたら、火を止め、ホワイトソースの素、牛乳、塩・コショウで味を調える。

⑧ 味が付いたら、もう一度火をつけ弱火で煮込む。沸騰したら完成。

旬の白菜たっぷりの真っ白いスープを作りました。
しょうがが入っているので体がとても温まりますよ。

2017.11.17のスープ

立冬の候「冬のあったか白菜スープ」



Rest In Peace, Tokyo
2017.5.17〜2017.11.17
その2

2017年より、メンバーとともに伴走したドラマトゥ

ルクの三人が語る「Rest In Peace, Tokyo」全 7 公

演の道のりと、目に鮮やかな食卓の心象風景。

メンバーの鳥瞰的視点のエッセイと、全ての会に登

場し問いを与えてくれたひとりの参加者からの書簡。

2016.5.11　江古田市場跡
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て
、
こ
う
行
動
す
る
、
み
た
い
な
緩
や
か
な
決
ま
り
、
ふ
る

ま
い
方
や
喋
り
方
も
分
か
っ
た
感
じ
。

阿
部
：「R

est In Peace, Tokyo

」
が
始
ま
っ
た
時
は
、
羊

屋
さ
ん
や
ス
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
狙
い
が
明
確
に
あ
っ
て
、
こ

の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
ほ
し
い
っ
て
い
う
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
結
構
あ
っ
た
。
理
想
形
が
あ
っ
て
ど
う
到
達
す
る
か
っ
て

い
う
。
た
だ
こ
の
8
月
以
降
の
回
は
、
み
ん
な
で
一
つ
の
作

品
を
作
る
よ
う
な
感
覚
で
は
な
く
、
よ
り
個
人
的
な
も
の
へ

と
移
行
し
て
行
っ
た
気
が
し
ま
す
。
そ
の
場
は
共
に
す
る
け

れ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
理
解
で
そ
の
場
を
過
ご
す
っ
て

い
う
。

前
田
：
白
玉
さ
ん
の
存
在
の
仕
方
が
定
ま
っ
て
き
た
の
も
あ

る
。
自
然
に
場
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
感
覚
を
身
に
つ
け
た

と
い
う
か
、
開
き
直
っ
た
と
い
う
か
、
何
が
起
こ
っ
て
も
ま

あ
い
い
と
い
う
よ
う
な
。
最
初
か
ら
あ
る
程
度
は
そ
う
い
う

感
覚
は
あ
り
ま
し
た
が
、
も
っ
と
別
の
次
元
に
な
っ
た
感
じ

が
し
ま
す
。

西
田
：
最
初
の
３
年
間
で
中
に
い
る
人
た
ち
が
減
速
し
て
き

た
よ
う
に
、「R

est In Peace, Tokyo 

き
こ
え
る
」
で
参

加
者
も
含
め
て
全
体
が
い
い
塩
梅
に
減
速
さ
れ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。
今
振
り
返
る
と
、
一
つ
の
慎
ま
し
さ
み
た
い
な
と
こ

ろ
に
立
ち
返
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
人
間
の

あ
る
べ
き
速
度
、
自
然
に
生
活
を
振
る
舞
え
る
速
度
に
落
ち

着
い
た
と
い
う
か
。
な
ん
と
な
く
す
ご
く
居
心
地
が
よ
か
っ

た
か
ら
、
み
ん
な
こ
の
速
度
で
い
い
っ
て
感
じ
た
の
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
。

前
田
：
あ
と
こ
の
時
期
か
ら
お
客
さ
ん
の
中
に
も
慣
れ
た
人

が
出
て
き
た
。
あ
る
意
味
、「R

est In Peace, Tokyo 

き

こ
え
る
」
が
一
つ
の
行
事
的
な
雰
囲
気
を
持
ち
始
め
て
、
文

化
み
た
い
な
も
の
が
で
き
始
め
た
。
行
事
っ
て
何
が
起
こ
る

か
だ
い
た
い
分
か
る
じ
ゃ
な
い
。
参
加
す
る
側
も
振
る
舞
い

が
定
ま
っ
て
き
た
部
分
が
あ
る
と
思
う
。

阿
部
：
そ
う
い
う
振
る
舞
い
は
伝
播
し
ま
す
も
ん
ね
。

前
田
：
新
し
い
人
も
周
り
に
倣な

ら

う
し
ね
。
ま
た
会
場
が
町
会

館
だ
っ
た
か
ら
余
計
フ
ィ
ッ
ト
し
て
た
。
あ
と
あ
の
回
は
、

白
玉
さ
ん
が
直な

お
ら
い会

っ
て
言
葉
を
出
し
た
ん
だ
よ
ね
。「
リ
ヤ

カ
ー
を
引
い
て
く
の
も
一
種
の
直
会
で
す
」
と
明
確
に
言
語

化
し
た
ん
で
す
。
そ
う
や
っ
て
言
葉
を
与
え
た
の
も
大
き
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

西
田
：
参
加
す
る
方
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
ま
す
も
ん

ね
。
寄
合
い
み
た
い
な
感
じ
で
。

前
田
：
お
盆
の
時
期
だ
っ
た
の
で
浴
衣
を
着
た
り
、
野
菜
で

馬
を
作
る
み
た
い
な
設
え
も
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
ち
ょ
っ
と

し
た
ヒ
ン
ト
で
お
客
さ
ん
も
分
か
る
。

草
梛
：
お
葬
式
な
ん
か
も
、
参
加
す
る
人
は
何
を
し
た
ら
い

い
か
あ
ら
か
じ
め
分
か
っ
て
る
。
だ
か
ら
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン

し
な
く
て
も
自
然
に
み
な
さ
ん
が
動
き
出
し
て
ま
し
た
ね
。

阿
部
：
確
か
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
儀
式
と
い
う
言
葉
も
使
わ

草
梛
：
最
初
の
３
年
間
は
ず
っ
と
羊
屋
さ
ん
宅
で
や
っ
て
い

て
、
４
年
目
に
し
て
外
に
開
く
こ
と
に
な
っ
た
時
、
そ
れ
ま

で
い
ろ
い
ろ
な
材
料
を
放
り
込
ん
で
発
酵
さ
せ
て
き
た
ぬ
か

床
に
、
手
を
突
っ
込
ん
で
か
き
混
ぜ
る
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
く
れ
た
の
が
、
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
の
み
な
さ
ん
だ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
。
関
わ
り
始
め
て
か
ら
終
わ
る
ま
で
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
解
釈
の
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

前
田
：
と
に
か
く
羊
屋
さ
ん
が
「R

est In Peace, Tokyo

」

が
分
か
ら
な
い
と
、
ず
っ
と
言
っ
て
た
の
で
、
羊
屋
さ
ん
が

潜
在
的
に
分
か
っ
て
る
こ
と
を
引
っ
張
り
出
せ
た
ら
い
い
の

か
な
、
と
最
初
は
思
っ
て
た
ん
で
す
。
あ
と
、
伏
線
に
な
る

要
素
を
提
案
し
て
お
客
さ
ん
の
手
伝
い
を
す
る
と
か
。
だ
け

ど
本
人
に
分
か
ら
な
い
も
の
を
私
が
分
か
る
は
ず
も
な
く
、

結
局
何
も
し
な
く
て
も
自
分
で
勝
手
に
分
か
っ
て
い
っ
た

（
笑
）。
そ
の
過
程
で
自
分
な
り
に
思
っ
た
の
は
、「
猫
の
死
、

ま
ぷ
の
死
」
と
「
東
京
が
死
ん
で
い
っ
て
る
」
こ
と
の
繋
が

り
が
鍵
だ
な
っ
て
こ
と
。
そ
れ
が
私
な
り
に
分
か
ら
な
い
と
、

ず
っ
と
も
や
も
や
す
る
な
と
思
っ
て
ま
し
た
。

西
田
：
ぼ
く
も
同
じ
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま
す
ね
。
最
初
は
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
、
と
り
あ

え
ず
見
て
く
れ
な
い
か
っ
て
感
じ
で
し
た
。
そ
の
時
僕
も
何

だ
ろ
う
こ
れ
は
っ
て
思
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
何
が
潜
ん
で
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
と
に
か
く
恐
る
恐
る
手
を
突
っ

込
ん
で
み
た
。
で
も
そ
の
分
か
ら
な
さ
、
白
玉
さ
ん
が
分
か

ら
な
い
な
り
に
や
ろ
う
と
し
て
い
る
事
は
、
苦
し
み
な
が
ら

そ
れ
で
も
考
え
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
大
事
な
事
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
っ
て
直
感
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
巻
き
込
ま
れ

て
み
た
い
、
僕
な
り
に
そ
れ
を
追
い
か
け
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

阿
部
：
僕
は
最
初
か
ら
で
は
な
い
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
ま
っ
た
２
０
１
４
年
の
秋
に
羊
屋
さ
ん
と
出
会
っ
て
以

来
、
緩
や
か
な
出
入
り
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
僕
の
演
劇
の

グ
ル
ー
プ
も
、
江
古
田
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
て
、

そ
れ
ま
で
接
点
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
秋
に
江
古
田
市
場

で
演
劇
を
や
っ
た
と
き
羊
屋
さ
ん
が
観
に
来
て
く
だ
さ
り
、

そ
の
後
２
０
１
５
年
３
月
の
対
談
紀
行
に
出
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
月
に
一
回
の
「
江
古
田
ス
ー

プ
」
も
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
ず
っ
と

僕
の
中
で
は
、
羊
屋
さ
ん
が
宮
本
常
一
を
引
い
て
言
っ
た
「
減

速
装
置
」
っ
て
言
葉
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ラ
ベ
リ
ン

グ
す
る
も
の
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

減
速
装
置
と
し
て
の
「Rest In Peace, Tokyo

」

前
田
：
発
展
を
減
速
す
る
っ
て
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
？
あ
る

い
は
衰
退
を
遅
ら
せ
る
？

阿
部
：
さ
ま
ざ
ま
な
加
速
す
る
物
事
に
対
す
る
減
速
で
す
か

ね
。
都
市
に
対
し
て
か
も
し
れ
な
い
し
、
生
活
に
対
し
て
か

も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
「
減
速
装
置
」
の
他
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
側
面
を
含
ん
で
い
た
と
は
思
う
の
で
す
が
。

西
田
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
「
減
速
装
置
」
で
あ
る
と
。

阿
部
：
そ
う
で
す
ね
。
月
に
一
度
集
ま
っ
て
食
事
を
す
る
っ

て
事
が
、「
減
速
装
置
」
と
し
て
ト
ー
タ
ル
に
し
っ
く
り
き
て

い
た
。
で
も
２
０
１
７
年
か
ら
「R

est In Peace, Tokyo

」

が
始
ま
り
、
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
と
し
て
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
る
と
気
づ
い
た
。「
減
速
装
置
」
的
な
も
の
が
、
ど
ん

ど
ん
分
か
ら
な
い
も
の
に
変
容
し
て
行
っ
た
。
8
月
に
行
っ

た
「R

est In Peace, Tokyo 

き
こ
え
る
」
が
「
減
速
装
置
」

と
し
て
は
、
一
種
の
到
達
点
に
思
え
た
ん
で
す
。
空
間
の
設

え
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
中
で
の
人
の
行
動
で
あ
っ
た
り
、
思

い
至
る
こ
と
が
一
つ
の
完
成
形
の
よ
う
に
思
え
た
。

前
田
：「R

est In Peace, Tokyo

」
の
デ
フ
ォ
ル
ト
的
な
も

の
が
、
あ
そ
こ
で
得
ら
れ
た
感
は
あ
る
ね
。
こ
こ
は
こ
う
言
っ

Rest In Peace, Tokyo 

ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
鼎
談

2
0
1
7
年
12
月
21
日　

 

小
竹
町
会
館
に
て

語
り
手
：
阿
部 

健
一　

西
田 

秀
己　

前
田 

愛
実

聞
き
手
：
草
梛 

亮

２
０
１
７
年
「Rest In Peace, Tokyo

」
の
出
発
と
と
も
に
、
メ
ン
バ
ー
と
伴
走
し
て
き
た
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
３
人
の
鼎
談
。

毎
月
の
よ
う
に
ス
ー
プ
を
囲
む
、
そ
の
度
に
生
ま
れ
る
ち
い
さ
な
死
へ
の
気
付
き
か
ら
、
東
京
を
含
め
た
都
市
の
側
面
を
掬
い
、

ま
た
個
人
へ
と
潜
っ
て
ゆ
く
思
索
の
過
程
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
語
る
懐
旧
談
。
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な
の
か
、
み
ん
な
寄
っ
て
た
か
っ
て
分
か
ん
な
か
っ
た
訳
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
で
も
触
っ
て
い
た
い
、
形
を
確
か
め
た
い
っ

て
気
持
ち
で
、
お
客
さ
ん
も
参
加
し
て
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。

い
ろ
ん
な
ヒ
ン
ト
が
ス
ー
プ
の
具
材
に
な
る
み
た
い
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
何
か
を
語
っ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

喪
失
の
予
行
演
習

草
梛
：
寄
っ
て
た
か
っ
て
分
か
ら
な
い
っ
て
い
う
の
は
、
ま

さ
に
僕
も
感
じ
て
ま
し
た
。
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
前
の
言
葉
に

な
ら
な
い
状
態
、
赤
ち
ゃ
ん
が
言
葉
を
獲
得
す
る
前
の
状
態

み
た
い
な
状
況
。
分
か
ら
な
い
も
の
に
関
わ
る
中
、
言
葉
に

表
現
出
来
た
も
の
、
出
来
な
か
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
し
た
か
。

前
田
：
羊
屋
さ
ん
の
ま
ぷ
を
亡
く
し
た
こ
と
に
対
す
る
、
し

つ
こ
い
喪
失
の
力
、
嘆
く
力
、
悲
し
む
力
が
も
の
す
ご
く
て
。

昔
か
ら
人
が
誰
か
を
亡
く
し
た
悲
し
み
を
バ
ネ
に
し
て
作
品

を
作
る
と
か
、
偉
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
ま

た
少
し
違
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
て
い
て
、
そ
こ
を
な
ん

と
表
現
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
で
す
。
嘆
き
を
作
品
に
昇

華
す
る
と
い
う
よ
り
、
悲
し
む
力
を
も
っ
と
直
接
パ
ブ
リ
ッ

ク
に
返
す
方
法
、
祭
り
と
か
儀
式
み
た
い
な
仕
組
み
に
し
て

る
感
じ
が
し
た
ん
で
す
。
な
ぜ
社
会
に
返
す
必
要
が
あ
る
の

か
と
い
う
と
、
江
古
田
の
街
に
し
ろ
東
京
に
し
ろ
、
死
者
た

ち
が
作
っ
て
き
た
も
の
だ
か
ら
。
死
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ

の
人
格
と
か
猫
格
は
無
く
な
っ
た
の
か
、
い
や
違
う
だ
ろ
う
。

亡
く
な
っ
た
人
格
、
猫
格
が
こ
ち
ら
に
与
え
る
影
響
っ
て
計

り
知
れ
な
く
て
、
多
分
そ
れ
を
全
部
無
視
し
た
ら
、
世
界
は

滅
び
る
っ
て
思
っ
た
。
私
は
勝
手
に
す
ご
い
腑
に
落
ち
て
た

ん
だ
け
ど
。

西
田
：
で
も
ま
さ
に
そ
う
い
う
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か

ね
。
弔
い
で
す
よ
ね
、
や
っ
ぱ
り
。

前
田
：
弔
う
時
に
死
者
を
想
う
こ
と
。
死
者
の
背
後
に
あ
る

い
ろ
ん
な
こ
と
。

西
田
：
弔
い
と
い
う
言
葉
が
一
貫
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
意
味
を
広
げ
て
く
れ
る
い
い
機
会
だ
っ
た
か
な
。
弔
い
と

い
う
と
死
の
イ
メ
ー
ジ
が
ま
と
わ
り
つ
く
ん
で
す
が
、
単
に

死
者
に
追
悼
の
意
を
唱
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
弔
い
を
通
し

て
そ
の
人
格
を
も
う
一
度
目
の
前
に
形
作
る
と
い
う
か
ね
。

そ
れ
は
、
人
で
あ
ろ
う
が
猫
で
あ
ろ
う
が
都
市
で
あ
ろ
う
が
、

石
で
あ
ろ
う
が
多
分
、
何
に
で
も
通
ず
る
。

前
田
：「
あ
な
た
は
何
考
え
て
た
の
？
」
と
か
ね
。
死
だ
け
で

な
く
、
過
去
の
も
の
、
死
ん
だ
も
の
、
終
わ
っ
た
も
の
の
格
、

質
、
概
念
を
想
う
。
そ
う
い
う
事
で
減
速
し
て
ゆ
く
「
減
速

装
置
」
な
の
か
な
。

西
田
：
そ
こ
ま
で
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
減
速
し
て
、
石
こ
ろ

だ
ろ
う
が
枯
葉
だ
ろ
う
が
、
い
ろ
ん
な
も
の
に
想
い
を
抱
け

る
よ
う
な
心
を
取
り
戻
す
旅
だ
っ
た
。

阿
部
：
今
の
お
話
に
共
感
し
つ
つ
、
斎
場
の
回
以
降
に
思
っ

て
い
る
の
が
予
行
演
習
っ
て
こ
と
で
す
。
斎
場
に
僕
の
89
歳

の
祖
父
を
呼
ん
だ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
祖
父
が
マ
イ
ク
を
持
っ

て
「
じ
ゃ
あ
、
こ
の
辺
の
こ
と
を
ち
ょ
っ
と
お
話
し
し
ま
し
ょ

う
」
っ
て
小
竹
町
と
江
古
田
の
話
を
し
始
め
た
時
、
あ
あ
こ

の
人
は
昭
和
3
年
か
ら
来
た
ん
だ
っ
て
強
く
感
じ
た
ん
で
す
。

昭
和
3
年
生
ま
れ
で
、
い
ま
同
じ
時
代
を
共
有
し
て
い
て
も
、

同
級
生
も
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
し
、
当
時
の
話
が
で
き
る

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
う
思
っ
た
時
、
高
齢
者
だ
か
ら

と
か
僕
よ
り
早
く
死
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
っ
て
こ
と
だ
け
で

な
く
、
絶
対
に
共
有
で
き
な
い
何
か
を
感
じ
た
。
普
段
か
ら

家
で
聞
く
話
で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
場
で

聞
く
と
違
っ
て
聞
こ
え
て
、
そ
の
時
に
な
ぜ
か
予
行
演
習
と

い
う
言
葉
が
浮
か
ん
だ
。

前
田
：
確
か
に
阿
部
く
ん
の
お
じ
い
様
が
、
あ
そ
こ
に
居
た

の
は
凄
か
っ
た
。
日
常
か
ら
離
れ
て
ポ
ン
と
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
、
い
ろ
ん
な
情
報
が
詰
ま
っ
た
生
き
た
博
物
み
た
い
だ
っ

た
。
予
行
演
習
と
い
う
の
は
個
人
的
な
意
味
で
？

阿
部
：
昭
和
3
年
か
ら
来
た
祖
父
は
、
平
成
29
年
ま
で
失
い

続
け
て
き
て
る
と
思
う
ん
で
す
。
喪
失
の
連
続
の
上
で
今
89

れ
て
ま
し
た
。「
儀
式
か
も
し
れ
な
い
」
と
。

前
田
：
自
分
の
固
有
の
生
活
史
の
中
か
ら
引
っ
張
り
出
し
た

い
ろ
い
ろ
な
振
る
舞
い
を
、
寄
せ
集
め
て
つ
く
っ
た
固
有
の

儀
式
み
た
い
な
感
じ
か
な
。
そ
う
い
う
も
の
に
少
し
ず
つ
な
っ

て
い
っ
た
気
が
す
る
。

西
田
：
結
局
や
っ
て
る
こ
と
は
単
純
で
す
も
ん
ね
。
ご
飯
作
っ

て
み
ん
な
で
た
べ
る
。

前
田
：
そ
の
単
純
さ
を
し
っ
か
り
凝
縮
し
て
味
わ
う
モ
ー
ド

に
す
る
の
は
、
大
変
な
作
業
だ
っ
た
。
最
初
か
ら
そ
れ
を
や

り
た
か
っ
た
と
思
う
け
ど
。
シ
ン
プ
ル
な
も
の
を
し
っ
か
り

堪
能
し
て
味
わ
う
、
た
だ
ス
ー
プ
を
シ
ェ
ア
す
る
っ
て
こ
と
。

西
田
：
そ
こ
に
到
達
す
る
に
は
減
速
期
間
が
必
要
だ
っ
た
ん

で
す
よ
ね
。
減
速
し
て
初
め
て
感
じ
取
れ
る
。
僕
的
に
は
江

古
田
斎
場
の
回
ま
で
は
、
減
速
し
て
人
間
の
生
活
に
回
帰
す

る
期
間
で
、
そ
し
て
斎
場
で
つ
い
に
死
と
対
峙
す
る
、
そ
の

後
ま
だ
「
ぶ
な
」（
喫
茶
店
）
の
回
が
あ
っ
て
本
当
に
良
か
っ

た
っ
て
思
い
ま
す
。
斎
場
で
終
わ
ら
ず
最
終
回
が
「
ぶ
な
」

で
よ
か
っ
た
。

前
田
：
最
終
回
で
収
ま
り
が
つ
く
と
い
う
か
、
笑
え
る
よ
う

に
な
る
。
最
後
に
白
玉
さ
ん
が
歌
っ
た
、
ス
イ
ー
ト
メ
モ
リ
ー

ズ
で
本
当
に
思
い
出
に
な
っ
て
、
懐
か
し
く
な
る
と
こ
ろ
ま

で
い
っ
た
。

阿
部
：
四
十
九
日
っ
て
イ
メ
ー
ジ
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
葬
儀

や
あ
る
種
の
ク
ラ
イ
シ
ス
後
に
、
人
間
が
区
切
り
を
つ
け
て

日
常
に
戻
る
ま
で
の
時
間
が
四
十
九
日
か
な
と
。
斎
場
か
ら

「
ぶ
な
」
ま
で
実
際
は
一
ヶ
月
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
期
間

だ
っ
た
の
か
な
。

前
田
：
四
十
九
日
で
死
者
が
昇
天
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

の
10
月
14
日
の
「R

est In Peace, Tokyo 

く
す
ぐ
る
」
が

個
々
人
に
と
っ
て
の
、
何
が
し
か
の
弔
い
や
失
う
こ
と
に
つ

い
て
考
え
始
め
る
日
だ
っ
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

前
田
：
斎
場
は
や
っ
ぱ
り
場
の
力
も
す
ご
か
っ
た
か
ら
、
場

が
人
の
行
動
を
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
こ
が
あ
る
し
、

そ
の
振
る
舞
い
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
る
と
こ
ろ
も
増
幅
し
た

ん
だ
ろ
う
ね
。

阿
部
：
し
か
も
あ
の
日
は
、
羊
屋
さ
ん
の
ま
ぷ
さ
ん
へ
の
弔

辞
か
ら
始
ま
っ
た
。
各
々
が
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
上
で
、
ど

う
噛
み
砕
い
て
ゆ
く
か
と
い
う
過
ご
し
方
を
し
て
い
た
の
か

な
と
思
っ
て
。
そ
れ
を
最
終
的
に
も
う
一
度
着
地
さ
せ
よ
う

と
す
る
の
が
「
ぶ
な
」
の
日
だ
っ
た
の
か
な
と
い
う
解
釈
で

す
、
僕
は
。「R

est In Peace, Tokyo

」
のC

hapter 

０
、

１
、２
、３
と
回
を
重
ね
て
弔
辞
が
頂
点
、
そ
こ
か
ら
下
り
坂

で
着
地
す
る
っ
て
い
う
。

前
田
：
個
人
的
な
も
の
が
普
遍
的
な
と
こ
ろ
に
還
元
さ
れ
て

い
く
感
じ
か
な
。「
ぶ
な
」
は
異
様
に
穏
や
か
で
し
た
も
ん
ね
。

西
田
：
終
わ
り
と
し
て
す
ご
く
心
地
よ
い
も
の
で
し
た
け

ど
、
結
局
あ
れ
は
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
っ
て
考
え
る
と
、

未
だ
に
分
か
ら
な
い
。「
ま
ぷ
さ
ん
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
根

底
に
あ
っ
て
、
や
っ
と
弔
辞
で
語
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
ひ
と
つ
あ
る
け
れ
ど
、
白
玉
さ
ん
が

「R
est In Peace, Tokyo

」
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
書
き
続
け

た
、「
彼
女
」
と
呼
ば
れ
る
東
京
の
こ
と
や
、
愛
実
さ
ん
が
絵

本
に
し
た
「
石
の
ス
ー
プ
」
の
旅
人
も
、
彼
は
次
ど
こ
に
行

く
の
か
な
と
思
っ
た
り
す
る
。
ス
ー
プ
を
通
し
て
出
て
き
た

い
ろ
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
こ
れ
か
ら
も
物
語
を
紡
い
で

行
く
の
が
楽
し
み
な
感
じ
が
あ
る
ん
で
す
。
一
体
こ
れ
は
何

す
け
ど
、
確
か
に
一
つ
の
区
切
り
で
す
ね
。
で
も
考
え
た
ら
、

ま
ぷ
の
四
十
九
日
は
ず
っ
と
前
な
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
「
ぶ

な
」
で
や
っ
た
の
が
四
十
九
日
だ
と
し
た
ら
、
ま
ぷ
の
場
合

は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
、
も
の
す
ご
く
引
き
伸
ば
さ

れ
た
四
十
九
日
。

草
梛
：
5
年
か
け
て
ね
。

阿
部
：
ま
ぷ
さ
ん
は
5
年
前
で
す
か
、
そ
う
い
う
意
味
で
は

す
ご
い
時
間
が
流
れ
て
ま
す
ね
。
で
も
斎
場
で
は
、
ま
ぷ
さ

ん
の
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
と
て
も
個
人
的
な
時
間
が
お
客

さ
ん
の
中
に
も
流
れ
始
め
た
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
斎
場
で
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ク
に
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
変
化
は
感
じ
ま
す
。
と
は
言
え
、

一
貫
し
て
凄
く
深
い
穴
を
覗
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
は
あ
り

ま
す
よ
ね
。

阿
部
：
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
な
が
ら
「R

est In Peace, 

Tokyo

」
の
中
で
、一
番
の
関
心
が
少
し
ず
つ
移
行
し
て
い
っ

た
よ
う
な
気
は
し
ま
す
。
最
初
の
頃
は
減
速
の
た
め
の
設
え

を
ど
う
構
築
す
る
か
が
一
番
の
関
心
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
け

ど
、
斎
場
の
前
後
あ
た
り
か
ら
、
開
き
直
り
と
い
う
か
、
成

る
よ
う
に
成
れ
ば
い
い
と
い
う
よ
う
な
変
化
は
あ
っ
た
か
な

と
。

前
田
：
悲
し
く
な
く
な
っ
た
訳
じ
ゃ
無
い
ん
だ
け
ど
ね
。
例

え
ば
、
鳥
葬
と
か
風
葬
は
、
長
い
時
間
を
か
け
た
喪
の
作
業

だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
、「R

est In Peace, Tokyo

」
も
“
パ

ブ
リ
ッ
ク
化
〟
葬
と
い
う
か
、
社
会
に
還
元
す
る
ス
パ
ン
の

長
い
お
葬
式
み
た
い
に
思
う
。
そ
し
て
、
ま
ぷ
の
こ
と
を
参

加
し
た
人
た
ち
の
心
に
植
え
付
け
て
終
え
る
っ
て
感
じ
。
そ

う
す
る
と
悲
し
み
の
質
が
ギ
リ
ギ
リ
と
い
つ
も
痛
い
も
の
で

は
無
く
な
る
気
が
す
る
。

西
田
：
ち
ょ
っ
と
ず
つ
、
ま
ぷ
く
ん
の
死
か
ら
東
京
の
死
に

視
点
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
同
じ

も
の
じ
ゃ
無
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
表
裏
一
体
の
片
方

か
ら
別
の
ほ
う
に
意
識
が
な
が
れ
た
。

前
田
：
ま
ぷ
を
思
う
こ
と
と
都
市
を
思
う
こ
と
は
同
じ
こ
と
。

社
会
化
さ
れ
た
感
じ
か
な
。

西
田
：
見
つ
め
る
対
象
が
ま
ぷ
さ
ん
の
命
か
ら
、
も
ち
ろ
ん

同
じ
命
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
言
葉
と
し
て
は
都
市
っ
て
い

う
よ
う
な
方
、
ま
さ
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
な
っ
て
る
っ
て
こ
と

で
す
よ
ね
。

阿
部
：
で
も
、
そ
れ
は
本
来
同
質
の
も
の
な
ん
だ
っ
て
こ
と

で
す
よ
ね
。

西
田
：
な
ん
か
す
ご
い
構
造
で
す
ね
。
結
局
は
同
じ
も
の
を

見
つ
め
て
い
る
。

な
ぜ
残
骸
を
撮
影
し
始
め
た
の
か

前
田
：
１
回
目
の
後
の
反
省
会
と
い
う
飲
み
会
の
時
、
お
店

の
方
が
ゆ
で
卵
を
山
ほ
ど
サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
が

す
ご
い
面
白
か
っ
た
ん
で
す
。
ゆ
で
卵
っ
て
皮
を
剥
く
時
も
、

食
べ
て
る
時
も
、
夢
中
で
無
言
に
な
っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
そ
れ
が
「R

est In Peace, Tokyo

」
が
求
め
て

い
る
、
食
の
ス
タ
イ
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
よ

ね
。
そ
の
時
の
残
骸
、
卵
の
殻
の
山
、
シ
ン
プ
ル
な
形
を
し

た
命
の
ぬ
け
殻
の
山
が
、
建
築
と
か
都
市
に
見
え
た
。
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
続
け
て
い
け
る
街
の
状
況
と
同
じ
、

自
分
た
ち
が
食
べ
て
残
骸
を
残
す
繰
り
返
し
と
、
全
く
相
似

形
に
見
え
ち
ゃ
う
感
じ
が
し
た
ん
で
す
。
残
骸
自
体
ビ
ジ
ュ

ア
ル
と
し
て
面
白
い
し
、
リ
ン
ク
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
全
く

同
じ
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
？
っ
て
。
は
っ
き
り
言
語
化
し
な

か
っ
た
け
ど
、
こ
れ
は
フ
ィ
ッ
ト
す
る
っ
て
そ
の
場
に
い
た

人
た
ち
が
感
じ
て
た
と
思
う
。
だ
か
ら
そ
れ
以
来
、
食
事
は

む
し
ろ
殻
が
出
る
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
ま
し
ょ
う
、
そ
し
て
シ

ン
プ
ル
に
し
ま
し
ょ
う
っ
て
な
っ
た
。
自
分
た
ち
が
食
べ
た

証
、
生
き
た
証
、
同
時
に
自
分
た
ち
が
陵
辱
を
つ
く
し
た
証

を
、
単
に
暴
力
的
な
も
の
と
か
汚
い
も
の
で
は
な
く
、
造
形

と
し
て
も
面
白
く
美
し
い
も
の
と
し
て
、
在
る
が
ま
ま
撮
る
っ

て
こ
と
を
「
毎
回
続
け
た
ら
面
白
い
記
録
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
？
」
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

「
視
点
」
を
変
え
て
見
え
て
き
た
速
度

西
田
：
い
ろ
ん
な
こ
と
を
試
す
中
、
今
思
え
ば
僕
も
ス
ロ
ー

ダ
ウ
ン
す
る
方
法
を
考
え
て
た
と
思
う
ん
で
す
。
視
点
を
い

つ
も
と
変
え
て
み
る
に
は
分
か
り
や
す
く
、
椅
子
を
や
め
て

座
布
団
で
床
に
座
る
。「
よ
っ
こ
ら
し
ょ
」
っ
て
瞬
間
は
深
み

が
違
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
腰
を
お
ろ
し
て
視
点
が
数
十
セ

ン
チ
落
ち
る
と
、
突
然
世
界
の
見
え
方
が
変
わ
る
。
日
常
の

形
を
変
え
た
り
、
視
点
を
持
ち
上
げ
た
り
沈
め
た
り
っ
て
い

時
に
失
わ
れ
て
い
く
、
そ
れ
は
す
ご
い
悲
し
い
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。

前
田
：
だ
か
ら
、
昭
和
3
年
の
江
古
田
が
無
く
な
っ
た
よ
う

に
、
ま
ぷ
が
生
き
て
た
頃
の
江
古
田
も
無
く
な
っ
て
、
今
の

平
成
29
年
の
江
古
田
に
な
っ
て
る
。

阿
部
：
祖
父
が
亡
く
な
る
時
に
、
本
当
に
昭
和
3
年
の
江
古

田
は
無
く
な
る
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
気
が
し
ま
す
。「
ま
ぷ
は
街
」

を
裏
返
す
と
、
街
は
ま
ぷ
、
街
は
人
だ
と
思
う
。
人
が
作
り

運
営
し
て
い
る
も
の
な
の
で
。

前
田
：
本
当
そ
う
ね
。
昭
和
3
年
の
江
古
田
は
、
阿
部
く
ん

の
お
じ
い
様
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
に
失
わ
れ
ち
ゃ
う
。

阿
部
：
完
全
に
失
わ
れ
る
の
か
な
と
。

前
田
：
そ
し
て
記
録
に
な
る
ね
。

阿
部
：
記
憶
で
は
な
く
、
記
録
に
し
か
残
ら
な
く
な
り
ま
す

ね
。

西
田
：
な
ん
か
す
ご
い
今
、
腑
に
落
ち
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
ど

う
し
よ
う
、
腑
に
落
ち
た
く
な
か
っ
た
の
に
。

草
梛
：
僕
も
す
ご
い
ど
き
ど
き
し
て
き
ち
ゃ
っ
た
。

羊
屋
さ
ん
の
変
化

草
梛
：
先
ほ
ど
、
羊
屋
さ
ん
が
「
ま
ぷ
の
死
を
パ
ブ
リ
ッ
ク

に
返
し
て
き
た
の
で
は
」
と
い
う
話
が
で
ま
し
た
が
、
特
に

２
０
１
７
年
の
「R

est In Peace, Tokyo

」
を
通
じ
て
、

羊
屋
さ
ん
の
変
化
を
み
な
さ
ん
は
ど
う
見
て
い
ま
し
た
か
？

前
田
：
し
つ
こ
く
変
わ
ら
な
い
し
、
変
え
な
い
。
一
貫
し
て

し
ぶ
と
い
。
凄
い
。

西
田
：
一
貫
し
て
悩
み
続
け
て
も
が
い
て
い
る
。
だ
け
ど
、

ま
ぷ
さ
ん
の
こ
と
に
関
し
て
言
え
ば
、
あ
る
程
度
、
パ
ブ
リ
ッ

歳
に
な
っ
て
、
自
分
自
身
も
い
ず
れ
亡
く
な
る
。
す
ご
い
孤

独
を
感
じ
た
ん
で
す
ね
。
高
齢
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
じ
ゃ
な

く
、
失
い
続
け
た
結
果
、
自
分
も
ま
た
孤
独
に
な
っ
て
い
く
。

こ
れ
は
未
来
の
自
分
の
姿
な
ん
だ
、
失
っ
て
い
く
こ
と
に
対

す
る
予
行
演
習
だ
と
感
じ
た
ん
で
す
。
既
に
失
っ
た
も
の
へ

の
弔
い
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
失
い
続
け
て
い
く
こ
と

に
対
す
る
リ
ハ
ー
サ
ル
だ
と
も
感
じ
ま
し
た
。
昭
和
3
年
の

江
古
田
・
小
竹
町
は
じ
き
失
わ
れ
る
だ
ろ
う
し
。

前
田
：
つ
ま
り
将
来
、
平
成
29
年
も
失
わ
れ
る
っ
て
こ
と
だ

ね
。

西
田
：
そ
れ
で
す
ご
く
思
い
出
し
た
の
は
、
大
内
さ
ん
（
ア
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
の
担
当
者
）
の
「
み
ん
な
で
看
取
れ
ば

怖
く
な
い
」
っ
て
い
う
言
葉
。
す
ご
い
感
動
し
た
。
今
ま
で

も
そ
う
や
っ
て
き
た
わ
け
で
、
失
う
こ
と
は
一
大
事
に
違
い

な
い
け
ど
、
ず
っ
と
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
こ
と
。
そ
の
喪
失

と
ど
う
向
き
合
う
か
に
は
、
や
っ
ぱ
り
予
行
演
習
が
必
要
で
、

看
取
り
の
時
間
を
み
ん
な
で
上
手
く
こ
な
し
て
ゆ
く
練
習
の

機
会
は
昔
も
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
は
人
間
の
死
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
い
ろ
ん
な
も
の
の
喪
失
に
も
当
て
は
ま
る
。

阿
部
：
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
演
習
を
み
ん
な
で

す
る
っ
て
い
う
。

西
田
：
そ
れ
は
演
習
に
止
ま
ら
ず
に
、
も
っ
と
そ
の
先
の
大

事
な
も
の
を
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
。

前
田
：
人
と
か
猫
の
死
は
生
活
の
中
で
予
行
演
習
す
る
機
会

は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
都
市
の
死
に
は
気
づ
き
に
く

い
。
ち
ょ
っ
と
ず
つ
死
ん
で
い
っ
て
る
か
ら
ね
。
あ
と
、
ま

ぷ
の
死
は
、
街
の
死
な
ん
だ
よ
ね
。
ま
ぷ
は
街
だ
っ
た
か
ら
。

西
田
：
あ
、
そ
っ
か
。
あ
ー
。

前
田
：
江
古
田
＝
ま
ぷ
っ
て
と
こ
も
あ
る
。
ま
ぷ
が
よ
く
江

古
田
の
こ
こ
に
出
没
し
た
、
こ
こ
で
散
歩
し
て
た
、
こ
こ
で

鳥
を
狙
っ
て
た
の
っ
て
。
彼
の
足
取
り
は
や
っ
ぱ
り
江
古
田

の
街
。
ま
ぷ
の
死
は
街
の
死
。「
ま
ぷ
が
た
た
ず
ん
で
い
た
桜

の
木
は
も
う
無
い
の
」
と
か
。

西
田
：
江
古
田
と
い
う
街
が
、
ま
ぷ
さ
ん
が
闊
歩
し
て
た
頃

と
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
訳
で
す
よ
ね
。
当
時
と
変
わ
ら

な
い
う
ち
は
ま
だ
、
ま
ぷ
さ
ん
の
足
跡
と
か
存
在
が
漂
っ
て

い
る
感
じ
も
す
る
け
ど
、
街
が
変
わ
る
と
ど
ん
ど
ん
両
方
同
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前
田 

愛
実
（
ま
え
だ 

ま
な
み
）

劇
評
ラ
イ
タ
ー
・
ダ
ン
ス
企
画
お
や
つ
テ
ー
ブ
ル
主
宰
。

英
国
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学
演
劇
学
部
修
士
課
程
修
了
。
早
稲

田
大
学
演
劇
博
物
館
助
手
、
故
・
太
田
省
吾
氏
、
坂
手
洋
二

氏
の
演
出
助
手
を
経
て
、
現
在
は
、
現
代
演
劇
、
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
、
雑
誌
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に

寄
稿
す
る
。
ダ
ン
ス
企
画
お
や
つ
テ
ー
ブ
ル
で
は
演
出
・
振

付
け
を
担
当
。
公
益
財
団
法
人
国
際
文
化
会
館
シ
ニ
ア
・
ア
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。

西
田 

秀
己
（
に
し
だ 

ひ
で
み
）

１
９
８
６
年
北
海
道
小
樽
市
出
身
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
国
立

ベ
ル
ゲ
ン
芸
術
デ
ザ
イ
ン
大
学
修
士
課
程
修
了
。

建
築
的
な
記
号
を
用
い
な
が
ら
、
風
景
や
環
境
に
新
た
な
経

験
を
投
じ
る
美
術
家
。

こ
れ
ま
で By the m

ountain path(

英
国
・
ロ
ン
ド
ン 

、 

２
０
１
５)

や 

光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
４(

韓
国
・

光
州
、
２
０
１
４)

、
札
幌
国
際
芸
術
祭
２
０
１
４(

札
幌
、

２
０
１
４)

、Lexus H
ybrid A

rt 

２
０
１
３(

ロ
シ
ア
・

モ
ス
ク
ワ
、
２
０
１
４)

他
、
様
々
な
国
、
場
所
、
環
境
で

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
。
２
０
１
７
年
1
月
か

ら
4
月
ま
で
英
国
デ
ル
フ
ィ
ー
ナ
財
団
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
レ

ジ
デ
ン
ス
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
。

阿
部 

健
一
（
あ
べ 

け
ん
い
ち
）

１
９
９
１
年
生
ま
れ
。
東
京
都
練
馬
区
出
身
。
演
劇
活
性
化

団
体
ｕ
ｎ
ｉ
主
宰
・
演
出
。
廃
工
場
や
商
店
街
、
喫
茶
店
な

ど
生
活
に
近
い
空
間
で
の
公
演
を
行
う
。
練
馬
区
を
拠
点
に

地
域
に
根
ざ
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
、
２
０
１
４
年

に
地
域
で
の
リ
サ
ー
チ
を
も
と
に
作
品
を
つ
く
り
上
演
す

る
企
画
「
ち
ょ
い
と
そ
こ
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第
一

弾
を
江
古
田
駅
周
辺
で
実
施
。
２
０
１
４
年
末
に
閉
場
し

た
江
古
田
市
場
に
て
「
ナ
イ
ス
・
エ
イ
ジ
」
を
上
演
し
た
。

２
０
１
７
年
4
月
よ
り
第
二
弾
と
し
て
練
馬
区
・
高
松
編
が

進
行
中
。

千
葉
大
学
大
学
院
園
芸
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
在
学
。

演
劇
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
研
究
に
取
り
組
む
。

https://uni-theatre.jim
do.com

/

う
の
は
、
僕
が
美
術
家
と
し
て
作
品
で
や
っ
て
る
こ
と
な
ん

で
す
。「
き
こ
え
る
」
の
回
で
、
直
感
的
に
落
と
し
て
み
て
は

と
思
っ
た
の
が
、
そ
れ
は
す
ご
く
良
か
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
床

に
座
っ
て
、
座
卓
を
囲
む
と
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
ん
で
す
よ

ね
。
向
か
い
合
う
距
離
は
あ
っ
て
も
、
同
じ
床
に
い
る
共
有

感
が
あ
る
。
そ
こ
で
一
つ
の
「R

est In Peace, Tokyo

」

に
必
要
な
速
度
感
を
得
た
感
じ
は
し
ま
し
た
。

前
田
：
地
べ
た
に
近
い
こ
と
が
身
体
に
与
え
る
影
響
は
半
端

な
か
っ
た
。
地
続
き
だ
と
死
ん
だ
人
に
近
い
し
、
寝
そ
べ
る

の
も
す
ぐ
だ
か
ら
、
隣
の
人
と
の
距
離
感
も
違
う
。
同
じ
距

離
で
も
椅
子
よ
り
心
理
的
に
近
い
と
思
っ
た
。

西
田
：
同
じ
床
を
共
有
し
て
ま
す
か
ら
ね
。
疲
れ
た
ら
寝
ら

れ
る
し
、
意
識
的
に
も
と
ろ
け
た
状
態
。
空
間
的
に
変
わ
る

だ
け
じ
ゃ
無
く
て
ね
。

前
田
：
個
々
の
意
識
が
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
よ

り
、
普
遍
的
無
意
識
で
個
が
ち
ょ
っ
と
繋
が
っ
て
る
み
た
い

な
ね
。

西
田
：
そ
の
繋
が
り
が
う
っ
す
ら
と
見
え
る
よ
う
な
手
応
え

が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
上
手
く
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
で
き
た
感
じ

が
し
ま
し
た
。

「
斎
場
」
の
こ
と
、
江
古
田
の
こ
と

阿
部
：
結
構
早
い
段
階
で
斎
場
を
使
う
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア

は
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
僕
は
斎
場
で
や
る
意
味
や
、
最
終

回
の
一
つ
前
に
く
る
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
前
ま
で
の
回
が
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
し
て
、
弔
い
や
失
っ

た
物
事
に
対
す
る
回
路
を
開
く
も
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
を

反
転
さ
せ
る
回
と
し
て
斎
場
が
あ
る
。
だ
か
ら
そ
こ
か
ら
ど

う
や
っ
て
個
人
的
な
事
に
し
て
ゆ
く
の
か
が
課
題
で
し
た
。

な
の
で
弔
辞
が
「R

est In Peace, Tokyo

」
の
頂
点
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

西
田
：
あ
の
弔
辞
が
物
凄
い
迫
力
で
、
あ
そ
こ
で
視
点
が
バ

チ
っ
と
切
り
替
わ
る
、
あ
る
種
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
ね
。

阿
部
：
で
す
ね
。
斎
場
と
い
う
場
が
与
え
る
影
響
も
強
い
。

普
通
誰
か
の
お
葬
式
や
法
事
で
行
く
の
が
斎
場
で
す
け
ど
、

会
場
に
着
く
と
な
ん
の
説
明
も
な
く
羊
屋
さ
ん
の
弔
辞
が
始

ま
る
。
今
い
る
こ
の
場
は
何
だ
と
考
え
る
回
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
な
の
で
、
特
別
な
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
せ
ず
、
シ
ン

プ
ル
な
食
事
と
お
し
ゃ
べ
り
の
時
間
を
と
っ
て
、
そ
の
あ
と

全
員
で
外
を
歩
く
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
江
古

田
で
生
ま
れ
育
っ
て
、
そ
こ
で
演
劇
も
や
っ
て
い
る
の
で
、

明
治
天
皇
の
愛
馬
の
金
華
山
号
が
最
期
を
過
ご
し
た
御
領
地

だ
っ
た
と
い
う
斎
場
の
土
地
の
歴
史
や
、
百
年
以
上
前
の
人
々

の
行
い
を
お
客
さ
ん
に
手
渡
し
、
街
歩
き
が
ど
う
変
わ
る
か

考
え
て
い
ま
し
た
。

前
田
：
金
華
山
号
、
い
っ
た
ん
埋
葬
し
た
の
に
剥
製
に
し
た

い
と
掘
り
出
さ
せ
た
話
、
す
ご
か
っ
た
ね
。
あ
れ
は
そ
う
い

う
喪
の
方
法
だ
ね
。
明
治
天
皇
は
、
愛
馬
の
か
た
ち
を
留
め

た
方
法
で
弔
い
た
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
け
ど
、
掘
り
起
こ
す

と
は
ね
。
土
に
返
す
っ
て
街
と
同
化
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
て
改

め
て
思
う
。
だ
か
ら
馬
の
話
も
、
江
古
田
の
街
と
ま
ぷ
の
こ

と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

阿
部
：
僕
も
昔
を
知
る
方
を
た
ず
ね
る
う
ち
、
や
っ
と
お
聞

き
で
き
た
お
話
で
し
た
。
そ
う
い
う
も
の
を
手
渡
し
て
ゆ
く

こ
と
で
、
街
の
見
え
方
が
変
わ
る
し
、
街
を
歩
く
体
験
も
変

わ
れ
ば
と
、
意
識
し
て
い
ま
し
た
。
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Rest In Peace, Tokyo  Chapter 1　はなまる　June 19th , 2017　小竹町会館

ゆで卵の皮を剥く時も、食べてる時も、夢中で無言になる。それが「Rest In Peace, Tokyo」が求めている、食

のお作法だと思った。そして、食べ終わった後の、卵の殻の山、シンプルな形をした命のぬけ殻の山が、建築や都

市に見えてきた。スクラップアンドビルドを続けていける街の状況と同じ。食べる、その亡骸が残る、その繰り返し

と、相似形にも見えた。

自分たちが食べた証、生きた証、同時に自分たちが陵辱をつくした証を、単に暴力的なものとか汚いものではなく、

造形として在るがまま撮るってことを毎回続けることで、相似形に気付いてくれる人もいるかもしれないなと思いなが

ら、シャッター音を聞いていた。
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Rest In Peace, Tokyo  Chapter 2　みとれる　July 17th , 2017　norari : kurari cafe & galette

「弔い」というと死のイメージがまとわりつくんですが、単に死者に追悼の意を唱えるだけではなく、「弔い」という

儀式を通して、死者の人格を、もう一度再生させて向き合う。それは、人であろうが猫であろうが都市であろうが、

石であろうが多分、何にでも通ずるのだけど。

再生した死者に「あなたは何考えてたの？」って聞きたい。死だけでなく、過去のもの、死んだもの、終わったもの

の格、質、概念を想う。その手間を丁寧に行うことが、自然に生活を振る舞える速度へと減速してゆく「減速装置」

なのかもしれない。
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失うことは一大事に違いないけど、ずっと繰り返されてきたことで、じゃあ、毎回、その喪失と向き合うためには、やっ

ぱり予行演習が必要で、看取りの時間をみんなで上手くこなしてゆく練習の機会は、太古の昔もあったと思う。それ

は人間の死だけじゃなくて、いろんなものの喪失も含めて。

しかも、個人にとっての予行演習を、みんなでしていた。

そして、それは演習に止まらずに、もっとその先の大事なものを考える機会にもなっていた。

人とか猫の死は生活の中で予行演習する機会はあるかもしれないけど、都市の死には気づきにくい。ちょっとずつ

死んでいってるからね。

Rest In Peace, Tokyo  Chapter 2.7　はぐれる　July 26th , 2017　青ヶ島



88 89 

江古田＝まぷってとこもある。まぷがよく江古田のここに出没した、ここで散歩してた、ここで鳥を狙ってたって。彼

の足取りはやっぱり江古田の街。まぷの死は、ある側面、江古田の街の死。まぷが木陰でお昼寝していた桜の木は、

いまはもう無いそうだし。

江古田という街が、まぷさんが闊歩してた頃とどんどん変わっていく訳ですよね。当時と変わらないうちはまだ、ま

ぷさんの足跡とか存在が漂っている感じもするけど、街が変わるとどんどん両方同時に失われていく、悲しいといっ

てよいのかもわからない。

Rest In Peace, Tokyo  Chapter 3　きこえる　August 11th , 2017　小竹町会館
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昭和3年に生まれた僕の祖父は、平成29年のきょうまで、失い続けてきたのだとも言えると思うんです。喪失の連

続のなか、今89歳になって、彼自身もいずれ亡くなる。高齢だからというだけじゃない。そしてこれは未来の僕の

姿なんだと、失っていくことに対する予行演習だと感じたんです。既に失ったものへの弔いだけでなく、これからも

失い続けていくことに対する予行演習だとも感じました。

Rest In Peace, Tokyo  Chapter 4　くすぐる　October 14th , 2017　江古田斎場
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一貫して、羊屋さんの、まぷを失くしたことへの、喪失の力、嘆く力、悲しむ力としつこさが凄まじくて。確かに、昔から、

人が誰かを失くした悲しみをバネにして作品を作るとか、偉業を成し遂げることはあるけれど。それとは、ずいぶん

と違うニュアンス。嘆きや悲しみを作品に昇華するというより、嘆き悲しむ力を、直接パブリックに返す方法、祭り

とか儀式みたい。
Rest In Peace, Tokyo  Chapter 5　みつける　November 17th , 2017　珈琲店ぶな



2016 年 4月 更地になった江古田市場跡

2014 年 6月 閉場半年前の江古田市場の看板

1960 年代 江古田市場入船屋煎豆店

2014 年大晦日 江古田市場閉場の日



文京シビックセンター展望室より江古田方向を見る
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都
心
に
あ
る
高
層
ビ
ル
の
展
望
台
か
ら
、
見
渡
す
限
り
に

拡
が
る
街
並
を
眺
め
て
考
え
た
。
そ
れ
ぞ
れ
人
は
何
故
そ
の

場
所
に
住
ん
で
い
る
の
か
。
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ
ろ
う
。
通

勤
や
通
学
の
都
合
で
あ
っ
た
り
、
経
済
的
な
理
由
で
あ
っ
た

り
、
代
々
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
か
ら
と
い
う
人
も
い
る
。
縄

文
時
代
の
人
た
ち
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
川
や
湖
や
海

の
近
く
に
多
く
の
縄
文
遺
跡
が
あ
る
こ
と
は
、
狩
猟
採
集
生

活
を
維
持
す
る
上
で
必
要
な
自
然
環
境
が
あ
る
場
所
を
選
ん

で
い
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。
働
い
た
り
学
ん
だ
り
す
る
こ

と
が
現
代
人
の
生
活
の
中
心
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
都
合
で

住
む
場
所
を
選
ぶ
の
は
合
理
だ
。

　

東
京
に
住
ん
で
30
年
近
く
の
あ
い
だ
に
、
10
回
の
引
越
を

し
て
き
た
。
そ
の
時
々
の
都
合
で
、
住
む
街
を
選
ん
で
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
街
で
近
所
の
飯
屋
や
飲
み
屋
、
八
百
屋
、
肉
屋

な
ど
、
極
力
チ
ェ
ー
ン
店
で
は
な
い
お
店
を
利
用
し
、
そ
の

街
に
繋
が
ろ
う
と
し
て
き
た
。
だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
地

域
に
関
わ
る
に
は
ど
こ
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
い

ま
だ
に
よ
く
分
か
ら
ず
彷
徨
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
共
通

利
害
の
な
い
都
会
生
活
者
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な

ど
存
在
す
る
の
か
と
さ
え
思
っ
て
い
た
。

　

東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
の
メ
ン
バ
ー
で
、
私

は
唯
一
江
古
田
の
外
か
ら
通
っ
て
い
た
。
江
古
田
は
今
ま
で

住
ん
だ
ど
の
街
よ
り
も
、
生
活
の
基
盤
が
充
実
し
て
い
る
。

基
盤
と
は
、
縄
文
人
が
か
つ
て
必
要
と
し
た
よ
う
な
、
食
料

や
生
活
に
必
要
な
も
の
を
安
心
し
て
調
達
す
る
こ
と
の
で
き

る
環
境
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
そ
の
基
盤
を
支

え
る
人
た
ち
が
、
お
互
い
に
こ
の
街
を
支
え
て
い
る
と
い
う
、

相
互
扶
助
の
関
係
性
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
、
江
古
田
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
彷
徨
っ
て

い
た
自
分
に
欠
け
て
い
た
視
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う

に
思
う
。
そ
れ
は
、
生
活
と
は
用
意
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
日
々
を
つ
く
り
、
繋
い
で
い
く
こ
と
だ
と
い
う
、

ご
く
当
た
り
前
の
視
点
で
あ
る
。

　
「
生
活
圏
に
起
こ
る
も
の
ご
と
の
始
ま
り
と
終
わ
り
、
そ
の

間
を
追
求
す
る
」。
こ
の
得
体
の
知
れ
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、

は
じ
め
は
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
た
。
普
段
た
ず
さ
わ
っ
て
い

る
仕
事
の
、
目
的
志
向
型
の
思
考
と
は
異
な
る
思
考
を
必
要

と
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
戸
惑
い
を
感
じ
る
た
び
に
、「
生
活
」

と
は
何
だ
ろ
う
と
、
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
て
き
た
。「R

est 

In Peace, Tokyo

」
の
最
終
回
、
い
つ
も
の
お
肉
屋
さ
ん
の

店
先
で
、
参
加
者
が
買
い
物
を
す
る
様
子
を
遠
目
に
見
て
い

た
私
に
、「
愛
お
し
い
光
景
」
と
い
う
言
葉
が
降
り
て
き
た
。

４
年
間
、
毎
月
の
よ
う
に
街
を
歩
き
、
買
い
物
を
し
、
ス
ー

プ
を
作
っ
て
食
べ
て
話
を
す
る
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を

し
て
き
た
だ
け
な
の
に
、
こ
の
言
葉
は
私
に
と
っ
て
大
き
な

贈
り
物
と
な
っ
た
。
ど
ん
な
に
世
界
が
加
速
し
よ
う
と
も
、

日
々
、
ス
ー
プ
を
作
り
、
話
し
、
暮
ら
し
た
い
。
そ
う
思
う
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
知
っ
た
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

住
む
場
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
愛
着
を
持
て
ま
す
よ
う

に
。

草
梛 

亮
（
く
さ
な
ぎ 

り
ょ
う
）

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
建
築
家

１
９
７
２
年
東
京
生
ま
れ
。

商
業
施
設
、
水
族
館
な
ど
の
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
、
展
示
デ
ザ
イ
ン
、

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
か
た
わ
ら
、

Blues &
 Soul Band

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
中
。

東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
で
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
兼
シ
ェ
フ
と
し
て
、

唯
一
、
練
馬
区
外
か
ら
の
参
加
だ
っ
た
が
、
次
第
に
江
古
田
に
魅
了
さ
れ
る
。

街
並
み
を
眺
め
て
考
え
た
こ
と

東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行　

デ
ザ
イ
ナ
ー　

草
梛 

亮
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・
何
が
と
む
ら
い
の
対
象
に
な
り
得
る
の
か
に
つ
い
て
は
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
と
り
あ
え
ず
、「
失
わ
れ
た

も
の
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
思
い
つ
く
も
の
を
脳
内

で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
み
た
。

　

荒
川
河
川
敷
で
の
と
む
ら
い
の
経
験
を
踏
ま
え
、「
既
に
と

む
ら
い
が
終
わ
っ
た
も
の
」
よ
り
は
、「
こ
れ
か
ら
と
む
ら

い
が
必
要
で
あ
る
も
の
、
現
在
と
む
ら
い
中
で
あ
る
も
の
」

の
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
、
そ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
吟
味
し
た
。

・
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
１
３
年
に
か
け
て
、
私
に
は
、
離

婚
を
し
た
、
体
調
を
崩
し
た
、
仕
事
を
（
意
図
せ
ず
に
）

辞
め
た
、
な
ど
の
、
一
般
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
と
評
価
さ
れ

る
出
来
事
が
立
て
続
け
に
起
こ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
一
群

の
出
来
事
が
、
私
に
と
っ
て
「
こ
れ
か
ら
と
む
ら
い
が
必

要
で
あ
る
も
の
、
現
在
と
む
ら
い
中
で
あ
る
も
の
」
な
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え
が
思
い
浮
か
ん
だ
。

・
思
い
浮
か
ん
だ
当
初
は
、
こ
の
よ
う
な
「
自
分
に
起
こ
っ

た
出
来
事
」
が
と
む
ら
い
の
対
象
と
な
り
得
る
の
か
に
つ

い
て
、
や
は
り
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、「
亡
く
な
っ
た
他
者
」
や
、「
島
や
市
場
や
村
が

終
わ
る
こ
と
」
と
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
う

ち
に
、
多
分
対
談
紀
行
２
０
１
６
春
篇
の
前
後
く
ら
い
の

時
期
に
、（
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
の
）
こ
の
よ
う

な
「
自
分
に
起
こ
っ
た
出
来
事
」
も
と
む
ら
い
の
対
象
に

し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
気
が
し
て
き
た
。

同
じ
く
ら
い
の
時
期
に
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
が
マ
イ
ナ
ス

で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

マ
イ
ナ
ス
で
は
な
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
と
む
ら
い
の
対
象
と
し
て
よ
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
か
、
と
む
ら
い
の
対
象
と
し
て
よ
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
何
か
し
ら
関
係
し

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。）

--------------------------------------------

　

対
談
紀
行
は
、
冒
頭
で
、
羊
屋
さ
ん
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
ま
ず
は
、
２
０
１
２
年
に
亡
く

な
っ
た
羊
屋
さ
ん
の
猫
に
つ
い
て
、
猫
を
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に

く
る
ん
で
看
病
し
た
こ
と
、
友
人
が
気
遣
っ
て
鍋
に
入
れ
た

ス
ー
プ
を
持
っ
て
き
た
こ
と
、
亡
く
な
っ
た
猫
を
ど
う
し
よ

う
か
と
話
し
合
っ
た
こ
と
、
自
分
の
死
後
に
つ
い
て
も
考
え

た
こ
と
、
な
ど
。
次
に
、
東
京
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
輝
い

て
い
て
未
来
都
市
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
面
影
が
な

く
な
っ
た
現
在
の
東
京
に
つ
い
て
考
え
た
い
こ
と
、
な
ど
。

最
後
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、「
も
の

ご
と
の
終
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
」、「
東
京
を
と
む
ら
う
」、

な
ど
。

　

そ
の
後
、
羊
屋
さ
ん
や
そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
、
ゲ

ス
ト
が
、
非
公
開
で
の
活
動
や
ゲ
ス
ト
の
生
活
や
仕
事
な
ど

に
つ
い
て
の
対
談
を
す
る
。

　

対
談
は
、「
も
の
ご
と
の
終
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
」、「
東

京
を
と
む
ら
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。
例
え
ば
、
青
ヶ
島
は
、
１
７
８
５
年
の
大
噴
火
で
全

島
民
が
避
難
し
た
。
江
古
田
市
場
は
、
２
０
１
４
年
末
に
閉

場
し
た
。
小
河
内
村
は
、
１
９
５
７
年
に
ダ
ム
建
設
で
水
没

し
た
。
青
ヶ
島
も
、
江
古
田
市
場
も
、
小
河
内
村
も
、
東
京

都
に
所
在
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
も
の
ご
と
の
終
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
」、「
東

京
を
と
む
ら
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
直
接
語
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
性
が
わ
か
ら
な

い
対
談
も
あ
る
。
冒
頭
で
登
場
し
た
猫
や
東
京
が
対
談
で
再

登
場
す
る
こ
と
も
な
い
。

　

な
ん
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
、
初
期
の
頃

の
素
朴
な
感
想
だ
っ
た
。
し
か
し
、
参
加
を
重
ね
る
に
つ
れ

て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
取
り
扱
お
う
と
し
て
い
る
よ
く

わ
か
ら
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
り
に

日
常
的
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

Ⅲ　

Rest In Peace, Tokyo

２
０
１
７
年
５
月
21
日
19
時
39
分
送
信

件
名
：「
は
じ
ま
る
」
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

・
声
の
届
く
範
囲
に
制
約
が
あ
り
、
会
話
が
全
体
で
共
有
さ

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
せ
っ
か
く
一
つ

の
鍋
で
作
っ
た
ス
ー
プ
を
分
け
合
う
の
だ
か
ら
、
全
体
で

会
話
を
共
有
す
る
機
会
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
に
」
と
、
参

加
し
て
い
た
時
点
で
は
思
っ
た
。

　

し
か
し
、
終
わ
っ
た
後
は
、
段
々
と
、「
誰
か
が
大
き
な
声

を
出
し
て
全
体
の
会
話
を
誘
導
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
場
の
自
然
な
流
れ
の
ま
ま
に
あ
ち
こ
ち
で
並
行
的
に

会
話
が
な
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
、
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
紀
行
ら
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
の
方
が
強
く
な
っ

て
き
た
。

・「
板
」（
注
：「
は
じ
ま
る
」
で
は
、
各
自
が
と
む
ら
い
た
い

も
の
ご
と
に
つ
い
て
書
く
た
め
の
板
が
参
加
者
に
配
ら
れ

た
。）
に
つ
い
て
、
事
前
の
説
明
は
、「
最
終
的
に
は
銭
湯

で
燃
料
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
の
み
だ
っ
た
の
で
、「
板
に

書
い
た
内
容
に
つ
い
て
、
ス
ー
プ
を
飲
み
な
が
ら
分
か
ち

合
い
を
す
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
予
想
し
な
が
ら
、

誰
か
に
内
容
を
知
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
前
提
で
、

控
え
め
に
書
い
た
。

　

結
果
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、

「
も
っ
と
踏
み
込
ん
で
書
い
て
も
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
」
と
、
終
わ
っ
た
後
で
思
っ
た
。

（
・ Ⅰ　

は
じ
め
に

　

２
０
１
４
年
春
の
中
房
総
国
際
芸
術
祭
で
の
演
劇
作
品
を

観
て
指
輪
ホ
テ
ル
に
興
味
を
持
ち
、
羊
屋
白
玉
さ
ん
が
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
を
す
る
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
の
、

初
め
て
の
公
開
企
画
で
あ
っ
た
対
談
紀
行
２
０
１
４
秋
篇
に

参
加
し
て
み
た
。
ア
ー
ト
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
仕
事
に
し
た

り
し
た
こ
と
は
な
く
、
知
り
合
い
が
い
る
わ
け
で
も
な
い
、

一
般
の
参
加
者
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
対
談
紀
行
とR

est In Peace, Tokyo

に
参

加
す
る
中
で
、
羊
屋
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
る
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
向
け
て
、

感
想
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
書
い
た
メ
ー
ル
を
合
計
４
通
送

信
し
た
。

Ⅱ　

対
談
紀
行

２
０
１
６
年
７
月
２
日
０
時
28
分
送
信

件
名
：
対
談
紀
行
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

・
対
談
紀
行
２
０
１
５
秋
篇
の
直
後
の
昨
年
10
月
７
日
、
と

む
ら
い
（
注
：
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
制
作
さ
れ
た
ラ
ン

チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
食
事
を
し
な
が
ら
失
わ
れ
た

も
の
ご
と
に
思
い
を
向
け
る
行
為
。）
を
実
行
し
た
。

　

場
所
は
東
武
伊
勢
崎
線
小
菅
駅
近
く
の
荒
川
河
川
敷
、
人

数
は
私
の
み
一
人
、
食
べ
物
は
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
買
っ

た
ハ
ン
バ
ー
グ
弁
当
と
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
。

　

と
む
ら
い
の
対
象
は
、
私
が
弁
護
士
の
仕
事
を
始
め
た
年

に
担
当
し
た
刑
事
事
件
の
被
告
人
の
方
で
、
１
年
近
く
の

（
比
較
的
長
い
）
お
付
き
合
い
を
し
て
い
た
が
、
２
０
０
９

年
春
頃
、
東
京
拘
置
所
で
急
に
倒
れ
て
病
院
に
運
ば
れ
、

そ
の
日
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
。
面
会
に
来
る
知
り
合
い

が
誰
も
お
ら
ず
、
多
分
、
最
後
に
面
会
し
た
の
も
私
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

・
亡
く
な
っ
た
の
が
２
月
か
ら
３
月
く
ら
い
で
、
そ
の
後
の

桜
の
季
節
に
、
当
時
の
自
宅
の
近
く
の
谷
中
霊
園
の
桜
並

木
で
、
夜
に
一
人
で
ワ
ン
カ
ッ
プ
を
飲
み
な
が
ら
そ
の
方

の
こ
と
を
思
い
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後

何
年
か
は
、
そ
の
季
節
に
な
る
と
同
じ
よ
う
に
し
て
い
た
。　
　
　
　

対
談
紀
行
２
０
１
５
秋
篇
で
と
む
ら
い
の
説
明
を
聞
い
た

と
き
、
一
番
最
初
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
そ
の
光
景
だ
っ

た
。

・
荒
川
河
川
敷
で
の
と
む
ら
い
で
は
、
当
時
ほ
ど
に
は
、
そ

の
方
の
こ
と
を
思
い
出
さ
な
か
っ
た
。

　

当
時
の
桜
並
木
で
の
ワ
ン
カ
ッ
プ
が
私
に
と
っ
て
の
そ
の

方
の
と
む
ら
い
で
あ
り
、
私
の
中
で
既
に
そ
の
方
の
と
む

ら
い
は
終
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
っ
た
。

・
荒
川
河
川
敷
で
の
と
む
ら
い
の
後
、
数
か
月
間
、「
私
が
誰

か
に
（
例
え
ば
羊
屋
さ
ん
に
）
と
む
ら
い
の
話
を
す
る
と

し
た
ら
、
何
の
話
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
」
に
つ
い
て
、
考

え
た
。

・
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
何
が
と
む
ら
い
の
対
象
と
な
り
得

る
の
か
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

対
談
紀
行
の
２
０
１
４
秋
篇
、
２
０
１
５
春
篇
、

２
０
１
５
秋
篇
前
半
で
取
り
扱
わ
れ
た
青
ヶ
島
、
江
古
田

市
場
、
小
河
内
村
と
、
２
０
１
５
秋
篇
後
半
で
と
む
ら
い

の
具
体
例
と
し
て
示
さ
れ
た
「
亡
く
な
っ
た
他
者
」
と
の

間
に
、
ど
う
い
う
共
通
点
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
何
が
含

ま
れ
得
る
の
か
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

・
２
０
１
５
秋
篇
後
半
で
、
発
言
の
機
会
を
頂
い
た
の
で
、

「
何
が
と
む
ら
い
の
対
象
に
な
り
得
る
の
か
」
と
い
う
質
問

を
し
た
。
羊
屋
さ
ん
の
回
答
は
、「
あ
ら
ゆ
る
失
わ
れ
た
も

の
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
謎
は
深
ま
っ
た
。

羊
屋
白
玉
さ
ん
の
猫
が
亡
く
な
っ
た
翌
月
に
離
婚
を
し
、
そ
の
翌
年
に
体
調
を
崩
し
て
仕
事
を
辞
め
た
。
さ
ら
に
次
の
年
、
羊
屋
さ
ん
や
東

京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
に
出
会
っ
て
か
ら
の
４
年
間
に
、
対
談
紀
行
とRest In Peace, Tokyo

の
合
間
の
日
常
で
思
い
め
ぐ

ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
失
わ
れ
た
も
の
」
に
つ
い
て
、
羊
屋
さ
ん
に
宛
て
た
４
通
の
メ
ー
ル
。

２
０
１
４
年
よ
り
全
て
の
会
に
登
場
し
、
問
い
を
与
え
て
く
れ
た
ひ
と
り
の
参
加
者
か
ら
の
、
４
通
の
書
簡
と
後
日
談
。「
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
」
に
潜
む
、
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル

ド
の
ひ
と
つ
が
透
け
て
見
え
て
く
る
よ
う
だ
。

佐
藤 

浩
太
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こ
こ
の
と
こ
ろ
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
よ
く
考
え
て
い

る
。

・
死
ぬ
ま
で
と
死
ん
だ
後
の
間
に
線
を
引
く
の
は
、
生
ま
れ

て
か
ら
死
ぬ
ま
で
は
体
が
物
理
的
に
同
一
性
を
保
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
死
ん
だ
後
は
体
が
物
理
的
な
同
一
性
を
保

て
な
く
な
る
、
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、

と
思
わ
れ
る
。

・
し
か
し
、
考
え
方
や
感
じ
方
が
日
々
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
く
（
時
に
は
劇
的
に
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
）、
と
い
う
点

を
重
視
す
る
と
、
必
ず
し
も
「
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で

の
間
は
同
一
性
が
保
た
れ
て
い
る
」
と
は
言
え
な
く
な
る
。

・
ま
た
、
物
理
的
に
は
別
の
存
在
で
あ
る
自
分
と
他
人
と
の

間
で
、
他
人
の
考
え
方
が
自
分
に
影
響
し
た
り
、
自
分
の

考
え
方
が
他
人
に
影
響
し
た
り
す
る
、
と
い
う
点
を
重
視

す
る
と
、
自
分
の
体
が
死
ん
だ
後
に
も
自
分
の
考
え
方
や

感
じ
方
が
生
き
続
け
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
必

ず
し
も
「
死
ん
だ
後
は
同
一
性
が
保
た
れ
な
く
な
る
」
と

は
言
え
な
く
な
る
。

２　

何
を
と
む
ら
う
の
か

　

こ
の
５
年
間
く
ら
い
で
一
番
と
む
ら
っ
た
も
の
は
何
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
、
と
思
い
返
す
と
、（
昨
年
７
月
の
メ
ー
ル
に
書

い
た
離
婚
や
失
職
で
は
な
く
）
生
き
て
い
る
特
定
の
人
と
の

失
わ
れ
た
関
係
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
。

　

こ
の
こ
と
を
と
む
ら
う
と
き
に
は
、
失
わ
れ
た
関
係
そ
の

も
の
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
人
か
ら
影
響
を
受
け
て
自
分
が

変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
心
を
向
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
上
記
１
で
考
え
て
い
る
こ
と
と

も
つ
な
が
る
よ
う
に
思
う
。

３　

東
京
を
と
む
ら
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

　
「
き
こ
え
る
」
の
頃
ま
で
は
、
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
紀
行
で
と
む
ら
お
う
と
し
て
い
る
東
京
と
は
、
羊
屋
さ
ん

が
「
未
来
都
市
の
よ
う
だ
」
と
感
じ
て
い
た
過
去
の
一
定
の

時
期
の
東
京
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
「
１
９
９
０
年
頃
の

東
京
」
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
と
む
ら
わ
れ
て
き
た
さ
ま
ざ

ま
な
（
猫
、
青
ヶ
島
、
江
古
田
市
場
、
小
河
内
村
な
ど
の
）

「
終
わ
り
」
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ら
と
は
別
の
「
１
９
９
０
年

頃
の
東
京
」
を
と
む
ら
う
、
と
い
う
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い

る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行

で
と
む
ら
お
う
と
し
て
い
る
東
京
と
は
、
も
っ
と
多
義
的
な

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と
む
ら
わ
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

「
終
わ
り
」
の
全
て
が
、
既
に
、
東
京
を
と
む
ら
う
こ
と
と
直

接
に
結
び
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
、

さ
ら
に
言
え
ば
、「
東
京
に
暮
ら
し
て
い
る
私
」
の
中
に
あ
る

何
か
を
と
む
ら
う
こ
と
が
、
東
京
を
と
む
ら
う
こ
と
な
の
で

は
な
い
か
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

４　

ど
う
し
て
ス
ー
プ
を
囲
む
の
か

　

ど
う
し
て
毎
月
ス
ー
プ
を
囲
ん
で
い
る
の
か
、
に
つ
い
て

は
、
未
だ
に
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、（
上
記
１
と
は
逆
説

的
に
）
そ
う
は
言
っ
て
も
死
ぬ
ま
で
は
体
か
ら
離
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

対
談
紀
行
２
０
１
４
秋
篇
で
、
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
が
、「
訪

れ
た
こ
と
の
な
い
土
地
に
つ
い
て
は
語
ら
な
い
」
と
言
っ
て

い
た
こ
と
や
、Rest In Peace, Sapporo

（
注
：
指
輪
ホ

テ
ル
が
、
２
０
１
７
年
９
月
に
札
幌
で
上
演
し
た
作
品
。）
の

終
盤
で
、
う
さ
ぎ
が
、「
お
母
さ
ん
が
生
き
返
る
こ
と
が
な
い

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
と
も
、
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

--------------------------------------------

　

R
est In Peace, Tokyo

は
、
ま
ず
、
羊
屋
さ
ん
の
猫
の

月
命
日
の
前
後
に
、
江
古
田
駅
に
集
合
す
る
。
そ
し
て
、
交

代
で
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
行
列
し
な
が
ら
周
辺
の
商
店
で
食

材
を
買
い
集
め
、
そ
の
食
材
で
ス
ー
プ
を
作
っ
て
食
べ
る
。

そ
の
間
、
羊
屋
さ
ん
を
中
心
に
、
生
前
の
猫
の
こ
と
や
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
去
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
も
や
は
り
、「
も
の
ご
と
の
終
わ
り
に
つ

い
て
考
え
る
」、「
東
京
を
と
む
ら
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ

い
て
直
接
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
猫
は
話
題
の
中
心
に
な

る
が
、
東
京
は
必
ず
し
も
直
接
的
に
話
題
に
は
な
ら
な
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
合
間
の
日
常
で
、
自
分
の
中
の

「
終
わ
り
」
に
意
識
を
向
け
た
り
、
自
分
の
外
の
「
終
わ
り
」

と
重
ね
た
り
、
東
京
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
た
り
、
死
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
は
こ
れ
で
終
わ
る
が
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
ご
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
考
え
続

け
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

佐
藤 

浩
太
（
さ
と
う 

こ
う
た
）

荒川河川敷でのとむらい

・
今
回
行
わ
れ
た
こ
と
が
「
何
に
似
て
い
る
か
」
に
関
し
、

「
失
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
思
っ
た
り
話
し
た
り
す
る
」
と

い
う
側
面
に
つ
い
て
、
既
存
の
も
の
に
類
似
点
を
求
め
る

と
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
論
理
必
然
的
に
「
宗
教
的
な
も

の
」
に
た
ど
り
着
き
そ
う
だ
と
思
う
。

　

な
ぜ
な
ら
、「
あ
る
か
な
い
か
不
確
か
な
も
の
に
つ
い
て
、

そ
れ
が
あ
る
と
信
じ
る
」
の
が
宗
教
の
重
要
な
要
素
だ
と

思
わ
れ
る
の
で
、「
失
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
既

に
失
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
っ
た
り
話
し
た

り
す
る
」
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
、「
宗

教
的
な
も
の
」
に
似
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
思
う
。

・
他
方
、「
法
事
と
似
て
い
る
」
と
い
う
意
見
に
は
何
と
な
く

違
和
感
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
後
で
分
析
し
て
み
る
と
、
法

事
で
は
、
家
系
や
血
統
を
確
認
・
再
生
産
す
る
た
め
の
儀

式
と
い
う
性
格
か
ら
、
言
動
が
大
き
く
制
約
さ
れ
る
（
施

主
と
他
の
参
列
者
の
関
係
、
挨
拶
の
順
番
な
ど
）
の
に
対

し
て
、
今
回
行
わ
れ
た
こ
と
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な

制
約
は
な
く
自
由
で
あ
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
大
き
く

違
う
、
と
い
う
こ
と
が
違
和
感
の
原
因
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
う
。

２
０
１
７
年
８
月
12
日
16
時
07
分
送
信

件
名
：「
き
こ
え
る
」
の
感
想

○
行
列
に
つ
い
て

・
江
古
田
駅
で
、
羊
屋
さ
ん
か
ら
、「
行
列
を
し
て
食
べ
物
な

ど
を
運
ん
で
い
く
儀
式
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
リ
ヤ
カ
ー
の
荷
台
は
、
猫
の
絵
、「
は
じ
ま
る
」
の

板
、
石
を
盛
っ
た
碗
、
お
盆
の
と
き
に
玄
関
先
に
置
く
き
ゅ

う
り
の
馬
の
よ
う
な
も
の
、
な
ど
が
置
か
れ
て
い
て
、
た

だ
な
ら
ぬ
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
た
。

・
過
去
３
回
の
行
列
で
は
、
買
い
物
の
と
き
と
リ
ヤ
カ
ー
を

引
い
て
い
る
と
き
以
外
は
、
ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
っ
た
ら

よ
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
ず
に
、
少
し
手
持
無
沙
汰
な
感
じ

で
、
比
較
的
漫
然
と
過
ご
し
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
今
回
の
行
列
で
は
、
冒
頭
の
羊
屋
さ
ん
の

発
言
や
、
リ
ヤ
カ
ー
の
荷
台
で
た
だ
な
ら
ぬ
雰
囲
気
を
醸

し
て
い
る
も
の
た
ち
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
歩
い

た
の
で
、
行
列
自
体
に
か
な
り
集
中
し
た
。
買
い
物
の
と

き
と
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
た
と
き
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
何
も

話
さ
な
か
っ
た
。

・
思
い
返
す
と
、
会
場
に
着
い
た
時
点
で
、
過
去
３
回
と
比

較
し
て
既
に
か
な
り
疲
れ
て
い
た
。
集
中
し
て
行
列
し
た

か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。

○
会
場
に
て

・
会
場
で
は
、
リ
ヤ
カ
ー
の
荷
台
で
た
だ
な
ら
ぬ
雰
囲
気
を

醸
し
て
い
た
も
の
た
ち
が
、
中
央
の
円
い
マ
ッ
ト
に
置
か

れ
て
い
て
、
マ
ッ
ト
の
上
が
祭
壇
の
よ
う
だ
っ
た
。

・
マ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
会
場
の
雰
囲
気
に
加
え
、
席
の
配

置
な
ど
自
分
の
世
界
に
没
入
し
や
す
い
環
境
が
あ
っ
た
こ

と
な
ど
も
あ
い
ま
っ
て
、
会
場
に
着
い
て
か
ら
も
ほ
と
ん

ど
何
も
話
す
こ
と
な
く
、
黙
々
と
話
を
聴
き
、
食
べ
、
考

え
た
。

・
な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
脳
が
疲
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
羊

屋
さ
ん
の
話
に
つ
い
て
は
、
単
純
に
内
容
の
分
量
が
多
か
っ

た
だ
け
で
は
な
く
、
過
去
３
回
の
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り

な
感
じ
（
否
定
的
な
意
味
で
は
な
く
）
が
減
っ
た
、
と
い

う
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
前
回
羊
屋
さ
ん
の
話

さ
れ
て
い
た
「
演
劇
」
の
要
素
が
強
ま
っ
た
、
と
い
う
こ

と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
そ
の
他

・
過
去
３
回
の
う
ち
、「
は
じ
ま
る
」
で
は
、
羊
屋
さ
ん
の
猫

の
命
日
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
鳥
の
亡
骸
の
こ
と
（
注
：「
は

じ
ま
る
」
で
、
当
日
、
羊
屋
さ
ん
の
自
宅
玄
関
先
に
鳥
の

亡
骸
が
落
ち
て
い
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
た
。）

な
ど
が
あ
り
、「
失
わ
れ
た
も
の
ご
と
」
の
中
で
も
、「
死
」

に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　

他
方
、「
は
な
ま
る
」、「
み
と
れ
る
」
で
は
、
意
識
の
対
象

が
「
失
わ
れ
た
も
の
ご
と
全
般
」
に
広
が
っ
た
よ
う
に
感

じ
た
。

　

今
回
は
、
羊
屋
さ
ん
の
話
に
は
、
江
古
田
市
場
、
青
ヶ
島
、

奥
多
摩
、
東
京
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
も
の
の
、
再
び

「
死
」
に
重
点
が
置
か
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

・
江
古
田
駅
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
儀
式
に
つ
い
て
の
話
や
、

中
央
の
円
い
マ
ッ
ト
の
上
の
石
を
盛
っ
た
椀
と
き
ゅ
う
り

の
馬
が
、
死
を
直
接
的
に
連
想
さ
せ
た
。

「
死
」
か
ら
「
失
わ
れ
た
も
の
ご
と
全
般
」
に
一
気
に
ジ
ャ

ン
プ
す
る
と
こ
ろ
が
、
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀

行
の
「
発
明
」
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
他
方
、

儀
式
の
力
を
使
う
と
、
ど
う
し
て
も
、（「
失
わ
れ
た
も
の

ご
と
全
般
」
と
い
う
よ
り
は
）「
死
」
が
呼
び
出
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
、
悩
ま
し
そ
う
だ
と
思
い
ま

し
た
。）

２
０
１
７
年
11
月
４
日
16
時
35
分
送
信

件
名
：
全
体
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

１　

死
ぬ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

　

死
ぬ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
考
え
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
よ
り
実

感
を
も
っ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
・
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深夜の江古田駅、踏切より。

　

ス
ー
プ
を
囲
み
な
が
ら
人
や
物
事
の
末
期
を
思
う
こ
と
。

お
そ
ら
く
人
間
が
火
を
手
に
入
れ
て
か
ら
世
界
中
で
行
わ
れ

続
け
て
き
た
こ
と
。
そ
れ
は
喪
失
と
い
う
避
け
が
た
い
も
の

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
人
々
が
編
み
出
し
た
知
恵
の
一
つ
で

あ
り
、
寄
り
集
ま
り
「
終
わ
り
」
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
人
間
と
い
う
種
は
喪
失
か
ら
学
び
、
未
来
を
切
り

開
き
地
球
上
を
覆
う
ま
で
に
な
っ
た
。

　
「
何
か
の
終
わ
り
」
に
際
し
て
集
ま
る
と
い
う
行
為
は
最
近

で
は
そ
の
機
会
も
徐
々
に
減
り
つ
つ
あ
り
、
個
々
に
「
終
わ

り
」
と
対
峙
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
増
え
て
き
た
よ

う
に
思
う
。
本
来
「
何
か
の
終
わ
り
」
と
い
う
も
の
は
、
日

常
の
中
に
あ
る
句
読
点
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
句
読
点

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
息
継
ぎ
を
し
て
過
去
を
ふ
り
か
え
り
、
ま

た
未
来
を
見
る
。
そ
う
い
う
時
間
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

う
い
う
時
間
を
作
る
に
は
ど
う
し
て
も
あ
る
種
の
わ
ず
ら
わ

し
さ
が
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
こ
そ
が

句
読
点
の
正
体
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

こ
こ
十
数
年
の
間
に
大
量
の
情
報
が
無
差
別
に
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
大
量
の
過
去
に
埋
も
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

何
か
が
起
き
、
そ
れ
が
情
報
と
し
て
発
信
さ
れ
て
手
元
に
来

る
時
に
は
、
そ
の
何
か
は
既
に
過
去
の
こ
と
で
あ
る
。
毎
秒

作
ら
れ
る
大
量
の
過
去
を
高
速
で
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
本
来
な
ら
生
活
に
必
要
の
な
い
「
終

わ
り
」
を
見
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
大
量
の
「
終

わ
り
」
は
句
読
点
を
単
な
る
記
号
に
変
え
て
き
た
。
寄
り
集

ま
る
こ
と
で
喪
失
を
乗
り
越
え
、
あ
る
い
は
受
け
入
れ
、
未

来
を
見
る
力
を
蓄
え
な
が
ら
生
活
し
て
き
た
人
間
と
い
う
種

に
と
っ
て
、
句
読
点
は
「
現
在
」
を
確
認
し
、
未
来
の
た
め

の
住
環
境
を
変
え
て
い
く
力
を
蓄
え
る
場
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
身
近
で
は
な
い
大
量
の
「
過
去
」
に
埋
も

れ
る
こ
と
で
、
ほ
ん
の
少
し
前
の
「
過
去
」
に
始
末
の
つ
け

方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

東
京
は
そ
の
前
に
あ
っ
た
江
戸
を
下
敷
き
に
都
市
構
造
が

作
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
は
人
や
も
の
が
還
流
す
る
こ
と
が
前

提
で
作
ら
れ
て
い
た
。
江
戸
か
ら
東
京
に
変
わ
っ
た
と
き
に

都
市
の
急
激
な
近
代
化
を
進
め
て
い
く
方
法
と
し
て
、
人
や

情
報
の
流
れ
を
堰
き
止
め
集
積
す
る
構
造
に
変
化
さ
せ
た
。

も
と
も
と
の
器
の
江
戸
は
あ
っ
と
い
う
間
に
溢
れ
、
ダ
ム
で

堰
き
止
め
ら
れ
た
水
が
谷
あ
い
の
村
を
飲
み
込
む
よ
う
に
、

近
隣
の
町
村
を
飲
み
込
み
「
東
京
」
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
。

一
旦
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
そ
こ
は
「
東
京
」
と
い
う
情

報
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
「
東
京
」
の
「
終
わ
り
」

が
始
ま
っ
た
。

　

大
量
の
「
過
去
」
に
埋
も
れ
て
い
く
都
市
は
息
継
ぎ
が
出

来
な
い
ま
ま
に
拡
大
を
続
け
て
い
る
。
そ
こ
に
住
む
我
々
も

段
々
と
薄
く
な
る
空
気
に
首
を
傾
げ
つ
つ
、
呼
吸
が
ま
ま
な

ら
な
く
な
っ
て
い
く
。「
現
在
」
や
「
未
来
」
を
取
り
戻
す
た

め
に
「
身
近
な
過
去
」
を
誰
か
と
共
有
し
、
句
読
点
を
打
つ

時
間
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。
僕
に
と
っ
て
の
生
ま

れ
育
っ
た
江
古
田
と
い
う
土
地
で
。

伊
藤 

馨 （
い
と
う 

け
い
）  

舞
台
照
明
家
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー  

照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
国
内
外
の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
照
明
デ
ザ
イ
ン

を
行
う
と
共
に
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
行
っ

て
い
る
。
練
馬
の
江
古
田
生
ま
れ
の
中
野
の
江
古
田
育
ち
。
東
京
ス
ー
プ
と

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
の
中
で
も
江
古
田
担
当
。ア
シ
ス
タ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

と
し
て
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
補
佐
も
担
当
。

終
わ
り
の
風
景

東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

伊
藤 

馨



東京スープとブランケット紀行
年表・地図・戯曲

4 年間の江古田で起きたささやかな出来事「東京スー

プとブランケット紀行」。

その時期に起きた世の中の出来事と、深く過去の歴史

へと掘り下げた年表。そして、数えきれない程の探索

を重ねた江古田の街の地図に感謝をこめて。

最後に、以上すべての出来事が始まる前に、羊屋白

玉を突き動かした衝動、そのすべてを閉じ込めた戯曲 

「Rest In Peace, Tokyo - 安らかに眠ってください。こ

の言葉は、しばしば、生きているものや、ペテン師の

騙（かた）りである - 」を。

江古田のお正月の風物詩 干支の絵（加藤材木店）



106 107 

西
　
暦

和
　
暦

東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行

江
古
田

日
本

世
界

練
馬
に
人
が
住
み
始
め
た
と
さ
れ
る（
１
万
５
０
０
０
年
前
）

こ
の
時
期
、「
豊
島
郡
上
板
橋
村
江
古
田
新
田
」と
呼
ば
れ
て

い
た

明
治
天
皇
の
愛
馬
・
金
華
山
号
、26
才
で
死
去（
5
月
22
日
）

余
生
を
送
っ
た
江
古
田
の
御
領
地
に
埋
葬
さ
れ
る
が
、天
皇

の
命
で
掘
り
起
こ
さ
れ
剥
製
に
さ
れ
る

江
古
田
の
御
領
地
、そ
の
半
分
が
財
団
法
人
助
葬
会（
現
在

の
社
会
福
祉
法
人
東
京
福
祉
会
）に
御
下
賜
さ
れ
る

現
在
の
江
古
田
斎
場（
8
月
6
日
）

武
蔵
野
鉄
道（
現
在
の
西
武
池
袋
線
）「
江
古
田
駅
」開
業（
11

月
1
日
）

同
時
期
に
江
古
田
市
場
の
前
身
と
な
る
総
合
市
場
が
誕
生

江
古
田
の
御
領
地
、そ
の
半
分
が
宮
内
省
に
よ
り
東
京
感
化

院（
現
在
の
社
会
福
祉
法
人
錦
華
学
院
）に
御
下
賜
さ
れ
る

（
４
月
24
日
）

こ
の
時
期
、「
東
京
府
東
京
市
板
橋
区
江
古
田
町
」と
呼
ば
れ

て
い
た

日
本
最
古
の
豆
粒
紋
土
器（
煮
る
道
具
）、使

わ
れ
る（
長
崎
／
紀
元
前
8
0
0
0
年
）

青
ヶ
島
、天
明
の
大
噴
火
に
よ
り
島
民

2
0
0
名
余
り
が
八
丈
島
に
避
難
す
る

こ
の
時
期
、天
明
の
大
飢
饉
が
日
本
列
島
を

襲
う

噴
火
か
ら
約
半
世
紀
、青
ヶ
島
の
島
民
、

青
ヶ
島
へ
の
還
住
を
果
た
す

江
戸
幕
府
最
後
の
大
老
、酒
井
忠
績
死
去

（
11
月
30
日
）

メ
ー
ト
ル
法
公
布（
4
月
11
日
）

原
敬
首
相
、東
京
駅
で
暗
殺
さ
れ
る（
11
月

4
日
）

大
隈
重
信
死
去
、公
国
民
葬
が
行
わ
れ
る

（
1
月
17
日
）

関
東
大
震
災（
9
月
1
日
）

幻
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、１
９
３
８
年
に

日
本
政
府
が
開
催
権
返
上
を
閣
議
決
定

世
界
最
古
の
焚
き
火
跡（
ケ
ニ
ア
の

ク
ー
ビ
・
フ
ォ
ラ
／
1
6
0
万
年
前
）

イ
ギ
リ
ス
で
世
界
最
古
の
日
刊
新
聞

『
タ
イ
ム
ズ
』創
刊（
1
月
1
日
）

ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・

ゲ
ー
テ
死
去（
3
月
22
日
）

ギ
リ
シ
ャ
、オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
正
式

に
独
立（
7
月
9
日
）

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
、ノ
ー
ベ
ル

賞
設
立
の
も
と
と
な
る
遺
言
状
に
署

名（
11
月
27
日
）

空
気
入
り
タ
イ
ヤ
開
発
者
、ジ
ョ
ン
・
ボ

イ
ド
・
ダ
ン
ロ
ッ
プ
死
去（
10
月
23
日
）

ヨ
シ
フ
・
ス
タ
ー
リ
ン
、ロ
シ
ア
共
産
党

書
記
長
に
選
出
さ
れ
る（
4
月
3
日
）

ベ
ニ
ー
ト
・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
、イ
タ
リ
ア

王
国
首
相
に
就
任（
10
月
31
日
）

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー

創
立（
10
月
16
日
）

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
国
家
社
会
主

義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
な
ど
に
よ
り
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
一
揆
、起
こ
さ
れ
る（
11
月
8

日
）

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、モ
ス

ク
ワ
で
平
和
条
約
に
調
印
、冬
戦
争
終

わ
る（
3
月
12
日
）

古
　
代

１
７
８
５
年

１
８
３
２
年

１
８
９
５
年

１
９
２
１
年

１
９
２
２
年

１
９
２
３
年

１
９
４
０
年

古
　
代

天
明
５
年

天
保
６
年

明
治
28
年

大
正
10
年

大
正
11
年

大
正
12
年

昭
和
15
年

ま
ぷ
、江
古
田
に
、生
ま
れ
お
ち
る（
5
月
5
日
）

江
古
田
市
場
、戦
時
下
で
強
制
撤
去
さ
れ
る

江
古
田
市
場
、再
開
す
る

練
馬
区
、板
橋
区
か
ら
分
離
独
立
し
23
番
目
の
特
別
区
と
な

る（
8
月
1
日
）

江
古
田
文
化
劇
場 

開
館（
11
月
）

こ
の
翌
年（
昭
和
33
年
）、喫
茶
店
ト
キ 

開
店

こ
の
時
期
、住
居
表
示
の
変
更
に
よ
り
練
馬
区
か
ら「
江
古

田
」の
地
名
が
消
滅

こ
の
前
年（
昭
和
38
年
）、江
古
田
駅
北
口
が
完
成

 江
古
田
文
化
劇
場 

閉
館

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
B
e
B
e 

開
店（
6
月
）

カ
ラ
オ
ケ
館
1
号
店
、江
古
田
に
開
店

株
式
会
社
松
屋
フ
ー
ズ
、東
証
1
部
上
場
す
る（
1
9
6
6

年
に
江
古
田
で
開
業
）

パ
ー
ラ
ー
江
古
田 

開
店

小
竹
浴
場 

閉
店（
12
月
20
日
）

江
古
田
駅
、駅
舎
改
築

日
本
大
学
芸
術
学
部
江
古
田
校
舎
、新
校
舎
完
成（
4
月
）

東
海
道
沖
で
東
南
海
地
震
発
生（
12
月
7

日
）

第
二
次
世
界
大
戦
、終
戦（
8
月
15
日
）

秋
葉
原
電
気
街
が
露
店
と
し
て
開
業

阿
蘇
山
が
噴
火
、牛
馬
2
0
0
頭
余
り
死
亡

（
5
月
）

小
河
内
ダ
ム（
奥
多
摩
湖
）完
成
、旧
小
河
内

村
を
中
心
と
す
る
住
民
9
4
5
世
帯
は
代

替
地
に
移
住（
11
月
26
日
）

東
京
都
の
人
口
、1
0
0
0
万
人
を
超
え
る

首
都
高
速
道
路
、京
橋
〜
芝
浦
間
で
初
の
開

通（
12
月
20
日
）

第
18
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
東
京
大
会
開

催（
10
月
10
〜
24
日
）

グ
リ
コ
・
森
永
事
件
起
き
る

 松
田
聖
子
と
神
田
正
輝
が
結
婚（
6
月
24
日
）

昭
和
天
皇
崩
御
、昭
和
か
ら
平
成
に

バ
ブ
ル
景
気
最
後
の
年

東
京
芸
術
劇
場
開
館（
10
月
30
日
）

小
泉
純
一
郎
、第
87
代
首
相
に
就
任（
4
月

26
日
）

石
原
都
政
に
お
い
て
、東
京
都
議
会
で

2
0
1
6
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開

催
招
致
を
決
議（
3
月
8
日
）

東
京
都
、2
0
1
6
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
開
催
招
致
に
落
選（
10
月
2
日
）

石
垣
島
で
日
本
最
古
と
な
る
2
万
年
前
の

人
骨
発
見（
2
月
4
日
）

連
合
軍
に
よ
り
パ
リ
が
解
放
さ
れ
る（
8

月
）

フ
ラ
ン
ス
で
第
四
共
和
国
憲
法
制
定（
10

月
13
日
）

ヘ
ク
ラ
火
山（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
）が
噴
火

西
側
諸
国
で
テ
レ
ビ
が
普
及
、ラ
ジ
オ
に

か
わ
り
主
要
な
メ
デ
ィ
ア
と
な
る

マ
リ
リ
ン・モ
ン
ロ
ー
死
去（
8
月
6
日
）

マ
ー
テ
ィ
ン・ル
ー
サ
ー
・キ
ン
グ・
J
r
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞（
10
月
14
日
）

第
23
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
大
会
、開
催（
7
月
28
日
〜
8
月
12
日
）

プ
ラ
ザ
合
意（
9
月
22
日
）

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊（
11
月
10
日
）

東
西
ド
イ
ツ
の
再
統
一（
10
月
3
日
）

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ（
9
月
11
日
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
人
口
が
3
億
人
を

突
破

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、死
去（
6
月
25

日
）

ハ
イ
チ
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
.0
の
地

震
が
発
生（
1
月
12
日
）

１
９
４
４
年

１
９
４
５
年

１
９
４
６
年

１
９
４
７
年

１
９
５
７
年

１
９
６
２
年

１
９
６
４
年

１
９
８
４
年

１
９
８
５
年

１
９
８
９
年

１
９
９
０
年

２
０
０
１
年

２
０
０
６
年

２
０
０
９
年

２
０
１
０
年

昭
和
19
年

昭
和
20
年

昭
和
21
年

昭
和
22
年

昭
和
32
年

昭
和
37
年

昭
和
39
年

昭
和
59
年

昭
和
60
年

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
13
年

平
成
18
年

平
成
21
年

平
成
22
年
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西
　
暦

和
　
暦

東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行

江
古
田

日
本

世
界

ま
ぷ
、息
を
ひ
き
と
る（
5
月
17
日
）

東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
、は
じ
ま
る（
5
月
17
日
）

月
に
一
度
の
江
古
田
ス
ー
プ
開
催
を
決
め
る

青
ヶ
島
へ（
9
月
8
〜
11
日
）

対
談
紀
行
２
０
１
４
秋
篇（
10
月
８
日
）

ク
リ
ス
マ
ス
会（
12
月
23
日
）

対
談
紀
行
2
0
1
5
春
篇（
3
月
8
日
）

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト『
青
ヶ
島
』発
行（
3
月
8
日
）

奥
多
摩
へ（
6
月
24
〜
25
日
）

ラ
ン
チ
ハ
ウ
ス
洋
包
丁 

閉
店（
8
月
）

サ
ン
・
ア
ダ
チ 

閉
店（
10
月
16
日
）

瀧
島
酒
店 

閉
店（
12
月
31
日
）

や
ぐ
ら
、道
路
拡
張
工
事
に
よ
り
閉
店（
2
月
）

喫
茶
店
ト
キ 

閉
店（
5
月
17
日
）

韓
国
家
庭
料
理
パ
ク
ち
ゃ
ん
家 

閉
店（
2
月
17
日
）

な
か
勢 

閉
店（
3
月
16
日
）

た
こ
焼
き
大
革
命 

閉
店（
3
月
29
日
）

山
本
文
具
店 

閉
店（
7
月
31
日
）

東
日
本
大
震
災（
３
月
11
日
）

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業（
5
月
22
日
）

猪
瀬
直
樹
、東
京
都
知
事
に
就
任（
12
月
16
日
）

安
倍
晋
三
、第
96
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

（
12
月
26
日
）

東
京
、2
0
2
0
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
の
開
催
地
に
決
定（
9
月
7
日
）

特
定
秘
密
保
護
法
、成
立（
12
月
6
日
）

猪
瀬
直
樹
都
知
事
、退
任（
12
月
24
日
）

理
化
学
研
究
所
の
研
究
者
ら
が
S
T
A
P

細
胞
を
発
見
し
た
と
す
る
論
文
を
ネ
イ

チ
ャ
ー
に
発
表（
1
月
30
日
）

舛
添
要
一
、東
京
都
知
事
に
就
任（
2
月
11

日
）

高
さ
3
0
0
ｍ
、日
本
一
高
い
ビ
ル「
あ
べ
の
ハ
ル

カ
ス
」全
面
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン（
3
月
7
日
）

消
費
税
8
%
に
引
き
上
げ（
4
月
1
日
）

国
立
競
技
場（
国
立
霞
ヶ
丘
陸
上
競
技
場
）、

新
国
立
競
技
場
へ
の
建
て
替
え
に
向
け
閉
鎖

（
5
月
31
日
）

神
戸
市
須
磨
海
浜
水
族
園
で
飼
育
さ
れ
て

い
た
国
内
最
高
齢
の
雄
ラ
ッ
コ「
ト
コ
」、死

去（
6
月
23
日
）

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
憲
法

解
釈
を
閣
議
決
定（
7
月
1
日
）

記
録
的
集
中
豪
雨
に
よ
り
広
島
市
で
大
規

模
な
土
砂
災
害
が
発
生（
8
月
20
日
）

世
界
人
口
、10
月
31
日
に
70
億
人
に
到

達
し
た
と
推
計
さ
れ
る（
国
連
の
２
０

１
１
年
版「
世
界
人
口
白
書
」よ
り
）

第
30
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・ロ
ン
ド
ン

大
会
開
催（
７
月
27
日
〜
８
月
12
日
）

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
、通
常
枢
機
卿

会
議
の
席
上
で
教
皇
職
を
辞
任
す
る
こ

と
を
表
明（
2
月
11
日
）

タ
イ
政
府
が
反
政
府
デ
モ
鎮
静
化
に
向

け「
非
常
事
態
宣
言
」を
発
令（
1
月
22

日
）

第
22
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ソ
チ
大

会
、開
催（
2
月
7
〜
23
日
）

ロ
シ
ア
、ク
リ
ミ
ア
共
和
国
の
独
立
を
承

認（
3
月
17
日
）

韓
国
の
大
型
旅
客
船
セ
ウ
ォ
ル
号
が
転

覆
・
沈
没 （
4
月
16
日
）

中
国
清
朝
・
粛
親
王
の
末
娘
・
愛
新
覚
羅

顕
琦
、死
去（
5
月
26
日
）

「
イ
ス
ラ
ム
国
」樹
立
宣
言（
6
月
29
日
）

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ

ザ
を
空
爆
開
始（
ガ
ザ
侵
攻
）（
7
月
8
日
）

世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）が
、西
ア
フ

リ
カ
で
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
感
染
拡
大

に
つ
い
て「
国
際
的
な
公
衆
衛
生
上
の

緊
急
事
態
」と
宣
言（
8
月
8
日
）

２
０
１
０
年

２
０
１
１
年

２
０
１
２
年

２
０
１
３
年

２
０
１
４
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

１２３４５６７８９10     11     12     １２３４５６７８

演
劇
活
性
化
団
体
u
n
i
ち
ょ
い
と
そ
こ
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①

練
馬
区・江
古
田
編『
ナ
イ
ス・エ
イ
ジ
』上
演（
9
月
20
〜
23
日
）

ド
ト
ー
ル
江
古
田
北
口
店 

閉
店（
12
月
20
日
）

江
古
田
市
場 

閉
場（
12
月
31
日
）

Select Shop FuFu

＋C
afe 

閉
店（
2
月
7
日
）

グ
ル
メ
シ
テ
ィ
江
古
田
店 

閉
店（
2
月
22
日
）

あ
さ
か
麺
工
房
江
古
田
店 

閉
店（
3
月
29
日
）

ガ
ラ
ク
タ
出
版（
ガ
ラ
ク
タ
や 

ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
）、「
た
ぬ
き
た

ん（
奇
譚
）」発
行
開
始（
4
月
4
日
）

西
武
池
袋
線
、開
業
1
0
0
周
年（
4
月
15
日
）

サ
ウ
ス
ゲ
ー
ト 

閉
店（
5
月
23
日
）

は
ん
こ
広
場
江
古
田
店 

閉
店（
7
月
24
日
）

銀
の
さ
じ
書
店 

閉
店（
8
月
31
日
）

御
嶽
山
噴
火
に
よ
り
登
山
者
ら
27
名
死
亡

（
9
月
27
日
）

青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
青
色
L
E
D
）を

開
発
し
た
赤
崎
勇
、天
野
浩
、中
村
修
二
、

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞（
10
月
7
日
）

俳
優
の
高
倉
健
、死
去（
11
月
10
日
）

第
47
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
投
開
票（
12
月
14
日
）

女
優
・
吉
行
和
子
の
母
で
美
容
家
の
吉
行
あ

ぐ
り
、肺
炎
の
た
め
死
去（
1
月
5
日
）

イ
ギ
リ
ス
王
室
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
が
初
来
日
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
な
ど
を
訪
問（
2

月
26
日
）

東
京
都
渋
谷
区
議
会
、同
性
カ
ッ
プ
ル
に

「
結
婚
に
相
当
す
る
関
係
」を
認
め
る
証
明

書
を
発
行
す
る
条
例
成
立（
3
月
31
日
）

東
京
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
、ア
ー
ツ
カ

ウ
ン
シ
ル
東
京
に
組
織
統
合（
4
月
1
日
）

「
大
阪
都
構
想
」の
是
非
を
問
う
住
民
投
票

（
特
別
区
設
置
住
民
投
票
）投
開
票
、反
対
多

数
で
廃
案（
5
月
17
日
）

選
挙
権
の
年
齢
を
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ

る「
改
正
公
職
選
挙
法
」成
立（
6
月
17
日
）

新
国
立
競
技
場
計
画
、白
紙
撤
回（
7
月
17
日
）

戦
後
70
年
談
話
、発
表（
8
月
14
日
）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
独
立
の
是
非
を
問

う
住
民
投
票（
9
月
18
日
）

マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
、最
年
少
で
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞（
10
月
10
日
）

米
オ
レ
ゴ
ン
州
、末
期
の
脳
腫
瘍
の
ブ

リ
タ
ニ
ー
・
メ
イ
ナ
ー
ド
、宣
言
通
り
尊

厳
死（
11
月
1
日
）

ア
メ
リ
カ
と
キ
ュ
ー
バ
、国
交
正
常
化
交

渉
の
開
始
を
発
表（
12
月
17
日
）

仏
・
パ
リ
中
心
部 

風
刺
週
刊
誌「
シ
ャ
ル

リ
ー
・
エ
ブ
ド
」本
社
で
襲
撃
テ
ロ
、死

者
12
人
、犯
人
逃
走（
1
月
7
日
）

「
ス
タ
ー
・
ト
レ
ッ
ク
」の
ミ
ス
タ
ー
・
ス

ポ
ッ
ク
を
演
じ
た
米
俳
優
の
レ
ナ
ー

ド
・ニ
モ
イ
、死
去（
2
月
27
日
）

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
共
同
創
業
者
、ポ
ー

ル
・
ア
レ
ン
、1
9
4
4
年
に
フ
ィ
リ
ピ

ン・シ
ブ
ヤ
ン
海
に
沈
ん
だ
戦
艦「
武
蔵
」

発
見（
3
月
3
日
）

ネ
パ
ー
ル
で
M
7
.8
の
地
震
発
生（
4

月
25
日
）

イ
ン
ド
、
記
録
的
熱
波
に
よ
り

2
0
0
0
人
以
上
死
亡

連
邦
最
高
裁
判
所
、ア
メ
リ
カ
全
州
で「
同

性
婚
は
合
憲
」と
す
る
判
断（
6
月
26
日
）

ア
メ
リ
カ
と
キ
ュ
ー
バ
、1
9
6
1
年
以

来
54
年
ぶ
り
に
国
交
を
回
復
、相
互
に

大
使
館
が
開
設
さ
れ
る（
7
月
20
日
）

北
米
大
陸
最
高
峰
の
山「
マ
ッ
キ
ン

リ
ー
」（
6
1
9
4
m
）、先
住
民
の
呼
び

名「
デ
ナ
リ
」（「
偉
大
な
も
の
」の
意
）に

改
称（
8
月
31
日
）

２
０
１
５
年

平
成
27
年

月
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西
　
暦

和
　
暦

東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行

江
古
田

日
本

世
界

第
1
回
と
む
ら
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
撮
影（
草
梛
亮
・
草
梛
佐

智
子
、9
月
30
日
）

対
談
紀
行
2
0
1
5
秋
篇（
10
月
4
日
）

大
江
戸
線
沿
線
め
ぐ
り（
1
月
9
日
）

対
談
紀
行
2
0
1
6
春
篇（
2
月
21
日
）

第
2
回
と
む
ら
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
撮
影（
小
林
え
つ
、3
月
4
日
）

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト『
た
め
ら
っ
て
、さ
ま
よ
っ
て
、と
む
ら
い
』発
行

対
談
紀
行
2
0
1
6
紫
陽
花
篇（
6
月
12
日
）

三
崎
港
へ（
8
月
8
〜
9
日
）

唐
変
木 

閉
店（
9
月
26
日
）

G
E
O
江
古
田
北
口
店 

閉
店（
10
月
18
日
）

珈
琲
舎
歩
歩 

閉
店（
10
月
30
日
）

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・
フ
タ
バ 

閉
店（
11
月
15
日
）

コ
ナ
カ
江
古
田
店 

閉
店（
12
月
6
日
）

喫
茶
ポ
ル
ト 

閉
店（
7
月
31
日
）

丸
福
大
勝
軒 

閉
店（
7
月
31
日
）

プ
リ
ン
セ
ス
ガ
ー
デ
ン 

閉
店（
8
月
28
日
）

安
全
保
障
関
連
法
、成
立（
9
月
19
日
）

国
民
一
人
一
人
に
12
ケ
タ
の
番
号
を
割
り
当

て
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
ス
タ
ー
ト
、通
知

カ
ー
ド
の
発
送
開
始（
10
月
5
日
）

漫
画
家
の
水
木
し
げ
る
、多
臓
器
不
全
の
た

め
死
去（
11
月
30
日
）

新
国
立
競
技
場
デ
ザ
イ
ン
、A
案「
木
と
緑
の

ス
タ
ジ
ア
ム
」に
決
定（
12
月
22
日
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、本
格
運
用
開
始

平
成
27
年
度
国
勢
調
査
、人
口
速
報
集
計
結

果
を
発
表 

1
9
2
0
年
の
集
計
開
始
以
来
、

初
の
減
少（
2
月
26
日
）

四
代
目
江
戸
家
猫
八
、進
行
性
胃
が
ん
の
た

め
死
去（
3
月
21
日
）

熊
本
地
震（
4
月
14
日
）

お
た
る
水
族
館
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
国
内

最
高
齢
の
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ「
ト
ラ
」、老

衰
の
た
め
死
去（
5
月
4
日
）

舛
添
要
一
都
知
事
、退
任（
6
月
21
日
）

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、投
開
票

（
7
月
10
日
）

小
池
百
合
子
、東
京
都
知
事
に
就
任（
8
月

2
日
）

天
皇
陛
下
、お
気
持
ち
を
表
明（
8
月
8
日
）

東
京
都
、豊
洲
市
場
の
地
下
水
か
ら
環
境
基

準
を
超
え
る
ベ
ン
ゼ
ン
と
ヒ
素
が
検
出
さ
れ

た
と
発
表（
9
月
29
日
）

シ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
中
東
難
民
、欧

州
に
殺
到

Ｔ
Ｐ
Ｐ
総
合
対
策
本
部
第
1
回
会
合

が
開
催
さ
れ
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
の
大

筋
合
意
が
決
定（
10
月
5
日
）

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
中
心
部
の
劇
場
な
ど

で
同
時
多
発
テ
ロ
、死
者
1
2
9
人
、

負
傷
者
3
5
2
人
、容
疑
者
7
人
死
亡

（
11
月
14
日
）

理
研
・
森
田
グ
ル
ー
プ
、
新
元
素

「
1
1
3
番
目
」（
2
0
0
4
年
合
成
に

成
功
）の
命
名
権
獲
得（
12
月
31
日
）

デ
ビ
ッ
ド
・
ボ
ウ
イ
、が
ん
の
た
め
死
去

（
1
月
10
日
）

フ
ァ
ン
ク
バ
ン
ド「Earth 

W
ind 

&
 

Fire

」メ
ン
バ
ー
の
モ
ー
リ
ス
・
ホ
ワ
イ

ト
、死
去（
2
月
3
日
）

建
築
家
の
ザ
ハ
・ハ
デ
ィ
ド
、心
臓
発
作

の
た
め
死
去（
3
月
31
日
）

歌
手
プ
リ
ン
ス
、死
去（
4
月
21
日
）

オ
バ
マ
大
統
領
、現
職
の
大
統
領
と
し

て
初
の
広
島
訪
問（
5
月
27
日
）

イ
ギ
リ
ス
、国
民
投
票
で
E
U
離
脱
を

決
め
る（
6
月
23
日
）

第
76
代
イ
ギ
リ
ス
首
相
に
テ
リ
ー
ザ
・

メ
イ
が
就
任（
7
月
13
日
）

第
31
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
、開
催

小
池
百
合
子
都
知
事
と
安
倍
総
理
ら
、

閉
会
式
に
出
席（
8
月
5
〜
21
日
）

シ
リ
ア
で
ア
サ
ド
政
権
と
反
体
制
派
の

停
戦
が
発
効（
9
月
12
日
）

２
０
１
６
年

平
成
28
年
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対
談
紀
行
2
0
1
6
秋
桜
篇（
11
月
13
日
）

小
山
田
さ
ん
と
リ
ヤ
カ
ー
、江
古
田
に
来
る

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト『
お
迎
え
の
時
』発
行（
3
月
22
日
）

R
.I.P.TO

K
YO
 

は
じ
ま
る

（
5
月
17
日@

V
ieill B

akerycafe&
G
allery

）

R
.I.P.TO

K
YO
 

は
な
ま
る（
6
月
19
日@

小
竹
町
会
館
）

R
.I.P.TO

K
YO
 

は
ぐ
れ
る（
7
月
25
〜
27
日@

青
ヶ
島
）

R
.I.P.TO

K
YO
 

み
と
れ
る （
7
月
17
日@

norari:kurari

）

R
.I.P.TO

K
YO
 

き
こ
え
る（
8
月
11
日 @

小
竹
町
会
館
）

R
.I.P.TO

K
YO
 

く
す
ぐ
る

（
10
月
14
日@

江
古
田
斎
場 

第
二
会
館
二
階 

大
悲
堂
）

R
.I.P.TO

K
YO
 

み
つ
け
る（
11
月
17
日@

珈
琲
店
ぶ
な
）

東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
、ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル

東
京
の
事
業
と
し
て
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ

四
代
目
鎌
倉
酒
店
江
古
田
店 

閉
店

モ
ツ
煮
・
串
焼
き
山
ち
ゃ
ん 

閉
店（
11
月
27
日
）

レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
甲
子（
元
手
打
ち
そ
ば
甲
子
）閉
店（
12
月

31
日
）

ラ
ー
ン
ガ
イ 

閉
店
　SEV

EN
S

江
古
田
店 

閉
店（
1
月
5
日
）

W
ild N

ature 

閉
店（
1
月
31
日
）

牛
ち
ろ 

閉
店（
2
月
19
日
）

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
江
古
田
旭
丘
店 

閉
店（
2
月
28
日
）

SA
D
 C
A
FE 

閉
店 （
3
月
11
日
）

武
蔵
野
音
楽
大
学
、江
古
田
新
キ
ャ
ン
パ
ス
完
成

イ
タ
リ
ア
ン
ト
マ
トC

afé Jr. 

閉
店（
5
月
31
日
）

珈
琲
小
屋
な
み
ま 

閉
店（
6
月
18
日
）

キ
ッ
チ
ン
太
郎 

閉
店（
7
月
15
日
）

norari:kurari 

閉
店（
8
月
8
日
）

C
afe huit 

閉
店（
10
月
10
日
）

と
ん
か
つ
坂
井
精
肉
店
江
古
田
店 

閉
店（
10
月
20
日
）

G
A
RA

G
E STO

R
E 

閉
店（
10
月
31
日
）

養
老
乃
瀧
江
古
田
店 

閉
店（
12
月
30
日
）

伝
説
の
す
た
丼
屋
江
古
田
店 

閉
店（
1
月
10
日
）

第
5
東
京
ビ
ル
解
体
開
始
、入
居
し
て
い
た
す
べ
て
の
店
舗
が

営
業
を
終
了（
2
月
13
日
）

サ
ン
ク
ス
江
古
田
栄
町
店 

閉
店（
2
月
26
日
）

鳥
取
県
中
部
地
震（
10
月
21
日
）

1
1
3
番
元
素
、日
本
に
由
来
す
る「
ニ
ホ

ニ
ウ
ム（nihonium

、元
素
記
号
：
N
h
）」

と
な
る
こ
と
が
確
定（
11
月
30
日
）

糸
魚
川
市
大
規
模
火
災（
12
月
22
日
）

豊
洲
市
場
の
地
下
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の

最
終
結
果
、公
表
さ
れ
る（
1
月
14
日
）

毎
月
月
末
金
曜
日
の
午
後
3
時
終
業
を
奨

励
す
る「
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
」初
実
施

（
2
月
24
日
）

築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
問
題
に
つ
い
て
、石

原
慎
太
郎
元
東
京
都
知
事
の
記
者
会
見
が

開
か
れ
る（
3
月
3
日
）

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
の
浅
田
真
央
、

自
身
の
ブ
ロ
グ
で
現
役
引
退
を
表
明（
4
月

10
日
）

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
、都
議
選
に
お
い
て

掲
げ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
一
部
を
発
表（
5

月
3
日
）

「
共
謀
罪
」法
、成
立（
6
月
15
日
）

九
州
北
部
豪
雨（
7
月
5
〜
6
日
）

豊
島
区
、2
0
1
9
年
の
東
ア
ジ
ア
文
化
都

市
の
国
内
候
補
に
決
定（
8
月
8
日
）

東
京
芸
術
祭
2
0
1
7
開
催（
9
月
22
日
〜

12
月
4
日
）

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
、投
開
票（
10
月
22
日
）

安
倍
晋
三
、第
98
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

（
11
月
1
日
）

1
9
9
3
年
以
来
と
な
る
皇
室
会
議
に
て
、

今
上
天
皇
の
譲
位
の
日
程
が
2
0
1
9
年

4
月
30
日
に
決
定（
12
月
1
日
）

群
馬
県
の
本
白
根
山
が
噴
火
、訓
練
中
の
自

衛
隊
員
ら
に
噴
石
が
あ
た
り
男
性
陸
曹
長

が
死
亡（
1
月
23
日
）

豊
島
区
、野
外
劇
場
建
設
に
向
け
、池
袋
西

口
公
園
の
円
形
緑
地
撤
去
工
事
に
着
工（
2

月
5
日
）

ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を

受
賞（
10
月
13
日
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
選
挙
で
一
般

有
権
者
に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
、ド
ナ
ル

ド・ト
ラ
ン
プ
が
当
選
確
実（
11
月
18
日
）

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
沖
で
M
7
.8
の
地
震
が

発
生（
12
月
9
日
）

ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足（
1
月
20
日
）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
4
0
0
頭
の
ク

ジ
ラ
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、そ
の
大
半
の
死

亡
を
確
認（
2
月
10
日
）

ペ
ル
ー
、断
続
的
に
続
く
大
雨
の
影
響
で

洪
水
が
発
生（
3
月
18
日
）

1
8
0
0
年
代
生
ま
れ
の
最
後
の
一
人

と
さ
れ
て
き
た
イ
タ
リ
ア
の
世
界
最
高

齢
の
女
性
エ
ン
マ
・
モ
ラ
ー
ノ
、1
1
7

歳
で
死
去（
4
月
15
日
）

雨
期
に
入
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
で
記
録
的

な
大
雨
に
よ
り
洪
水
や
土
砂
災
害
が
発

生（
5
月
27
日
）

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
、地
球
温
暖
化
対
策
の

国
際
枠
組
み「
パ
リ
協
定
」か
ら
の
ア
メ

リ
カ
の
離
脱
を
正
式
表
明（
6
月
1
日
）

国
連
、核
兵
器
禁
止
条
約
を
採
択（
7
月

7
日
）

デ
ン
マ
ー
ク
女
王
・マ
ル
グ
レ
ー
テ
2
世

の
配
偶
者
ヘ
ン
リ
ク
殿
下
、自
ら
の
死
後

女
王
と
は
別
の
場
所
に
埋
葬
し
て
ほ
し

い
と
の
意
向
を
発
表（
8
月
3
日
）

メ
キ
シ
コ
、チ
ア
パ
ス
州
で
M
8
.2
の
地

震
が
発
生（
9
月
7
日
）

核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
I
C
A
N
）、ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

（
10
月
6
日
）

#
M
e
t
o
o
、世
界
的
に
広
が
る

カ
ナ
ダ
・
ト
ル
ド
ー
首
相
、カ
ナ
ダ
政
府

の
過
去
の
性
的
少
数
者
差
別
を
謝
罪

（
11
月
28
日
）

イ
ラ
ン
で
大
規
模
な
反
政
府
デ
モ
が
発

生（
12
月
28
日
）

ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
、就
任
か

ら
1
年
が
経
過（
1
月
20
日
）

デ
ン
マ
ー
ク・ヘ
ン
リ
ク
殿
下
死
去
、生
前

の
遺
言
通
り
に
女
王
と
同
じ
墓
所
に
は

埋
葬
さ
れ
な
か
っ
た（
2
月
13
日
）

101112123456789101112123

平
成
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平
成
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２
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１
８
年
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大
津
波
が
避
け
て
通
っ
た
か
の
よ
う
に
、
山
の
上
の
神
社
だ
け
が
、
凛
と
あ
っ

た
。
日
が
落
ち
て
、
お
囃
子
が
聞
こ
え
て
、
虎
に
扮
し
た
舞
い
が
始
ま
っ
た
。

古
く
は
漁
師
達
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
、
大
漁
豊
穣
を
讃
え
る
他
、
結
婚
式
や

開
店
祝
い
等
、お
祝
い
の
目
出
た
い
席
に
登
場
す
る
の
が
虎
の
舞
い
。翻
っ
て
、

お
弔
い
に
は
、
鹿
子
踊
り
。
大
津
波
で
肉
体
を
失
っ
た
魂
達
と
共
に
踊
る
鎮

魂
の
舞
い
で
あ
っ
た
。

「
で
も
ね
」
と
虎
の
舞
手
が
言
っ
た
。「
自
分
の
葬
式
は
、
虎
舞
も
や
っ
て
ほ

し
い
。」
と
。
仲
間
が
「
目
出
た
い
。
目
出
た
い
。」
と
、
笑
っ
て
い
た
。

わ
た
し
の
猫
の
一
周
忌
の
秋
に
出
会
っ
た
こ
の
虎
舞
は
、
天
と
地
を
結
ぶ
仲

立
ち
の
よ
う
に
現
れ
て
、
虎
の
毛
並
み
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
、
見
る
も

の
た
ち
が
見
届
け
終
わ
る
と
、
す
ー
っ
と
消
え
て
い
っ
た
。
ま
る
で
、
能
に

お
け
る
「
翁
」
の
よ
う
な
、
全
て
の
芸
能
の
源
で
、
芸
能
を
行
う
た
め
の
条

件
が
整
え
ら
れ
た
そ
の
瞬
間
だ
っ
た
。
わ
た
し
は
、
す
こ
し
顎
を
あ
げ
て
周

り
を
見
た
。
再
び
、
あ
の
頃
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
台
所
で
湯
気
を
見
つ
め

て
い
る
わ
た
し
が
い
た
。

自
粛
ム
ー
ド
だ
っ
た
け
ど
、
い
わ
ゆ
る311

直
後
の
上
演
を
決
め
た
の
は
、

あ
の
悲
劇
に
対
し
て
わ
た
し
が
出
来
る
た
っ
た
ひ
と
つ
の
応
答
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
や
が
て
わ
た
し
の
記
憶
は
声
に
な
っ
て
い
た
。「
非
日
常
へ
と

突
き
飛
ば
さ
れ
た
自
分
も
含
め
全
て
の
人
々
へ
。
い
か
な
る
国
家
の
危
機
に

置
か
れ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
が
あ
っ
て
、
だ
か
ら
、
わ

た
し
も
日
常
の
証
で
あ
る
舞
台
で
生
き
る
こ
と
を
選
ん
だ
ん
だ
け
ど
、
今
で

も
悩
ん
で
る
。
あ
れ
、
海
苔
が
消
え
た
。」

茹
で
上
が
っ
た
秋
の
新
蕎
麦
に
、
た
っ
ぷ
り
海
苔
を
か
け
て
、
わ
さ
び
を
す

り
お
ろ
し
て
い
る
そ
の
ち
ょ
っ
と
の
隙
に
、
わ
た
し
の
猫
は
、
海
苔
だ
け
食

べ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

秋
分
の
夜
咄
の
茶
事
の
お
と
も
に
、

「
海
苔
た
っ
ぷ
り
の
新
蕎
麦
」

秋
の
新
蕎
麦
、
か
つ
お
節
、
醤
油
、
味
醂
。
わ
さ
び
、
も
み
海
苔
。

春
分

春
分
の
夜
咄
の
茶
事
の
お
と
も
に
、

ま
ぐ
ろ
の
ち
ら
し
寿
司

ま
ぐ
ろ
、
錦
糸
卵
、
大
葉
、
き
ゅ
う
り
、
酢
飯
。　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

わ
た
し
の
猫
の
主
食
は
、
ま
ぐ
ろ
だ
っ
た
。
そ
れ
は
そ
れ
は
、
ア
リ
ク
イ
が

ア
リ
し
か
食
べ
な
い
く
ら
い
徹
底
し
て
い
た
。

な
の
で
、
猫
の
な
き
が
ら
を
、
な
わ
ば
り
の
桜
の
樹
の
も
と
に
埋
め
た
時
は
、

お
見
舞
い
で
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
ま
ぐ
ろ
も
い
っ
し
ょ
に
埋
め
た
。
わ

た
し
の
友
達
は
、
わ
た
し
の
猫
の
友
達
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

春
分
の
日
に
還
暦
を
迎
え
る
、
お
姉
さ
ん
と
よ
ん
で
い
る
友
人
は
、
伴
侶
の

死
か
ら
数
年
経
っ
て
、長
く
住
ん
だ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
、生
ま
れ
育
っ
た
街
、

東
京
へ
戻
っ
て
来
た
。
同
じ
こ
ろ
、
彼
女
の
親
友
も
ま
た
、
伴
侶
の
死
か
ら

数
年
経
ち
、
東
京
か
ら
故
郷
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
戻
っ
た
と
い
う
。

伴
侶
が
亡
く
な
る
と
い
う
経
験
が
引
き
起
こ
す
症
状
は
数
有
れ
ど
、
傾
け
た

情
熱
が
突
然
冷
め
て
し
ま
う
と
い
う
喪
失
感
の
連
続
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
と

同
じ
く
ら
い
重
傷
で
あ
る
。
で
も
、
彼
女
ふ
た
り
の
、
居
を
変
え
る
と
い
う

判
断
は
、
漢
方
薬
の
よ
う
に
そ
の
症
状
を
和
ら
げ
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
わ
た
し
は
？
ど
こ
へ
？

い
た
だ
き
も
の
の
白
桃
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
、
水
晶
の
よ
う
な
パ
フ
ェ
を

盛
り
合
わ
せ
て
い
る
と
、
わ
た
し
の
猫
の
長
い
舌
が
の
び
て
き
た
。
舐
め
と

ら
れ
溶
け
て
ゆ
く
パ
フ
ェ
を
見
な
が
ら
、
2
0
0
1
年
9
月
11
日
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
東
の
端
に
住
ん
で
い
た
頃
を
思
い
出
し
て
い
た
。

テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
盛
り
す
ぎ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
と
ろ
け
る
よ
う
に

崩
れ
落
ち
る
双
子
の
ビ
ル
が
目
に
入
っ
た
。
勢
い
余
っ
て
、
外
に
出
る
と
、

近
所
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
の
窓
が
砕
け
ち
り
、
銃
声
が
聞
こ
え

た
。
こ
の
悲
劇
の
原
因
は
、
イ
ス
ラ
ム
と
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
宗
教
戦
争
だ
と
か
、

聖
戦
だ
と
か
、
報
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
け
ど
、
わ
た
し
に
は
、
な
ぜ

か
そ
の
よ
う
に
は
思
え
な
か
っ
た
。

黄
金
期
と
同
時
に
不
浄
な
街
を
指
す
60
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
そ
の
後
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
経
て
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
、
エ
イ
ズ
、
レ
イ
プ
、
拳
銃
、
そ
し

て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
か
ら
一
掃
し
、
街
が
浄
化
さ
れ

た
こ
と
を
、
わ
た
し
は
知
っ
て
い
る
。
数
年
後
、
ひ
と
っ
こ
ひ
と
り
い
な
か
っ

た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
倉
庫
街
は
、
ハ
イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
に
な
り
、
の

ぞ
き
部
屋
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
た
。

か
た
や
、
東
京
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
む
け
て
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の

そ
の
裏
で
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
タ
ウ
ン
で
は
、
昼
夜
働
い
て
い
る
外
国
人
労
働
者
、

韓
流
シ
ョ
ッ
プ
店
の
青
年
、
彼
ら
の
多
く
は
四
世
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

し
つ
こ
い
職
質
を
浴
び
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
常
に
被
災
し
た
と
し

か
言
い
よ
う
の
な
い
路
上
生
活
者
た
ち
は
虫
け
ら
の
よ
う
に
移
動
さ
せ
ら
れ

て
い
た
。
東
京
の
浄
化
が
、
公
然
と
始
ま
っ
て
い
た
。

街
の
長
達
が
、
あ
ま
り
に
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
民
族
浄
化
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
な

が
ら
も
、
犯
罪
率
の
低
い
治
安
の
良
さ
を
目
指
す
と
言
っ
て
は
ば
か
ら
ず
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
経
済
効
果
だ
か
ら
ね
、
と
言
っ
て
い
た
の
を
わ
た
し
は
忘

れ
な
い
。

2
0
0
1
年
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
ほ
ぼ
完
全
に
無
菌
に
な
っ
た
そ
の
瞬
間

に
、
空
か
ら
何
が
突
っ
込
ん
で
き
た
の
か
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て

そ
の
発
作
の
後
遺
症
は
い
ま
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

東
京
の
街
に
も
、
盛
り
す
ぎ
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
よ
う
な
ビ
ル
は
、
有
り

余
る
程
あ
る
。
肌
や
髪
や
目
の
色
、
文
化
、
言
葉
、
宗
教
の
違
い
こ
そ
が
、

都
市
の
呼
吸
を
保
つ
免
疫
そ
の
も
の
だ
と
お
も
う
。

太
陽
の
光
が
も
っ
と
も
弱
ま
り
、
精
霊
が
す
く
な
く
な
る
頃
の
よ
う
に
、
わ

た
し
た
ち
は
大
地
を
踏
み
な
ら
し
、
精
霊
を
招
き
入
れ
た
い
。

歴
史
や
、
い
き
も
の
の
一
生
は
、
ま
っ
す
ぐ
な
一
本
の
線
な
の
か
、
そ
れ
と

も
螺
旋
を
描
く
円
な
の
か
。

生
き
て
い
た
頃
に
何
を
し
て
い
た
か
な
ん
て
、
生
き
て
い
る
と
き
に
は
何
も

わ
か
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

「
安
ら
か
に
眠
っ
て
く
だ
さ
い
。」
な
ど
と
い
う
言
葉
は
、
し
ば
し
ば
、
生
き

て
い
る
も
の
の
欺
瞞
の
た
め
に
使
わ
れ
る
。

春
の
北
極
星
が
輝
く
夜
空
の
下
、
あ
ち
ら
の
も
の
た
ち
や
、
こ
ち
ら
の
も
の

た
ち
が
、
わ
た
し
の
猫
の
眠
る
庭
で
さ
わ
い
で
い
る
。

古
代
の
果
て
か
ら
や
っ
て
き
て
、
何
度
か
の
す
れ
ち
が
い
の
な
か
で
、
わ
た

し
の
遅
れ
た
到
着
を
待
ち
わ
び
、
未
来
で
待
っ
て
い
る
わ
た
し
の
猫
へ
。

冬
至

一
年
で
い
ち
ば
ん
夜
が
長
い
日
。

太
陽
の
光
が
い
ち
ば
ん
弱
ま
る
こ
の
日
は
、
精
霊
は
少
な
く
な
る
。
精
霊
が

溢
れ
出
る
よ
う
に
、
沸
き
上
が
る
よ
う
に
、
迎
え
入
れ
る
よ
う
に
、
い
き
も

の
は
大
地
を
踏
み
な
ら
し
、
空
を
轟
か
せ
る
。
一
晩
中
、
火
を
絶
や
す
こ
と

な
く
。

一
日
一
日
と
夜
が
長
く
な
っ
て
い
っ
た
あ
る
夜
の
こ
と
。
神
々
が
集
ま
り
、

互
い
に
こ
う
語
り
合
っ
た
と
い
う
。「
夜
が
あ
ま
り
に
も
長
す
ぎ
る
。
こ
の
地

を
照
ら
す
役
目
を
、
わ
れ
わ
れ
が
引
き
受
け
よ
う
で
は
な
い
か
。」
と
。

山
の
て
っ
ぺ
ん
に
火
が
灯
さ
れ
、「
さ
あ
。
火
の
中
へ
飛
び
込
も
う
。」
神
々

は
言
っ
た
。

火
は
た
い
そ
う
燃
え
さ
か
っ
て
い
る
。
身
を
投
じ
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
熱

気
は
激
し
く
、
近
づ
い
て
は
立
ち
す
く
む
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
時
、
空
か

ら
鳥
た
ち
が
、
森
か
ら
は
虫
や
獣
た
ち
が
、
海
か
ら
は
魚
た
ち
が
飛
び
込
み
、

焼
け
尽
き
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
神
々
は
、
火
に
飛
び
込
ん
だ
も
の
た
ち
が
、
太
陽
に
な
っ
て
、

東
の
空
に
の
ぼ
る
の
を
、
仰
ぎ
見
た
。
と
。

わ
た
し
の
猫
は
、
そ
う
話
を
続
け
、「
そ
の
時
、
俺
も
飛
び
込
ん
だ
ん
だ
。」
と
、

言
っ
た
。

「
見
ろ
よ
。
俺
の
毛
皮
、
金
色
の
虎
模
様
だ
ろ
。
こ
れ
は
そ
ん
と
き
の
焼
け
跡

だ
。」

「
ず
い
ぶ
ん
、
こ
ん
が
り
焼
け
た
ね
。」
と
、
わ
た
し
が
言
う
と
、「
あ
あ
。
そ

う
だ
。
近
所
の
ミ
ケ
い
る
だ
ろ
。
あ
い
つ
も
、
燃
え
た
時
、
黒
と
白
と
茶
色

の
斑
点
が
残
っ
た
ん
だ
。」

猫
は
そ
う
言
い
な
が
ら
、
好
物
の
、
か
ぼ
ち
ゃ
お
し
る
こ
、
を
舐
め
た
。

粒
あ
ん
の
黒
と
、
白
玉
の
白
と
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
茶
色
は
、
ミ
ケ
を
思
い
出
さ

せ
た
け
ど
、
そ
の
こ
と
は
わ
た
し
も
猫
も
言
わ
な
か
っ
た
。
猫
は
、
粒
あ
ん

が
好
物
だ
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

冬
至
の
夜
咄
の
茶
事
の
お
と
も
に
、

「
か
ぼ
ち
ゃ
の
お
し
る
こ
」

粒
あ
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
白
玉
粉
、
水
。

夏
至

一
年
で
い
ち
ば
ん
昼
が
長
い
日
。

太
陽
の
光
が
強
く
輝
く
こ
の
日
は
、
日
暮
れ
と
と
も
に
、
精
霊
が
た
く
さ
ん

寄
し
押
せ
て
来
る
。

精
霊
と
い
き
も
の
は
い
っ
し
ょ
に
渦
を
描
い
て
、
目
が
ま
わ
る
ほ
ど
踊
る
。

夜
を
徹
し
て
、
火
を
絶
や
す
こ
と
な
く
。

「
俺
は
、
そ
の
渦
の
ま
ん
な
か
で
、
い
つ
も
謳
っ
て
た
ん
だ
。」「
な
ん
の
歌
？
」

わ
た
し
の
猫
は
答
え
た
。「
歌
う
と
い
う
よ
り
、
謳
う
だ
よ
。
あ
ち
ら
の
も
の

た
ち
や
こ
ち
ら
の
も
の
た
ち
が
踊
っ
て
い
る
か
ら
ね
。
彼
ら
に
挨
拶
を
し
た

り
、
紹
介
を
し
た
り
、
敬
意
と
友
情
を
こ
め
て
謳
っ
て
た
。」

わ
た
し
は
、
こ
の
わ
た
し
の
猫
が
亡
く
な
る
二
日
前
の
夜
の
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
臥
せ
っ
た
ま
ま
、
看
病
に
駆
け
つ
け
た
友
達
の
目
を
見
な
が
ら
、
一

晩
中
、
朗
々
と
語
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
友
達
は
、「
何
を
言
っ
て
い
る
か
は

分
か
ら
な
い
け
ど
、
あ
れ
は
演
説
よ
。」
と
言
っ
て
い
た
。

わ
た
し
の
猫
は
、
体
ご
と
、
生
と
死
の
渦
の
中
に
い
た
。
そ
し
て
、
死
の
一

歩
手
前
、
口
を
大
き
く
開
け
て
欠
伸
を
し
た
の
で
、
こ
の
際
だ
か
ら
、
口
の

中
を
よ
く
見
て
お
こ
う
と
思
っ
て
、
顔
を
近
づ
け
る
と
、
さ
ら
に
大
き
く
縦

に
口
を
開
き
、
血
を
吐
い
た
。
そ
れ
は
慟
哭
だ
っ
た
。
わ
た
し
は
、
猫
の
皮

袋
の
よ
う
な
体
か
ら
吐
か
れ
る
、
お
び
た
だ
し
い
量
の
血
を
浴
び
て
い
た
。

五
感
は
飛
ん
で
し
ま
い
、
臭
い
も
温
度
も
時
間
も
お
ぼ
え
て
い
な
い
。
な
の

に
、昭
和
の
文
豪
み
た
い
な
死
に
っ
ぷ
り
だ
な
。
と
、不
謹
慎
な
こ
と
を
思
い
、

血
ま
み
れ
で
笑
っ
て
い
た
。

定
期
的
に
こ
の
よ
う
に
わ
た
し
の
前
に
現
れ
る
わ
た
し
の
猫
は
、
永
遠
の
臨

終
を
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
同
時
に
わ
た
し
も
、
わ
た
し
の
猫
の
永
遠

の
臨
終
を
、忘
れ
る
こ
と
な
ど
出
来
な
い
だ
ろ
う
。忘
却
に
抗
え
な
い
毎
日
は
、

身
が
引
き
ち
ぎ
ら
れ
る
程
つ
ら
く
、
涙
で
や
わ
ら
げ
る
こ
と
も
難
し
く
、
そ

し
て
豊
か
だ
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
喪
の
作
業
に
明
け
暮
れ
る
だ
ろ
う
。
弔

辞
を
読
ん
だ
の
は
、
5
年
後
だ
っ
た
。

弔
辞
を
読
む
前
夜
、
ぶ
つ
ぶ
つ
と
練
習
す
る
間
、
わ
た
し
の
猫
は
、
ま
た
た

び
の
冷
た
い
ス
ー
プ
を
舐
め
て
い
た
。

生
前
、
ま
た
た
び
が
好
物
な
の
か
ど
う
か
確
か
め
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

尋
ね
て
み
る
と
、

「
そ
ん
な
に
好
き
じ
ゃ
な
い
け
ど
ね
。
猫
族
の
た
し
な
み
だ
ね
。
特
に
暑
い
日

は
。」
と
答
え
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

夏
至
の
夜
咄
の
茶
事
の
お
と
も
に
、

「
ま
た
た
び
の
冷
た
い
ス
ー
プ
」

ま
た
た
び
の
枝
、
塩
。
水
。
か
つ
お
節
。
針
生
姜
。
ま
た
た
び
の
白
い
花
び

ら
を
添
え
て
。

秋
分

太
陽
が
、
真
東
か
ら
昇
っ
て
真
西
へ
沈
み
、
昼
の
時
間
と
夜
の
時
間
が
同
じ

長
さ
の
あ
る
秋
の
日
。

中
道
を
大
事
に
す
る
信
仰
が
現
れ
て
か
ら
は
、
昼
と
夜
の
均
衡
が
と
れ
た
こ

の
日
に
、
精
霊
は
や
っ
て
く
る
と
い
う
。

同
時
に
、
こ
の
均
衡
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
、
街
や
都
市
を
育
て
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
日
、
そ
の
街
は
消
え
て
い
た
。
コ
ス
モ
ス
の
咲
い
て
い
る
一

本
道
を
歩
く
。
ま
だ
瓦
礫
と
は
呼
べ
な
い
生
活
用
品
の
色
に
溢
れ
た
山
。
今

は
穏
や
か
な
海
。
人
影
は
殆
ど
な
い
。

Rest In Peace, Tokyo

安
ら
か
に
眠
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
言
葉
は
、
し
ば
し
ば
、
生
き
て
い
る
も
の
や
、
ペ
テ
ン
師
の
騙か

た

り
で
あ
る
。

本
書
「
東
京
ス
ー
プ
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
紀
行
2
0
1
4
ー
2
0
1
7
」
を
、
お
目
通
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
４
年
間
で
、
東
京
の
江
古
田
を
中
心
に
起
き
た
さ
さ
や
か

な
出
来
事
、
こ
れ
ら
全
て
が
始
ま
る
前
に
、
羊
屋
白
玉
を
突
き
動
か
し
た
衝
動
、
そ
の
す
べ
て
を
閉
じ
込
め
た
戯
曲
を
、
最
後
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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Winter Solstice
The day with the longest night of the year.
On this day when the light of the sun is the weakest, there are 
few spirits. All the living creatures stomp on the earth and roar 
into the sky to welcome the spirits so they can come gushing 
out. The fire burns all night long.

One night as the nights were growing longer day by day, the 
gods gathered together for a discussion. “The nights are far too 
long. Why don’t we take on the role of lighting the Earth?”

A fire was lit at the top of a mountain and the gods said, “Come 
on. Let’s jump into the fire.”
The fire burned furiously. They tried to throw themselves into 
it, but the heat of the flames was too intense that each time they 
approached the fire, they became immobile. During that time, 
the birds from the sky, the beasts and insects from the forest, 
and the fish from the sea jumped into the fire and were burned 
to ashes. After a while, the gods who did jump into the fire 
became the sun and were seen to climb the eastern sky.

My cat continued this story, “At that time, I jumped into the fire 
too,” he said.
“Look. My fur is golden and striped like a tiger’s. Those are the 
burn marks from that time.”

“You certainly were toasted nicely,” I said. “Yeah. That’s right. 
You know that calico in the neighborhood? She got her black 
and white and brown spots when she was burned.”

That is what my cat said as he slurped his favorite dish, pumpkin 
bean porridge.
The black from the sweet beans, the white from the rice flour 
dumplings, and the brown from the pumpkin reminded me 
of the calico cat, but neither I nor my cat mentioned it. My cat 
loved sweet black beans.

* * *

On winter solstice, the evening gathering over tea is 
accompanied by
“Pumpkin Bean Porridge”
Black bean, pumpkin, rice flour dumplings, water.

Summer Solstice
The day with the longest daylight of the year.
On this day when the sunlight radiates intensely, a multitude of 
spirits rise up with the sunset.
The spirits, together with the living creatures, dance dizzyingly 
in a spiral. All through the night, the fire burns.

“I always sang in the center of the spiral.” “What song?”
My cat answered, “More like chanting than singing. The spirits 
from the next world and the creatures from this world were 
all dancing together. So, I called out greetings to them and 
introduced them to each other, I called out with respect and 
friendship.”

I recalled two nights before my cat passed away. He was lying 
down, and as he gazed at a friend of mine who had rushed over 
to help take care of him, he talked to my friend, all night long. “I 
don’t know what he’s saying,” my friend said, “but he was giving 
a speech.”

My cat was caught in the spiral of life and death, with his 
entire body.  And when he was one step away from death, he 
opened his mouth wide to yawn, and I thought I would take 
the opportunity to take a good look inside his mouth. I brought 
my face close to him and he opened his mouth even wider and 
vomited blood. It was a bitter wail. I was drenched in the blood 
that came hurling out of my cat’s skin bag. My five senses were 
blown out of the water. I don’t have any memory of smell or 
temperature or time. And yet I do recall having the improper 
thought: what a death befitting a great literary master of the 
Showa period! I laughed, covered in blood.

I wonder if my cat who now appears before me periodically 
is forever living his deathbed? At the same time, I will likely 
never forget my cat’s eternal deathbed. Everyday cannot resist 
oblivion as I suffer. It’s as if my body were being torn apart, and 
no amount of tears softens my sorrow, and I am fulfilled. I will 
spend my days in mourning forevermore. Five years had already 
gone by before I gave a memorial address.

The night before the memorial address, as I muttered my speech 
to practice it, my cat was lapping up a chilled silver vine soup. I 
had never asked him while he was alive whether silver vine was 
one of his favorite foods, so I asked.
“It’s not my favorite. But it suits the feline family’s palate. 
Especially on hot days,” he replied.

*  *  *

On summer solstice, the evening gathering over tea is 
accompanied by
“Chilled Silver Vine Soup”
A silver vine stem, salt. Water. Bonito flakes. Thinly sliced 
ginger. Garnished with the white petals of the silver vine flower.

Autumn Equinox
An autumn day when the sun rises due east and sets due west, 
and the length of the day is equal to the length of night.
Since the arrival of religions that prizes centrism, spirits have 
always come on this day, when day and night are in balance. 
At the same time, this balance is what nurtured and grew towns 
and cities over a long period of time.

However, on that day, the city disappeared. I walked the lone 
path lined with cosmos. A mountain overflowing with the color 
of household goods that cannot yet be called rubble. The now 
calm ocean. And virtually no traces of people.

As if a great tsunami had just missed it, only the shrine at the 
mountaintop remained standing. Once the sun set, music could 
be heard and the dance of the tiger began. In the olden days, 
the tiger dance was handed down by the fishermen to celebrate 
plentiful catches of fish as well as weddings, store openings, and 
any other celebratory occasion. On the other hand, for funerals 
there was the dance of the fawn. It is a dance to console the 
spirits of the dead, to be danced by the living with the spirits 
who had lost their physical bodies in the tsunami.

“But you know,” said the tiger dancer, “for my funeral, I want 
people to dance the tiger dance.” His friends laughed and said, 
“Yes that’ll be a celebration.”

Thanks for having the energy to read almost of this book. Here is the final text, more like a script. It means 
Shirotama’s thought before the project starts. What's going on inside of her head?

Rest In Peace, Tokyo　“Rest In Peace”  These words are intended to cloak the deceased with tenderness, 

but often used by the living as a meaningless clichés to deceive others.

I first encountered the dance of the tiger in the autumn of the 
first anniversary of my cat’s death. The dance seemed to connect 
heaven and earth, and once the audience witnessed the tiger’s 
fur standing on end, it all disappeared in an instant. It was like 
the okina ritual in noh theatre where every elemental source of 
artistry and all the conditions for the art align in a moment. I 
raised my chin and looked around. Again, as I recalled those 
days, I found myself gazing at the rising steam in the kitchen.

Though the whole country was in a mood of self-restraint, the 
reason I decided to make a show right after 3-11 is because 
that was the only way I could respond to such a tragedy. Soon, 
my memory became a voice. “To all human beings, including 
myself, who have been thrust into extraordinary circumstances. 
No matter what crisis any nations faces, each and every one of 
us has our own daily life. That is why I have chosen to live on the 
stage that is to me the proof of daily life, though I still struggle 
with it. Oh, my seaweed has disappeared.”

I had put plenty of nori seaweed atop freshly boiled autumn new 
soba noodles, and in the brief moment when I had gone to grate 
some wasabi , my cat had eaten just the nori and gone.

*  *  *

On autumn equinox, the evening gathering over tea is 
accompanied by
“New Soba with plenty of Nori”
Autumn’s new soba, bonito flakes, soy sauce, mirin . Wasabi , finely 
shredded nori .

Spring Equinox
On spring equinox, the evening gathering over tea is 
accompanied by
“Tuna and assorted sushi”
Tuna, finely sliced omelet, perilla leaves, cucumber, sushi rice

*  *  *

My cat’s main diet consisted of tuna. It was almost entirely so, 
as much as anteaters only eat ants. 
So when I buried my cat’s remains under the cherry blossom 
tree that marked his territory, I buried with him all the tuna I’d 
received from those who came to visit him. All of my friends 
were my cat’s friends too.

A friend who I call my sister, and who was celebrating her 60th 
birthday on the spring equinox, returned to Tokyo a few years 
after the death of her partner. She left New York, where she had 
been living for a long time, to come back to Tokyo where she 
was born and raised. Around the same time, a close friend of 
hers who had also lost her partner a few years back, returned to 
her home town of New York from Tokyo.

There are many symptoms that are triggered by the passing of a 
beloved life partner, but the relentless emptiness that hits after 
a concentrated love suddenly turns cold is as grave an affliction 
as nostalgia. The decision for these two women to change 
where they live probably alleviated their symptoms like herbal 
medicine.

What about me? Where should I go?

I was making a parfait that glistened like crystals with the white 
peaches I received as a gift and ice cream, and my cat’s long 

tongue reached out of his mouth. As I watched the parfait melt 
under his licking, I was reminded of the time when I lived on 
the eastern edge of New York, on September 11, 2001.
I turned on the TV and saw the Twin Towers, crumbling like 
melting mounds of soft ice cream.  When I rushed outside, the 
glass windows of the neighborhood Afghan restaurant had 
been smashed and I heard gunshots. They reported that the 
reason for the attack was a religious war between Islam and 
Catholicism, or that it was a Holy War, but to me, it didn’t seem 
that way.

New York in 1960s was dirty and it was its Golden Age. After 
that, I know that the Vietnam War, marijuana, AIDS, rape, guns, 
and artists were run out of the island of Manhattan and the city 
was cleaned up.  Just a few years later, a deserted warehouse 
district in Brooklyn had become a high fashion area and a 
Disney Store stood where a peep show used to be. 

Meanwhile in Tokyo, behind the scenes of the touching 
efforts to prepare the city to host the Olympics, in the ethnic 
neighborhoods, foreign laborers who work day and night and the 
young people working in Korean shops were being relentlessly 
interrogated, never mind that many of them had already been in 
Japan for four generations. And the homeless population, whom 
one can only say had fallen victim to daily life, were forced to 
move as if they were nothing but vermin. The clean-up of Tokyo 
had officially begun.   

I cannot forget how the leaders of the city were blatantly trying 
to realize an ethnic cleansing in the name of the Olympics and 
its boost to the economy, to push for low crime rates and public 
safety.

In 2001, New York was almost completely sterilized. I don’t have 
to tell you what came crashing down from the sky. And what are 
the aftereffects now, from that attack? 

The city of Tokyo, too, is overflowing with buildings that 
stand like overloaded soft serve ice cream. I believe that the 
differences in people’s skin, hair and eye colors, their cultures, 
languages, and religion are the city’s very immune system that 
preserves its breath.

As we do when the light of the sun grows weaker and the spirits 
grow fewer, I want us to stomp on the earth and call upon the 
spirits and invite them in.

Is history, is the life of a living creature, one straight line? Or are 
they spiraling circles?

While we are alive, we probably have no understanding of what 
we are doing in life.

“Rest in peace” Words like these are used to deceive by those 
who are still among the living.

Under the night sky where the North Star twinkles in the spring, 
creatures and spirits from this world and the next are making a 
racket in the garden where my cat sleeps.  

To my cat who came from ancient times and through a number 
of missed connections waited for my delayed arrival, and who is 
yet waiting for me in the future.
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